


社団法人 日本建築協会

I日本建築協会8 0年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年 7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

蒙の強いこ要望により、増刷ー頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4 $J .240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して 、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

干530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 FAX 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3，000円 (税・送料込み)

※ 1曽刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

1¥.' 尚 安

「日本建築協会80年史J

A 4判・240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会j の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年妓術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・機漬 勉・

松本属象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中還誠 郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新ニ・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動」一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

i *  
・執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近膝達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

「日本建築協会の遺産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人々 」より片岡安の項
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社団法人 日本建築協会

第4回読者と選ぶ「建築と社会J 賞

審査委員会行
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第4回読者と選ぶ 「建築と社会」賞

会員投票用紙

口とくにょいと思われた作品

ょいと忠われた理由

口とくにょいと思われた記事

ょいと忠われた理由

氏名

勤務先

一
T

，
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※本号49- 52頁に本年 1月号- 12月号の総目次を掲載しておりますので、ご参照下さい。



日本建築協会

& 邑

耳 目

- 評議員の辞任及び就任 (敬称略)

辞任/ 平成15年11 月30日付

松 田 利 男 (戸田建設)

城 口 俊 雄 (大阪城口研究所)

就任/ 平成15年12月1日付

山 本 清 彦 (戸田建設)

- 理事の辞任及び就任 (樹事略)

辞任/ 平成15年11 月30日付

1成戸健一郎 (都市基盤整備公団)

仙 田 良 行 ( カンダン)

就任/ 平成15年12月1日付

大 林 剛 郎 (大林組)

川本得{ 言 (都市基盤整備公団)

城 口 俊 雄 (大阪城口研究所)

平成15年11 月26日開催の平成15年度

第 1 回臨時総会において 、下記議案が

原案どおり承認されましたので報告し

ます。

記

運営資金の件

事務所移転検討の件

理事補選の件

第 1号議案

第 2 号議案

第 3号議案

臨時総会議決

お知うせ

ハガキで投票 (締切: 2004年1月15日

消印有効) されたものの中から 、 「作

品j 及び「論文 ・記事」を編集委員会

にて各部門 10点程度選出 、これを第

二次審査対象とする。

口第二次審査

第一次選考を通過した選考対象 (作品

部門) について 、該当者に説明資料を

求めることがある。

* 説明資料内容①写真 5点以内②図面

5 点以内③周辺環境との景観的調和が

わかる資料読支部重旨 (A4fl J1枚以内)

としてCi:X2) 以外の写真、図など計 5 点

以内

* 説明資料提出期限・ 2∞4年2月末日

ロ発表と表彰

作品部門は建築主、設計者、施工者の

中の代表者に賞状 (記念楯) を贈呈す

る。論文 ・記事部門は執筆者 (複数の

場合は代表者) に賞状 (記念楯) を贈

呈する 。入賞者は本人に通知するとと

もに、 「建築と社会J 2004年6月号で

発表。

頁など)

「投稿欄」の論文 ・記事

(投稿、REPORTなど)

. その他頁に掲載された論文・記事

(書評など)

口賞の部門

・作品部門

- 論文 ・記事の部門

口選考方法

会員読者による第一次審査を経て 、選

考委員会による第二次審査にて決定す

る。

日本年度の選考委員

井 上 皇 ( (財) 日本建築総合試験所所

長、大阪大学名誉教授)

未定 (  未定 )  

柏木浩一 (姫路工業大学教授)

鈴木克彦 (京都工芸繊維大学助教授・

編集委員)

* 順不同・敬称略

1 - 3 点

1 - 3 点

口第一次審査

令 mai l : ken- sha@aaj. or .jp または、

「建築と社会j 本号の綴じ込み投票用

口賞の趣旨

「建築と社会J という本誌の趣旨にふ

さわしい社会性 ・環境などに配慮 した

有意義なi挙前%もや建築に関わる論文・

記事などを顕彰する。選考にあた って

は、会員の声を反映し 、広く聞かれた

賞とする 。

口選考対象

本誌「建築と社会J 2003年1月号- 12

月号に掲載された作品及び、個別の論

文 ・記事などを対象とする 。(2003年

の何月号掲載の論文 ・記事名及び同執

筆者名を明記のうえ、ご投票下さい)

「作品作風頁」掲載の建築作品

「本会支部作品頁及びそれに準ずる

作品頁」掲載の建築作品

「特集頁J 掲載の論文 ・記事

一特集全体は選考対象としない。

「シリース頁」の論文 ・記事

(建築の眼、研究最前線を追う、や

さしいケンチク数学ぱなし、gall eη )

「実務の頁j の論文・記事

(法令コーナ一、構造の頁、設備の

第4回読者と選J3¥

「建築と社会」貰

実施要項
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昭和47制月に発足した「建築クラブ」

( 日本建築協会会員有志の集まり ) は

1997年、朝食会の第変幻回を記念して、

講演速記録を集約し、最終的に118回

分を5冊1セy ト (1冊平均約320ページ)

の本にして発行いたしました。

「話のはなし j の講話の内容はとても

多彩で、 「おもしろい話J [ " 貴重なは

なしJ [ " 哀はなしJ などがいっぱい詰

まっています。

1セット ・5，000円 (消費税別途) でお

わけします。 ご希望のかたは電話また

はFAXでお申し込み下さし、。

申込先: 日本建築協会事務局

TEL. 06-6348-0635  FAX.06・6348・0634

e- mai l: soumu@aaj.or.jp 

講演記録集

「話のはなしJ 残部

頒布します!



平成15年度

建築工事実務講習会

主催

(社) 日本建築協会東海支部

と き 平 成16年1 月29日(木)

午前9時30分~午後5時

ところ 昭和ビル . 9 階ホール

(名古屋市中区栄 4 丁目3- 26)

定 員 100名

受講料 15，000円 (含テキス卜代)

* 消費税を含む。

* テキストは、当日配布させ

ていただきます。

- 趣旨と内容

・官公庁・設計事務所 ・建設業をはじ

め、設備 ・営繕など幅広い分野の有能

な技術者を養成する 目的 をもって講習

会を開催します。

・ とくに取りつきにくい施工計画と仮

設見積、現場実務の基礎である積算業

務に重点をおき 、講義します0

・ また、都市環境の変化に伴う法令 ・

規準の改正なども加え、技術の進歩に

即応した知識の習得をはかります。

・ 「積算業務j では、建築数量積算基

準にのっとり、また「仮設見積j では

具体例により 、その着工準備から完成

に至るまでをわかりやすく解説します。

. 申込要領

下記受講申込書に必要事項をご記入の

うえ受講料を添えて東海支部までお申

し込み下さい。引き替えに受講券を発

行致します。

なお、FA Xによる申込みは 、現金書留

にて送金して下さい。

- 申込先

倣) 日本建築協会東海支部

〒460心008 名古屋市中区栄4 - 3- 26

(昭和ビル愛知建築士会内)

T E L  (052)  261-1451 

F AX  (052)  261- 0251 

- 申込締切日

平成16年 1 月9 日(金)

※ 但し、定員に達し次第締め切ります0

. 受付時間

午前 9 時~午後 5 時

但し土- 日・祝日を除く 。

・詳細は、事務局へお問い合わせく

ださい。

昭和ビル

(名古屋市中区栄4丁目3- 26)

付近見取図

- 科目・講師

一歩踏み込んだ先手の計画! !

施 工 計 画

森 良 次 氏

清水建設(株) 名古屋支庖建築技術部

品質環境グループ長

*  

適切な施工計画の立案できることが、

建築現場技術者の必須条件です。安全

で、経済的な施工計画を解説します。

計画 と一致 した仮設費を !!

仮 設 見 積

堀 政 広 氏

(株) 大林組名古屋支店建築工事部

建築生産技術グループ長

*  

仮設工事費は、一般には非常に把握し

にくい函があ って、ついつい単位面積

当たり 、あるいは請負金比率のみで処

理されがちです。施工計画に基づいた

部酌で泊まな見積方法を鯖見します。

迅速かつ合理的な概算11

積 算 業 務

佐野洋治氏

(株)竹中工務后名古屋支唐見積部見積担当課長

*  
見積業務のなかで、基本となるのは数

量積算です。この手順、基準を基本に

より合理的で正確な積算業務を解説し

ます。

ーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー き り と り 紘 一一ーーーーーーーーーーーーーーーー ー ーーーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーー一一一ーーーーーーーー一一一一一一一一一

平成15年度建築工事実務講習会東海開催受講申込書

社団法人日本建築協会東海支部御中

郵 便 番 号
再Jι 議 者

イ主 所

事(ま業たは所氏名名)  

担 当 責 任 者

電 話 番 号

受講料支払方法 - 現金書留 - 事前申込時持参

2  

凶仏一一一一一

平成 年 )司 日

氏 名 年 齢



今灯の表紙

表紙デザイン/ 田村昭漉

企画/ 量測奈千子

建築写真/ 河合止揚

.u邸

，il! J t / 占阪降JE

峻 ( / 1956年

. 近代i I ! 築をとりあげた .11] 二IUI

のシリーズの締めくくりは、住

主にしました. つくることへの

附熱と 、新しい生前倣を見通す

妥協を却さ由資事4により生まれ

たこの怨築は、約半 l世紀 経 た 今

も大切に住まわれつづけていま

す. ここを訪れた人は軽やかで

いながら濃訟で、どこか凍とし

た空気に包まれます。

U 々の11キ!日lの積み ill ねが法第を

』くらませ、いのちあるものと

する . そしてそれに答えるだけ

の深みのある挫築をつくること

の大切さを、この円一まいは語り

かけ、励ましてくれるのです。

(合1則条千子)

- 特集予告

1 月号/ 大阪市住宅局

2 月号/ 都市緑化

3 月号/ 東海支部

編集委員会 (平成15年度)
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建築と社会層|
1917年創刊 第84集/ 通巻981号

A R C HI TECTURE  A ND  S OCI ET Y  

J OURNAl  QF  T HE  ARCHI T E CT URAl  AS S OCI AT I C刷 QF j AP AN 

特集・ 第50岡青年技術者

[ 設計 ・ 計 画 部 門 ] 小 南嘉 久・豊田 ー毎日ピル再開発プロジェフト商業・ノンの企画コーディネート業務- 12  

津 熊 直 人・船場オーセンビJ レ、内田洋行本町ビル、島津労働組合会館、トヨヲ生協おまつり広場 13  

水 谷 考 治・立山酒造刷本社工場、伏木中学校海風会館、三菱自動車登備専門学校 14  

大 西 宏 治・大林組木曾駒高原山の家、 OAS I S 21 15  

中 村篤 史 ・京都カトリ y クf重愛幼稚悶. 播磨町立蓮池幼稚園 ・蓮池保育園 ・子育て支援センター 16  

垣 田 惇 之・灘浜スポーツゾーンヲラブハウス、ローム福利厚生棟 17  

喜 多主 税・酎日田市立浪切ホール、兵庫県立芸術文化センター (仮 称) 18  

山 羽 ひ と み・ リーガロイヤJ レホテル. ホテル近鉄ユニバーサル・シティ円ホテル阪神 19  

駕 藤 篤史 ・京都市伝統的建造物群保存地区における一連のプロジェウト及び研究 20 

諸 星 雅 彦・京都大学百周年時計台配念館の免震レトロフィ y ト 21 

佐 分 利 和 宏・新千里桜ケ丘住宅の偽造設計~免震厨の合理的な殺害十の実践と平面的偏心を有する高層建物

の免震化- n  

福 本 義 之・盤かな居住空間を創造する免震情造の提案~千種台センタ地区忍び可変住戸スケj レトンの提案 一一一 2 3

嘉 村 武 浩・ 18 mスパンの基準鉄骨梁成を600としたオフィスピルの憎造般計 24 

寺 西 泰 裕・阪神西縄田開発日期工事における氷蓄熱空調設備の導入と改善 2 5  

鮎 合 剛 ・モバイルウエアラブJ レ機器を利用した音声と映像による新管理システム 26 

小 稲 克 也. 建築と情報システムの徹合 27 

野 正 明 ・解体工事における計画マニュアルの作成 28 

河 合 栄 作・・ノイ J レセメント連続地下皆本段杭工法の開発と実施 2 9  

藤 井 秀 治・大規模地下工事における合理化逆打ち工法の計画と実施 30 
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作 E 置

E望 風

設 計 ・監 理・日建 設 計

君主計 ・監理協力 三 谷 設 計

施 工圃鴻 池組

体 験 装 置 制 作 ト タ ル メ デ ィ ア

多伎町手ヲ| ヶE 公園

自然エネルギー学習施設

風の子楽習館

多{支1111 は 11 本海に前した 1; 占似県のほぼ'I 'v<: に位iFI し、 「海光り、ひ

と郷くまちJ として・キララ多{支" の愛: ffl 、で知られている 。

11 本海に沈む、すばらしいタ| 場が望め、 11本の夕陽育逃にも工芸ばれ

ているとごろでーもある 。

この胞設は f 供たちをはじめ、多くの111[ 1 込が体験''f: 戸lやi佐びを通し

て 、関 ｪ 党川泌を身近なものとしてとらえ、 Ｈ Ｍ Ｑ 然広 Ｑ 成との ｊｾＯｾ［ｩ む ＱＺ ，市践を

刈めて い くための施設として立n; 没されたものである 。立n物 は li !' :i¥の

光やJ!Iilや熱のエネルギーを有効に利 JTI し、 nで凡て体 で感じること

ができる卯J党ヤ刊のしかけをつくることを大きなテーマとした。

胤 ) J と |二F討IUU立: 2' 2を不11川 した 白然換気、クール ヒート トンネルに

よる地 ＧＱＧ 熱平 ＱＱ 川 換気、太 ｉｾｍ 熱の ｫｾ 勘平 ｉｉ ｮｉ 、 Ｑ Ｔ ， ｪ ［ｪ＼をＡＡ， ｪ 官 ｉ し和 ｉｊｉｉ した ｩ 放

木投 Ｈ ＱＱＱＱ 、太 ｉｾｍ 光発 γ ｉｬＺＧＮＺえよ位、風 Ｉ ｊ 発 Ｗ 包装 ｩ げなどである 。

それらの，'I'，} J ( 効果) は版示ギャラリーに; l I ' iWI ぷ示をおこない、エ

ネルギーにJ免岱ーし、わかりやすくぷ示している 。

立. I ! 物内にも、 Ml や光、熱、音などを和IJIl した体験学習淡町が投位さ

れ、楽しみながら ｉ ｾ 然エネルギーのすばらしさを学習することがで

きる。 11本泌を盟む必長大な眺望を生かした他物問日目と千rfu，n- 阿とし、

身近なものを利 JTJ しfl iIf' (1=できる体験 c房 は l判の」芝生広場にX I l 統させ

て大きく ＱｊｦＮ Ｑ 放され、ｾ物 内外 一 体利ｮｉも Ｂｉｴｾ な椛 ｽ￮ ，止とした 。

外 ＡＱ ｍ は 川 ｦ［ Ｈｾ形大属製と勾配極般により、背後の ＱＱＱ 恨みにも調平 ＱＱ させ

かつ、小 ｲｾＮＵ ｾ、 ｉ 主公ｼ卓ｼの シンボル ｭ 副党となることをめざした 。

川 鋭 ｊ ， ｈｈ には ｊｾ ｅｬのモニュメン卜を設但し、建物のシンボルとした 。

(里子ITI ぷ 仏/ 11立. I ! 設計)

⑧ 

、哩ｾ司、 、、

/ ¥J  

芝生広場 当」

世一斗二ン〆

h  

駐 車 場

配 置 平 面 図 1: 20∞ 

所 在 地 一一一 島根県簸川郡多伎町口回儀458

敷 地 面 積 一一一 5，195rri

建 築 面 積 一一一 894rri  

延 床 面 積 一一一 659rri  

4荷造規模 一一一 R C、一 部S 、1 F

工 期 一一一 2002年 11月一2003年 9 月

寄 駅 一 一 一 J R山陰本線 ・回儀駅

撮 影 一一一 末魔久詔/ エスエス大阪

左頁上より: 全景、手引ヶ丘公園よりの遠景

上より: アプローチ冊'1 ヵ、らの夕景、 夕陽と撞物、円錐屋mと風車

風のモニュメント制作 ・高田洋 、多目的ホール内観





由甲

設 計 ・ 監 理・

竹 中 工 務 底

施 工・

竹 中 工 務 庖

テ ィ ー ス 神 戸 (神戸マルイ居)

敷 地 は 事 ｉ ， ｽ ｾ ｩ の ｲｬＧ 心部である 三 ノ宵駅前に位 ｦ､ し、震災から復興した

新生神戸の来rr たなI s J l となる べく、 地元からも j別待を込められたプロ

ジェク 卜で‘ あった。

l泡設は、 |対応: の陥i業組設の仰である 「マルイ J 1刻問主) }の ，'1川1 という

条1' 1二も if[ なり、そのイメージの桝築もまたデザインの大きなポイン

トであった。 それらに対し、必災復興を抜け 1'1'1 した青Ildi に対して、

柔らかで、慢しいョ長↑ ＱＵ を持つｾＺｉ￮業施設を作りあげていくことを与え

た。

その ｦｬｊＡｾ 符として、ガルバリウム鋼銀で凶われた商業施設のボリュー

ムを、コンシールドタイプの DPGとセラミックプリントガラスの品育

成による l皮膜( 光のゥ・エール) が催しく包み込む、尚J実施設ではあ

まり採 川 されないダブルスキンの桝成で、そのイメージをぷ ｾｴｊｬ する

ととにした。

笠 11¥1はスキンを支えるフラソ 卜パーとテンションロッドで桃成され

る榊造体のＡ［ｾが、 ドットプリントのセラミックプリントガラス雌し

の笠岡に柔らかい. ; & ' t，'l を作り ，'1'1 し、 H寺I1日の推移や兄る角度によって

災なるぷ't，'l をもっファサードを前11 り1' 1
1
，し た。 また、夜II¥J は、! .': t 光源

としてのスポットライトによるライトアップ、 l偏光i' J ; ( としてのF し

による 間接光、さらに、光ファイパーによる線状の光を織り交ぜる

ことによって、ファサード全体に光のヴェールをかぶせたようなデ

ザインとした。 さらに、} - t L l : J-{f h! l こ設mされた風述計により 、tJU也

のJ ! ftl. 1I_tを'i' 1l 気イロソ対に当主換 し、そのう百!さ をライトアップでウェーブ状

にヨ長 脱 する、ノ ｼ ミ 命Ａｾある泌 ＱＧＱ ＧＱ も行なっている 。 これは、災災のレク

イエムなるメッセージとして、この敷地 にかつてあった浪災復興記

念館の記他にも燃がり、さらには術に ｪ ｀ きや賑わいを京 ｉｊ り ＱＧＱＧＱ す泌 ｬ￺ ｾ

となっている 。 ( 杉村 修一 鈴 木 B円

「一 ④

ル||l

I  Ｚ［ｾ＠

トil

臨舗 F J7:l 

k 宝 ，11' 1

1  

三ノ宮センター街
l  

配 置 図 兼 1陪平面図

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 三 宮 町1・
7" 2

敷地面積一一一 2，236. 3 0 m

建築面積一一一 1，960. 54m

延床面積 一一一 10，601. 2 4 m

4膏造規模一一一 S 、B口、問 、P2

工 期 一一一 2003年 1 月- 2 0 0 3年 10月

最 寄 駅 一 一一J R線 ・三ノ宮駅

撮 影一一一古川泰 造 、 庄 野 啓

? : 薄田画面 置
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我 が 家 の 趣 味

私の家族は、 ぺッ トが好きである。 とりわけ、犬が好きで、今、

我が家には一匹の老犬がいる 。名前は i EL LE ( エル) J 犬 種

は 「グレートピレニーズJ l l . .} のキ七犬である 。

生まれた H寺は、手のひらに来るほど小さか ったが、それがど

んどん大きくなり、 8ヶ月で成犬 に近くな った。体重は45kg、

色 は 其 っ白で、全身1叩Ocmくぐぐ、守‘ らいの毛で

北 キツネのように房状に ｊｉ 彫彰らんでで、いる 。 ｾ ｉ は大きく垂れ下がり、

闘は少したれ闘で優し L ミ。力が強く、油断していると、私で

もつ |き佐りさオL る。

そ乙で、大きな犬を飼うために、 2ヶ月問答察犬訓練所に預け

て、 訓練を受けた。 その結果、人間 ( 犬にと って主人) の言

うことをよく 聞 くようになり、散歩をしていても危険はなく

な った。 散歩には、奨をとる紙と袋を持ってし、く 。相1，使 の 姿

勢はすぐ分かるので、紙を放くとその上にするので、地而を

汚す乙とはない。

かつて、兵庫県営住宅で、入居者が飼育禁止の ぺッ トを飼 って

いて、大問題になったことがある 。 当H寺、 「ぺッ トは入居者

の“ 癒し" J とする飼育者と、 「騒音 ・恕臭 ・病虫古の発生

など、迷惑行為」 とする刷辺住民との論争で、テレビのニュ

ース番組にも登場した。

県や市には、 ぺ ットを飼う為の条例があるが、その他に、 「主

人の言 うことを良く聞く J i通行人や近所の人に恐↑ 市心を与

えないJ r無駄u犬えをさせな Lリ等、我が家のルールをつく

っている 。 この頃、捨てられた ペッ トが社会 問題にな ってい

るが、やはりルールを守 って応可愛まで面倒を児てやる必要が

あるのではないかと思う 。

L 、ずれにしても、社会 ルールを寸z り、

飼育をしようと考えている 。

岸 本 勝 也

~徒 然 な る ま ま に ~

昨年のニューヨークのwrc ピル仙波4j:Ci' I'の直後、

B大統領はCI A長官を H乎びつけ、小さなジュラルミ

ンのケースを波ーしたということです。首1J i t 者ビン・

ラディンの生首を入れて持ってこいと 。真偽のほど

は確かめようもありませんが、 NHIく解説者のH氏の

話ですから 一応信用しておきましょう 。 この話を 聞

いて考えたことは、人間の本質は人類の誕生以来、

全く安わ っていないとと、科学技術等の驚異的な進

化 に惑わされ、人聞社会が進歩しているような錯覚

に捕 らわれていると大変なことになるのでは、とい

うことでした。最近、カークノ川、リック ・セールの

「ヒューマンスケール」 という大著を読みました。

巨大主義や巨大産業が巨大国家を刷機へ導き、 l与生

の道はヒューマン ・スケールの原則 の上に築かれた

世界に取って変える必要があることを強く説いてい

ます。

阪神淡路大震災の時に住民は最寄りの小学校に避雛

しました。交通手段がいかに進歩しようと、 二足 歩

行の人間の行動圏は限られていることを痛切に感じ

た記憶があります。人体寸ゼえが辿築設計の原点でLす。

人間とは何か、乙れからの42かな空間の創造のため

にも普遍的な人間の心玉虫と行政l法則追求の必要性を

益々感じています。

ヒ

ュ

ー

マ

ン

ス

ケ

ー

ル

また、迷惑行為のない

兵庫県県土笠備部 まちづ くり局営鎗課長

大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻教綬士郎柏原

理想の家( うち) とは

世の中、衣食住の文化というが、これも多碕多織にな ってきた。

私の-f 供の頃に比べると、衣食の |立界では雌かに111かにな った

と需 えるかもしれない。 lli l内はもとより、世界中のブランドの

衣服を身にまとい、食三'fCをl床わうことが可能にな ったからであ

る。- Jj 、f - i : : の文化 はどうであろうか。 これまた同じようなこ

とが需 えるかもしれない。 しかしながら、それを求める施主の

ものの考え方、 111き好も嫌々であり、それに対応する設計者、施

工者はたいへんである 。技術革新や梢造改革により、ある程度

のレベルの住宅を安く手に人れられる時代にな ってきた。 そん

な中で、品近よく思うことであるが、その人にと って思想の住

宅とは、い ったいどういうものであろうか。オール沼化の住宅

もあれば、古材を再利問するtt宅もある。榊造でいえば、成:造、

S造、木造もある 。施主 が住むにあたって、便利さや機能性を

高めるだけの住宅が、彼らの思う理想の住宅なのか。 それらは

縦かに住人の欲皇室を十分にi11111たすものではあるが、それには限

りはない。

ゆとりや不便さは、あるなl床では理怨の住宅であり得るのでは

ないか。数十年しかもち仰ない家よりも数行年もち得る家の方

が良いのではないか。小さくても、少し高くてもロングスパン

で考えゆく住宅が良いのではないか。 そう思うと、百年前の世

界にタイムスリップした方が木 当 に人聞にと っ てｊ｝Ａｾ目 、 の住宅が

あったように思えてならない。

プロジェク 卜の関係で、何度か1:1-1匡|へ出かけましたが、

写 真 やT Vからイメージしていた 11こl 図像をはるかに

超える鐙築ラッシュが待ち受けていました 。360度

見渡す限り 1・'.di fl 胃ビルがそびえ佳ち、ビルの展望台か

らは古い街並みとともに、タワークレーンが山のよ

うに乱立している縫子が見られます。 日本のバブル

経済 Ｉ ｾ Ｚ ｉ をはるかに凌ぐのではと忠われるエネルギー

が街中 lこ満ち滋れています。 これほど、の1 =1:司Ilil を1-1:1

国の建築家はどのようにこなしているのでしょうか。

設計院と ｈ 乎ばれる設計事務所カ ｾＧ ｉ ］ Ｈ 営の枠を越えて、

効率の良い仕事を推し進めています。先端のデザイ

ンとアイデアを世界中から集めるため、国|祭コンペ

は日常的に行われており、そのための報酬 - 参加1'1.

は中国経済から見ると1 i 皮i怖の制をJ却共しています。

設計院だけでなくフットワークの経いCG事務所や

対見棋な腿 ｲｾ 工房が、廼探ラ ッ 、ン ュ を支えてし喧す 。

彼 ら 担当メンバーは非常に若く、平均年齢が30歳を

少し下回り、若さと熱気そしてスピードを駆使して、

建築界をリードしているようです。 また設言|会議や

プレゼンテーシ ョンにおいても、上司部下を問わず

平等に議論し合えるフラ ッ トな働制形態が既に実現

しています。

良いこと尽くめのようですが、出来上が った主l ! 物は

ディテール的に弱いものが多く、 CGから抜け 出 し

てそのままできたような鐙物がそこかしこに見られ

ます。やはり設計にかける時間が足りないのでし ょ

うか。建築ラッシュが落ち着き、 一人あたり山界ー

の延ニ床面柏の仕事量をこなしてきたスタッフが、 JI裂

を. t w，えて主. I ! 築を創り 1'1:1したH寺が楽しみでもあり怖い

時かもしれません。

中

国

の

建

築

(株) 安井杢工務庖代表取締役社長洋安井
安井建築設計事務所設計部副部長

ｾ ＮＧｊＮＺ，ＮＮ＠

/./.>.1ロ
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青年技術者選考委員会総評

選考委員長 設 楽 貞 樹

「青年技術者」の顕彰も今年で第501日l を迎えまし

た。過去の顕彰者名簿を見ますと関西建築界をリ

ードしている方々のお名前が. ! I t んでおり、 50l IIlの

歴史の重みを感じながらの審査となりました。

今年も力 likあふれる作品を携えた方々の応募をた

くさんいただきました。 いずれも qJ 乙つけ難い内

谷で、務査が難航したのは例年と同様です。

Hドドの講評でも触れましたが、それぞれの仕事

(作品) に対する自身の 関 与 度 が 解 り に く い

方が今年も意外に多かったと感じました 。単に

「設計主任として中心的にプロジェクトにＺｬ ｪｾ わり

ました j という記述だけでなく、とんな宅 111] を笑

現させたかったのか、どんなポイントで新提案を

したかったのかなどを 、 自分のことばで語ってい

ただきたいと思lいます。その点で、笑感のこもっ

た“ 思い" が選考委貝に伝わった ) J が当選された

ように思います。今回残念ながら選に漏れた方の

中にも、委只が読み取れなかっただけで重要な業

ｾｩＧｬ を上げている方もおられるかと思いますが、ど

の分野にかかわらず・自分の熱い思いを相手に伝

える力 は建築家、技術者として重要な能力の一

つであると考え、審査のポイントとしました。

当選か否かにかかわらず、応募者の皆さんは今後

の関西建築界に貢献する役割を担っていく方々に

なると信じています。 ご活躍をお祈りします。

設計・計画部門/ 今年は、計画 ・インテリア ・設

設言| ・計画音IWI では実力が伯仲してきていること

もあり、青年技術者として選考された方とそうで

ない方の差 は僅差である。担当したプロジェクト

が明確な考え方でまとめられているか、本人の関

係する部分が明確に表現されているかという部分

が審査の中で丞要な音1¥分を占める 。総花(19な内容

よりも、向分の考え方がストレートに出ているこ

とが重要である。今後応募される方は、この点を

ぜひ考慮していただきたい。 (松田善弘)

構造部門/ 今年の応募者は 5 人と、過去 2年l /i Iの

7 人から減少し、少し寂しかった。ゼネコンから

3 人、組織事務所から 1 人、構造専業事務所から

1 人であ った。応募に 当たっては組織の中で自分

の来たした役割、 立場を明確に記述し、自分の考

えた技術的工夫によりどのような杢問を創造でき

たか、紹介したプロジェクトを通じ、今後さらに

一流の構造設許|者になるために、何を得たかなど

を表現して欲しかった。主I l : 物の規模や主主匠的な見

栄えなどは重視しなかった。

惜しくも選にもれた K 氏は建物の説明に終始し、

建築家の刀、図を笑現するための工夫や、どのよう

に苦労したかが資料からは読み取れなかった。選

ばれた 4 人は技術的な内容表現やプレゼンの表現

は申し分がなかった。その中で特に嘉村氏、福本

氏は自分の来たした役割や立場を明確に記述し、

将来の展望にも触れていたのが、夜、には好! 惑が持

てた。 (八木貞樹)

設備部門/ T さんはメーカーへ出向している問に、

氷蓄熱システムの| 問題点をメ ーカーと施工者双方

計研究と設計活動・家具などバラエティーに12 の立場から検討し、システムの改善を図り実践し

んだ応募があ ったことは大変喜ばしい| 浪りであ たことが評価li された。A さんはモパイルウエアラ

る。従来、設計の質のみが! 日lわれる貨が多い中、 ブル機器により 音声と映像を利用した建物管理を

若き: ul J: l l i 者の将来の可能性を顕彰するという視点 導入した。 アイデアが斬新で、開発の核となって

から、 i様々な分野での活躍が期待されるところで 計画を実現したことを評価li した。K さんは情報設

ある 。応募された中には、新しい取り組みについ 備において専門性を発揮し、会議予約システム等

て新鮮さを感じさせた部分も多かった。 の設討を行 った。建築計画と' 情報設備の適切な提

応募状況

と

結果

部門 言宣言十 ・計画

応募数 20 

入選数 9  

髄
一

5

4

設備 施工 その他* 言十

5  

3  

5  

3  

。
。

35 

19  

Ｊ 今 Ａ日 ｬ 、その 他 部 門 での 応募 が Ｒ ＱＧ， あ っ たが、選 ｩｬ Ｇｾ ｕ 会 で 内 符を 検討 し、 それ ぞ れ 投 Ｂ Ｑ Ｇ .  ，11阿部1"し 胞工剖W'I に l 名ず つ ｊａｉ わる ｊ ｾ で帯

伎を行った。

案を建築主 に行いたいという積極的な姿勢が寄附l I i

された。

惜しくも選にもれた二人は、調査・研究に基づく

業給だ った。 F さんは C S の評価に基づいて改修

を行 ったが、役割が受動的と感じられた。躯イ本蓄

熱による冷房能力増強は、まだ計画であり結果を

期待したい。M さんは蓄熱システムの設計・施工

から運用まで継続して担当し、運用しながらの研

究検討でシステム効率を上げていったが、 iJ!IJ 定結

来が主であり、技術的な検討に物足りなさを感じ

た。青年技術者としては、研究をもとに実践し、

その結果による応募がのぞまれる。 (三irti 満雄)

施工部門/ 野正氏ーややもすると解体工事業者が

作成した言| 蘭舎を基に、安全- 環境等々の諸事項

を検討するという体制が多い現況で、当該担当社

只はもとより、解体業者に対しでも自社の基準と

するところを文字だけではなく、特に写其1えびイ

ラスト等をふんだんに取り入れ、各19110体過程を非

常にWf りやすく視Q による理rrf砕を符られる" 解体

工事マニュアル として確立したことを評価li した。

藤井氏ー クラムシェルによる掘削土揚丞ではな

く、本設スロープを先行施工し、ダンプを掘削地

下階に直接入れ、直積みするという大胆な発想や、

その他数多くの工夫が見られ、見事所: WJの地下工

事j 9JIHI の短縮を達成させたことは、大規模地下工

事の今後の見本ともなるべき数少ない :l.'i: 丞な事例

として評価 した。河合氏一 T S W工法を外周杭の

本杭として利用すべく、事前実験 - 性能確認試験

による検証を通じて、設計j!qh力に対する紙抗力 ・

沈下i孟をクリアーする種荷な取り組みを実践し、

かつ関連特許を出願するに至るなどの技術躍進

は、大変評価li できる。 (池田孝夫)

第50回青年技術者選考委員会

設楽貞樹/ 安井建築設計事務所取締役設計部長

難波正人/ 竹中工務庖取締役

末包{111吾/ 神戸大学助教授

松凹普弘/ 11併 [Il¥幻|執行役貝

:l.'i: 志雅樹/ :l.'i: 志和樹環境企画室

八木氏樹/ 大林組本応建築設計第 6 古1I 古1I 長

多凹元英/ 大阪大学大学院助教授

穴I!)( 隆/ W水建設|瑚西事業本部設計第 3部部長 (設備担当)

三浦満雄/ 日建設計設備設計主管

i也凹孝夫/ 大成建設関西支j苫建築制1111当部長

柳原弘記/ 大林組本庖建築工事企画部部長
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設計・計画部門

こみなみよしひき

小 南 嘉 久

生年月日 1970年2月6 日

最終学歴 大阪市立大学工学部i l ! 築学科卒業

業 歴 1992i F側竹中工務応入社

1993年間本社開発計商本部

2∞2i F 同本社プロ ジェクト推進本部

作品経緯

京阪大山レークホテル (基本計画)

浜大i'lt アーカス (交通計画・協議)

ｄ 大規撚ｕＡｾ施設構担ＮＡ (コンサル)

マイカル茨木 (コンペ)

天保山ハーパーピレ ッジ活性化計画 (コンサJレ)

「 愛・地球博 」 笹島サテライト ｬ ｬ ｾ ｾ 監 Ｈ コンペ Ｉ

- 青年技術者のことば

商業開発分野においては建築 (ハー

ド) 領域だけではなく 、どのような

コンセプ卜でテナン卜を編集し、つ

くられた建物をいかに利用運営して

いくか、事業 (ソフト) 領域のウェ

イトが極めて高くなります。これら

ハードとソフトの 2 つの領域を 、同

時並行かつ円滑に進めていくために

は、双方向の理解と 目標の共有が重

要となります。

私は当プロジ、工ク卜の商業ソ ーンに

おいてハードとソフトの中間領域に

立って 、それぞれの領域での検討内

容を融合コーテ、ィネー卜する役割を

果たすことを意識してきました。

また大規模なプロジェク卜では、立

場や考え方の異なる人々が多数参

画 ・協業することで、意思決定過程

も複雑なものとなり、より多くの

方々 が共感できる コンセプ卜づくり

が求められます。

共感を生むコンセプ卜は、多分に従

来の枠組みを超えた自由な発想や異

なる意見のぶつかり合いの中から生

まれるものですが、私自身の 目標と

しては中間領域の役割ならではの幅

広い視野を持って、a1Ji 量的な企画提

案力やコーディネー卜力を研鎌し、

プロジェクトにおける共感づくりに

かかわっていきたいと考えています。

このプロジェクトを通じて、事業主

や設計事務所の方々に、多くのご指

導をいただいておりますことをこの

場をお借りしてお礼を申し上げます。

. すいせん者

佐々 木正人

竹中工務庖プロジェクト推進本部長

豊田・毎日ビ‘ ル再開発プ口ジ‘ 工ク卜~商業ゾーンの企画コーディネート業務~

豊田 ・毎日ビル再開発プロジェク卜は、

名古屋駅前の戦後復興と地域発展とと

もに歩んできた両ビルの老朽化に伴い、

敷地と建築物を共同化・再開発する計

画である。2003年2 月に都市再生特別

措置法の特区指定を受け (全国 2件目) 、

2006年度内の完成を目指して 、事業推

進が図られている。

2001年から日建設計を中心とした総合

コンサルタント業務が開始された。

私は基本計画段階よりコンサルチーム

の一員として担当させていただき 、そ

の後、商業分科会の事務局として 、商

業ゾーンに関する企画調査、事業主や

設計チームなどとの協業・調整、テナ

ント ・プレリ ーシンク、の実施等を行い、

商業ゾーンにおける事業推進支援を行

ってきた。

・名古屋駅前の活性化に貢献する商業

施設の与件づくり

。 見模の設定

/ ze  

案

図

計

面

設

平

施

階

/

実

1

ヘリポート

基本設計時点のスカイプロムナードのCG

課題とな ったが、都心部立地の専門庖

型商業施設事例の規模× 売上効率の関

係性を分析し、魅力的な庖舗集積や回

遊性 ・階層構成等から最適目標となる

庖舗面積を提案し、事業主の合意を得

た。また施設内の飲食需要予測を行い、

物販 ・飲食の構成比率の設定を行った。

②モール配置計画

従前建物における地下 ・地上レベルの

歩行者流動調査データから、両ビルカf

交通ターミナル施設から周辺市街地へ

の通り抜けルートと して機能している

実態を読み取り 、設計チームと ともに

「都市とつながる商業施設J の計画方針

を掲げて 、名古屋駅前地区の回遊性に

貢献するモール配置を検討した。

・エンドユーザーのニ ーズを重視した

プランニング ・プロセス

①基本設計へのフィ ードバ ック

建築ハー ド条件におけるテナントニー

ズに最大限対応するべく、通常より早

い時期からのテナン卜ヒアリングを実

施し 、基本設計のスペ ックへのフ ィー

ドハックを行った。

②カセ ットフ ァサード方式の提案

近年、商業テナントの路面志向やフラ

ンドアイデンテ ィティの発信二一スーが

高ま っているが、当計画では「カセ ッ

トフ ァサードj と名づけ 、外壁面の限

定された範囲においてテナン卜仕様に

意匠変更できる方式を提案している。

・オープン工ア型展望施設「スカイプ

ロムナードj の企画提案

中部圏最高高さ (247m) の頂部階の利

用方針について、「広〈市民にその眺望

を開放したいj との事業主の意向を受

け、設計チームと共同でオープンエア

型展望施設「スカイプロムナードJ を

企画提案した。スパイラル状のスロー

プテーッ キを空中散歩しながら 、360度の

名古屋都市備搬を体験できるもので 、

当計画のシンボルとして具体検討が進

められている。



設計・計画部門

っ くま な お と

津 熊 直 人

生年月日 1968年l 月4EI  

i詰終学際 法政大学建築学科卒業

業 歴 平成3ip羽aj;: 林組入社

作品経歴

大阪本応建築設計部

平成I5i F大阪本応建築設計部

平成8年 内Hli 平行本町ピル

平成8年 尚治労働組合会館

平成l2l f 旭化成浪士支社ショールーム

平成12-!F トヨ タ生協おまつり広場上都大屋恨

平成15年 船場オーセ ンピル

平成15年 ({a称) 近俊車柄技術総話事務所

(竣工予定)

- 青年技術者のことば

これまでの設計活動を通じて 、建

築と人との関係が多様であること

はよくわか ったつもりでいるが、

その多様な関係のなかで 、人が建

築をより深く認識する瞬間の一つ

が「空間体験J であると思う 。建

築に対して心から多くを語れる人

とは 、その建築においてより密接

な「空間体験j をも った人であり 、

建築が人の心に強く 響 く瞬間であ

るこの I空間体験J を豊かな空間

構成をも って演出することが私の

目標である 。 さらに計画の背景に

ある様々な コンテクストから必然

的に導き出される建築のプログラ

ムに、そこを歩き、作み 、時には

手で触れるとい った瞬間の中だけ

で見出される固有の魅力を 、空間

矯成の演出として挿入したいと考

えてきた。

空間構成の手法として特に意識し

てきたことが二つある 。動的な空

間体験を豊かにする「シークヱン

スのデザイン」と 、建物全体の空

間構成を豊かにする「付加価値空

間の挿入j である 。これら 二つの

手法の実践がより積極的に認めら

れた建築において施主、施設利用

者の大きな満足を得ることができ

た。 この満足の源が建築空間を

日々体験し 、その中から見出され

た固有の魅力にあると信じる。

これからも空間を体験する人々を

想いながら設計に励む。

. すいせん者

林 浩二

大林組本庖建築設計部部長

13 
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みずたにこう じ

水 谷 考 治

生年月日 昭和制年 l 月8 日

最終学歴 平成5年名古屋工業大学大学院

工学研究科建築コース 修了

勤務経歴 平成5年側竹中工務応入社

現在、 名古屋支底設計部主任

作品経歴

立山酒造本社工場 (1996- 2000{!' )

伏木中学校海風会館 (2000年)

Ｇｉｾ ｉ 士 ゼロ ック ス富山新拠点 ｊ ｈｩＡｩ￮ (200 1  ｾ ｆ Ｉ＠

三菱自動車盤備専門学校 学校本町1(2002年)

- 青年技術者のことば

立山酒造本社工場が竣工した時に感

じたことがあります。この建築をか

たちつくらせたものは何なのだろう

か、個人の工コ とも言える建築に対

する設計者個人の痕跡や想い、そん

なものはどうでもいいのではないだ

ろうか。様々な人間と社会の要請に

より創られたこの建築が、自律的存

在として建っている姿が見てみたか

ったのではないかと。

建築設計は個人に立脚点があり 、設

計者の個人の責任や顔が見えるもの

でないと結果 ・作品として残ってい

かないということは言うまでも ない

でしょう 。しかしそれがすべてでは

なく ーいや、ほんの一部でし ょう一

社会からの要請や、知らぬ聞に自 ら

の中に蓄積された社会性、そん なも

のに設計行為は動かされて いるので

はないでしょうか。方程式は個人の

中にあり 、多くの変数、それ らは社

会から入力されるもの 、そのよう な

視点を持つべきではないかと 。この

方程式の解法を増やして いくこと 、

それを今後も 目指すべきではないだ

ろうか。

今更ながら 、そんなことを考えて い

ます。

. すいせん者

北原稿男

竹中工務底名古屋支庖諮問長

立 山酒造(楠本社 工場

伏木申学校 海 風 会 館

三菱 自動車整備専門学校



設計・計画部門

お お に し こ う じ

大 西 宏 治

似副 ｧｬ ｾ 北海道生まれ

1991
1
ド 太阪大学工学部建築工学科事業

1991
1
1'  I附大#調i入社

f1:M，経原

1993J ド 点陥' 1' . 命新札幌ピル

19941ド アサヒビール聞はまなす館

2∞1
1
ド アイピーコート小石川

1998
1
1' * 府中パークホームズ

2∞2
1
1'  OASIS21  

2∞31ド λ;林組l木円駒I. 'SJf，( 山の家

圃青年技術者のこと tt:

モノ創りにたずさわる人間として 、

常に情熱的でありたいと思います。

プロジェク卜の関係者が閉じベクト

ルに向か つて遜進した時には 、本当

に「良いもの」が生まれます。「良い

ものを創る j というベクトルを示唆

して自らの姿勢で旗振り役を務める

ことも設計者の一つの役割であり 、

時には闘いながら自分の情熱をぶつ

ければ、「良いものを創ろう J という

意識が自然に伝染し 、質の高い建築

が生まれるように思います。そのた

めには非常な労力を要しますが、産

みの苦しみを経たその先に喜びが待

っていると信じています。

建築は 、街 (都市) や時代に対して

どのような意味を持っているか 、建

築の持つチカラを意識することも重

要です。自分の創り出す建築が時代

の中でどのように生き抜き 、街とど

うかかわ っていくか、そしてその建

築が人の生活に少なからず影響を与

えているという気持ちを忘れずに建

築に挑まねばなりません。設計者と

しての責任をプレ ッシャ ーと 感じず

に、建築の可能性を今後も探 ってい

きたいと思います。

建築は人や街に接し 、人や街ととも

に成長 していく ものです。時代の流

れの中 を生き抜き 、良い意味で古び

ていく、 そんな建築を創 っていきた

いと考えています。

. すいせん者

本間利雄

大林組本庖建築設計部部長

- 大林組木曽駒高原山の家

ハイフリ ッド構造を採用した透明感の高

い木造建物とすることで、周囲の景観に

溶け込んだ 、自然と一体になれる空間を

生み出すとともに 、大地をいじらず樹木

を伐採しない形態としている 。木造の軸

組が緩やかにカーブし 、夜間には美しい

シルエットとな って浮かひ' 上がる。

. OASI S 21 

地下広場から地上公園、そして水を張っ

たガラス屋根までを立体的につないだ都

市型公園であり 、水盤を透過する太陽光

が幻想的な揺らぎとな って降り注ぐ 、篤

きと発見に満ちた都市の中のオアシスで

ある。水・光 ・緑とい った自然要素を建

築に取り込んだ 、環境のシンボルとして

計画している。

寸誠艇供/ U西秀樹



設計・計画部門

中 村 篤 史

生年月日 1968年5 月23日

Itl 終学膝 1994"1 ' 芝浦工業大学大学院工学研

究科修 1: 課程建設工学専攻修了

Ji 脹 Ｑ ＹＹＴＱｦ ｾ 悌安井￭ＮｉＡ築設計事務所入社

現在、大飯事務所a;t ;n部主任

作品経ｾ

篠11111i .!l:大111小学校・幼稚閣

情隣国I立越池保育園・子育て支援センター

矯l脅町立蓮池幼推閣

t骨H寺町立; l l i 池幼稚悶前庭 (いどばたガーデン)

灘/.'5等学校日校練

大阪市総合生涯学習センター

大阪市中央卸売市場本場市場棟 ・関述練

京都カトリ ック信愛幼稚闘

- 青年技術者のことば

設計業務の複雑化 ・専門分化が進む

現在、設計者は複数のスペシャリス

トによ って摘成 されるプロジェクト

メンバーの一員に過ぎなくなりつつ

あるようにみえる。しかしその一方

で、建物に関してなんでも相談でき

る「パートナ- J としての役割を設

言博に期待する建築主も存在する。

それは今風に一言で言え ｾ￭ 日 ＱＱ 上」

の業務ということであろうが、その

場合、設計者はいかに建築主の理念

を理解し、プロジェクトをまとめ 、

遂行できるかが関われることになる。

主に子供たちの施設の設計に取り組

む中で、幼児教育や乳幼児保育とい

う明確な目的意識をもっ建築主の信

頼を得て、重要な役割を任せていた

だけたことで、建築設計以外の分野

の見識を広げることができた。

子供たちは物事の本質を見抜く力を

もっている 。大人が見過ごしている

光や風、土や水、木などの 自然の事

象や素材に彼らは敏感である 。その

感受性は設計者にとってもきっと必

要な素養であり、建築主と同じくら

い子供たちと向き合い、理解しなけ

れば得られないものだと思う。

これまでの経験を財産に、設計分野

の狭い枠にとらわれず、建築主に信

頼され、その理念を共有し、建築と

して実現できる設計者をめざしたい。

. すいせん者

八木俊樹

安井建築設計事務所

常務取締役大阪事務所長

播磨町立蓮池幼稚園 ・蓮池保育園・子育て支援センター
船影/ ナトリ光腕



設計・計画部門

か き た ひ ろ 申 書

垣 田 博 之

i拙年兵h l ! l¥¥に生まれる

1991年 京都大学建築学科卒業

1992i F  フランス国立建築学校

1  パリラ ・ヴィ レット校

1993
J
"  (文部省給費留学生)

1995年 京術大学大学院工学研究科建築学専

攻修士課程修了

1995J J' 竹中工務応入社

作品経股

ゆ99JF ローム福利厚生練

2OO2iJ' i I 浜スポーツゾーンクラブハウス

・受賞歴

百削年 日本建築学会作品選! . I l 2∞l入選

建築士事務所協会作品表彰奨励賞

2∞2i F  J CO: rt奨励賞、 SOA: rt人選、

神戸録制ポイント: r t 入選

2∞3年 日本建築学会作品選集宜除1入選

- 青年枝術者のこと，; t :

今まで担当したプロジェク卜は 、

人々が日常の生活や仕事から離れ 、

休息の時間を過ごすための施設でし

た。環境と一体とな って新たな風景

を形成しながら 、光や風、緑とい っ

た自然の要素に反応し、うつろいゆ

く複雑な表情を持つ建築をつくりだ

すことで、それにふさわしい場を構

成しようとしてきました。

これから担当する建築の機能や立地

には、いろいろな場合があると思い

ますが、今まで得たアイデアや考え

方を自分なりに展開し 、発展させて

いければと考えています。

設計を進める過程では、構造設計者

と一緒にアイデアを展開していくこ

とや、照明デザイナーとの協業など、

他の職能の人々との協同の中でプロ

ジェクトを進めることによる可能性

の広がりを強く感じています。

設計上のさまざまな制約条件も、今

まで・にない展開の可能性としてとら

えて いけ るような強靭さを持ちなが

ら、新しいものへの新鮮な興昧を失

わず、良いものつくっていければと

思っています。

- すいせん者

黒川省二

竹中工務庖大阪本庖設計部長

灘浜スポーツゾーン クラブハウス

ローム福利厚生棟

17 
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喜 多 主 税

1  969
l
J' 8月25日香川県生まれ

1992年京都工芸繊維大学工芸学部建築学科

卒業

Ｑ ＹＹｾ Ｑ Ｇ 側 ｅｉ 建設計入社

日1lI ，世計大阪オ 7 イス設計箆

担当した主なプロジェクト

1993- ゆ%年大阪市立大学医学部学舎

1993- 199<μF 協教大学新図件館

1994- J997年大阪市立大学: [ i 護短期大学部

学舎

1995-1996年長崎県大村市謄史問物館

問96-1997年鹿児島県民健版プラザ健政

m進センタ-

1998年 公立学校共済組合1I1口街i(1所

1998-2∞Jl ド岸和IHi li 立浪切ホール

2∞2年 兵w県立芸術文化センタ ー

(仮紘)

大阪トヨベット本社ピル

2∞3年 大阪弁渡士会新会館

- 青年技術者のことば

設計者として真筆にものづくりに向

かうとき、発注者や利用者の声に耳

を傾けその思いをかたちに現すこと

は大切なことですが、そこで停まっ

てしまうことは設計者として物足り

ないことのように思います。「思った

通りのいいものをつくってくれたJ

ではなく「思いもよらない素晴らし

いものがきでた j という驚きを与え

ることができること、誰かを感動さ

せることができることが設計者に求

められる本当のところではないかと

思います。

設計者として真に感動を呼ぶ空間を

創出しようと思うとき、まず自分自

身が感動できる質の高さを自分の携

わる建築に課すことにしています。

建具と壁のとりあいひとつにも息詰

まるようなテーィテールの攻防があり、

妥協のない闘いの跡が刻み込まれた

末の、研ぎ澄まされた感性が許しう

るひとつの美しいかたちが生み出さ

れたとき、それは自己満足の殻を破

り誰をも感動させるものになりうる

のではないでしょうか。そして妥協

のない請負者 ・事業主とのぶつかり

合いの中で、自身の人間性もまた磨

かれていき、磨かれた人間性の持ち

主こ そが真に感動を呼ぶ空間を創出

できるのではないかと夢想するので

す。

- すいせん者

江副敏史

日建設計大阪オフィス設計室室長

酷ガラス コンクリートで構成されたエントランス

兵庫県立芸術文化センター

(仮称)

f多型作l宅疋Ifのホワイエ

J
o哨1[1101，街をーヲ! する腕望ロビー

岸和田市立浪切ホール

ＧＱ 叫 ｉｾ ｉ 司 Ｚｮ とガラスで附成されたロピー



設計・計画部門

や ま ぱ

山羽ひとみ

生年月日 1971年 1月16EI

最終学歴 Ｑ ＹＹＳｾＱ Ｇ 京都市立芸術大寺＼［ＩＧ＼術学部

デザイン科環境デザイン学科卒

業

業務経歴 1993lJ ' ! 附判『工務応入社、大阪本

応設計部

作品経歴

1999年 ホテル阪神

2∞l年 タラオレイクヴィラ

2∞li f  ホテル近鉄ユニバーサル・シティ

サイン! t耐( 拍描副SOA賀入車 地区デザイン

官受賞)

Ｒ ∞ ｉ ｾ ｦ＠ ホテル近鉄ユニバーサル・シティ

カーベットデザイン

( 00問 NTANTRON DESIGN品 川 阻S捌 i

G臥 NDPRA! ZE畳質ー Hosprr，札口Y

CAπ ∞RY受賞)

2∞2iF KTC  0;( 都機械工J : ¥) ものづくり技

術館ショ ールーム

{那31T' ISOA! l 人 週 迫阻デザイン賞畳! l )

ＲＰＰＳ 年 ｾｬ＼ 普 寺 横丁 「 スコ ッ チパ ー タローJ

2∞311' 1) ーガ ロイヤルホテル レストラ

ン シャンポール改修

- 青年技術者のこと ば

インテリアデザインとは、その空間

を利用する人に直接影響を与えるも

のであると言えます。ですから、私

たちの仕事は、建築主の要望を満た

すだけなく、その空間のエンドユー

ザーのニー ズがどこにあるかを 知る

とともに、彼らの行動や思考を想像

し、 エンド ユーザーに与える印象を

コント ロールするところにありま す。

もちろんすべてをうまく コントロー

ルできるわけではありません。同じ

空間でも利用者の年齢や状況によっ

て、与える 印象に差異がありま す。

しかしながら、建築主の夢と エンド

ユーザーに与える影響との交点を見

出し、狙い通りのイメージを具現化

することがインテリアデザイ ナーの

仕事だと考えます。

また 、インテリア設計においては、

既存の概念にとらわれず、人の行動

や心理を、原点に立ち返り改めて分

析することが重要であると考えます。

新しいデザインや良いテーザイン 、新

しい生活スタイルなどは 、むしろ、

そういった原点に立ち返った部分か

らの分析や、挑戦から生みだされる

ものではないかと考えます。設計者

として 、常に 、そういったことを念

頭において創造力を高めていきたい

と考えています。

. すいせん者

下 問 博

竹中工務広設計部課長

ナチユラルガーデン

レストラン「イーポックJ

客室

日本料理「花座j

...... 

リ ガロイヤルホテル

ファンクシヨンJレーム IソルJ

5 階廊下

ホテル近鉄ユニバーサル・シティ TM

ワイン&レストラン rNe NJ

ホテル阪神
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粛 藤 篤 史

1973年京都市生まれ

1995年 Iftl 志村大学工学部機械工学科卒業

1998i l
o  

大阪工業大学工学部. i l l 築学科卒業

2鵬 '1 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研

究科修士課税修了

2剛年- 2∞VF 附竹中工務応設計部

2∞VFLO月 ~ 京都大学大学院工学研究科博

士後JmlJl!桜

. 受賞

1998年 日本. i l l 築学会設計鋭技会関入選優秀賞

ゆ ＹＸ 年京都市 ｩｬ￭ 政 ｉｏｏｉｍ ｩ ｬ￵ ｦｩ ｾ 念事業 「 京都

まちづくりコンクールj 優秀賞

19官9>1' 日本.i l l 築学会? ぶl " t 競技支部入選

2蜘年 日本雄築学会設J峨技会国入選優秀賞

2ω l年側竹中工務Jj!i :/，I長表彰

- 作品

'ii' l水三年桜美術館

- 二年坂D V Dショップ

.  Hou民ーK

・研究

帰納論理II プログラミングをIHいた伝統的III

造物7 ァサードの構成規則のj射性

- 青年技術者のことば

設計活動の結果として現れる建築の

姿は、それぞれ周囲の環境・プログ

ラム等の諸条件に応じ固有のあり方

を追求した特殊解となります。しか

し、それらをコントロールする景観

指標は一般解でなければなりません。

ここに示した二つのプロシ、工ク 卜は、

それぞれに固有のあり方を追求した

ものです。一方、研究ではその多く

の特殊解を取りまとめる構造を見出

すべく活動を続けています。

研究で扱う論理モデルによる情報の

明示は、これまで直感的にしか語ら

れてこなかった建築デザインに対し

て、人間の知的認識に基づき知識情

報を論理的に情築していこうとする

ものです。この知識情報の構築は、

京都の伝統的建造物群保存地区とい

った限定されたエリアの話にとどま

らず、今後景観問題そして建築デザ

イン全体へ向けて大きく展開が可能

なテーマでもあります。

今後も設計の「直感j そして研究の

「理論j 、この二つの観点から、環境

に、社会にふさわしい建築を模索し

ていきたいと考えています。

. すいせん者

宗本順三

京都大学大学院工学研究科教授

京都市伝統的建造物群保存地区における一連のプロジ‘工ク卜及び研究

. 帰納論理プログラミングを用いた伝統的建造物ファサードの構成規則の獲得

修理 。修景前を負事例 ( E- ) 修理修最後を正事例 ( E+)

機械学習を行い、伝建制度下での指導によるファサードルルを抽出する

_  obj ect(A.  makukake) .  ，. l ati on(A. B.  h_al  ign.  10ft).  obj . ct (B. kaza，i mado 

_  obj oct (A. makukako) .  '01 at i  on (A. B. h_a  1  i  gn.  conte，). obj oct (B. kous i  ，an 

_  ，.1 ati on (A. B. v_al ign. top).  obj ect(B.  kous ido). '01 ati on (B. C. h_a  1  ign. 

_  ，. l ati on(A. B. wf_ si d. ond. l . ft) .  obj ect (B. kousi do) .  ，. l at i on( B. C. h_al 

_  ，.1 ati on (A. B. ws_c. nt. ，.  conto，) .  '01 at i  on (B. C. h_a  1  i  gn. cont. ，). obj oc 

清水三年坂美術館

二年坂 D V Dショップ

伝統的外観を4賛成している規則を抽出

し、設計活動に援用可能な知識情報を

獲得することを目的とした研究である。

研究の大まかな流れとしては、まずフ

ァサード‘のモデル化を行い、ファサー

ド図形を記述式に変換したデータベー

スを作成する 。これに帰納論理プログ

ラミンク等の知的システムを用いて機

械学習を行うことにより、伝統的建造

物群保存地区制度下では明文化されて

いない、伝統的ファサードに内在する

規則を発見するものである。

現在までの研究で産寧坂伝建地区に関

し27の有効な規則を得ることができた。



構造部門

諸 星 雅 彦

生年月日 附事 ｬ 斜 ｾｾ 8月お日

最終学歴 Ｑ ＹＹＴＭＱｾ早稲田大学理工学研究科建

設工学専攻修士課程修了

業 廃 1994年i青水艦搬入社

19事4-lfil'l水II 泌総設計本部

2剛年消水建設側|瑚西事業本部22

計部

作品経歴 古河秋葉病院

日の111ヶ丘病院地i築

オリコ大井町ピJレ

t'J 主城中央病院

西神中央計蘭

京都大学百周年時計台記念館

イト ーピア西天満

- 青年技術者のことぱ

歴史的建物を保存するということ 。

それは、単に修復や改修という言葉

で表現できるものではなかった。

当初、自分の行為は、この建物にと

って延命措置を行っているに過ぎな

いのではないかと感じていた。しか

し、当時の図面を見て、設計者の思

いに耳を傾け、新たな DNAを注入し

ていく行為は延命ではなく、「再生

(= 匙らせる )J であった。そのプレ

y シャ ーを自分の中で受け入れたこ

ろから、このプロジ‘ 工ク卜に、単な

る業務ではない思い入れを持った感

覚を記憶している。

本計画を通 して、これまで自分が行

ってきた設計行為が、いかに完成形

にだけ目を向けていたかを痛感した。

建築 ・設備計画、品質、 コスト、施

工性と いう諸条件を把握し、ポイン

トにおいて矯造設計者として根拠に

基づいたより良い判断をしていくこ

との重要性を実感することが出来た。

構造設計に絶対な解は存在 しない。

しかし、より 正解に近い解は常に存

在する 。要求の多様化や技術の高度

化に向けて 、自分の下す判断がより

正解に近い島幸であり続けるよう、今

後とも研績を積んでいきたい。

. すいせん者

小林勝一

清水建設関西事業本部

設計第三部部長

京都大学百周年時計台記念館の免震レ卜口フィッ卜

大正14年に完成し70余年の問、京都大

学のシンボルでありつづけた時計台本

館 ( 写真 1 ) は、 1997年の京都大学創

立百周年記念事業の一環として 、国際

交流ホ ールなどを備えた記念館として

再生される。

以下に、私が主に取り組んだ免震設計

および施工計画を中心に 、免震レ卜口

フィットの概要を紹介する。

写真 1 建物全景

- 建物相鹿

本建物は 、意匠的に直線を主体としな

がらも細部に曲線を残した、明治から

大正当時の建物に見られるセツ工 ツシ

オンの格調高い趣を随所に持ち 、構造

的には京都大学において極めて初期の

鉄筋 コンクリ ー 卜造建築物であり 、歴

史的にも価値のある建物である。

建物形状は 、桁行方向で約91m、張関

方向で約16- 36mの長方形を基本とし

た平面形状で、立面的には時計台部分

が突出し、最高部高さで‘約32mとな っ

ている( 図1)。

- 補強方針

本計画に先行して行われた耐震診断で

は15=0.23 (150=0.60) であり 、「耐

震性に疑問あり j と判定されている 。

しかし 、改修後の用途を考えると補強

箇所には多くの制限があり 、上部躯体

のみの構造補強には限界があ った。

図 3

免震装置

および仮受鋼管杭配置図

図 2 補強目標の設定

したがって、本建物は上部建物の惰造

補強と、免震レ卜口フィ ッ卜による地

震入力低減の、両者を採用することに

した( 図2 )。

・クライテリアの設定

当該地である京都市左京区吉田本町付

近は 、北に花折断層 、南に桃山断層が

存在 している 。設計用地震動として、

過去の代表的な観測波、告示ス ペク 卜

ルに基づいて作成した地震動に加え 、

それらの断層の活動を考慮した模擬地

震動を採用した。クライテリアの設定

は、断層の再現期間や活動度、地震動

の大きさ、建物の重要度を考慮して慎

重に行った。

- 免震設計

本建物の柱スパンは桁行方向で3. 636m

- 4.2 4 2 m、張関方向で 3 . 6 3 6 m-

7. 272mと柱の支配面積が小さく 、固定

荷重も少ないため 、柱車自力は小さい。

このように 、建物重量に対して柱の台

数が多い場合には基礎梁を剛強なもの

とし 、数台の柱車自力を免震装置に集約

する手法が考えられる 。しかし、既存

基礎には独立基礎を繋ぐ基礎梁が

なく、既存土間スラブと既存基礎

との有効寸法が小さいため新設基

ホール棟部分( 非免震)

建物断面図

.  ・高減衰積層ゴム 8 0台

・ 弾性すベリ支承 10台

.  仮受鋼管杭約 180本

礎梁成を十分に確保できない。したが

って、ほとんどの柱下に小径の支承材

を配置せざるを得なか った。

それらの与条件をふまえ 、各種免震装

置に対する予備応答を行った結果、高

i成衰積層 コムと弾性すべり支承を併用

する免震案を採用することにした( 図

3  )。

- 施工計画

免震化および上部構造補強という完成

形が決ま っても 、いかに効率良くアン

ダービ一 二ングを行うか (写真 2 ) が

本計画の大きな課題であ った。

前述の通り、今回の工事は地下の有効

スペ ースが非常に狭いために施工性が

悪く 、事前に詳細な施工計画が必要で

あった。その過程の中でフ ーチング直

下に仮受鋼管杭を設ける案の検討も行

ったが、施工性、工期、コスト等を施

工担当者と詳細に打ち合わせた結果、

新設基礎梁で建物全体を仮受けする工

法を採用した (図3)。その検討結果を

実施設計に反映させることで、 手戻り

がなく、設計終了後スム スに施工に

移ることが出来た。

仮受鋼管杭圧入

建物下部掘削

免震装置据え付け

仮受鋼管杭切断・撤去

写真 2 アンダービ一二ンク状況
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さ ぶ り か ず ひ ろ

佐分利和宏

'1:年月 n 1968"向月 II FI

学 膝 1  992"f 神戸大学工学部環境計画学

科卒業

1994
1
r市1

1
戸大学大学院工学研究科

!11境計 plij 学専攻修士I:i. m程修了

業務経 ｉｾ 1  994"l o附竹中工務脂入rJ

1995年大阪本日; 作業所 (7 ァミー

ル百舌 ｘｾ 八織 Ｉ

l仰がF大阪本山f'1'業所 ( 7 7 ミー

ルiti f[円)

1998"1・大阪本川; 設計部

作品経ｾ J.'f抗!1M寺金堂構造補強

くずはタワーシティ ーT練

納Jt-ピJレ

両備グレースタワー

愛媛 ｬ Ｇ ， ｾ武道町｜ｦ ｴ 業所支援

JI! 陶情束 t 海新工場

新千Ａｾ Ｎ 桜ク丘住宅

- 青年技術者のことば

1995年の阪神大震災は入社当時の私

に大きな衝撃を与え 、建設業に従事

することの難しさ・不安を強烈に感じ

させた。自然の力に対する人間の無

力さを覚えた一瞬でもあ った。

しかし私たち構造設計者は、その 自

然の力に時には対峠して、時には調

和して 、成果を穣み上げていかなけ

ればならない。また、その行為には、

顧客の要求や時間的・技術的・経済的・

法的ないくつもの制約が付帯し、複

雑なものとなる 。これら制約条件を

満足しつつ、目的達成に向けて遁進

する力が構造設計者として求められ

ているのではないだろうか。

経験の浅い私にとって、吸収・会得し

なければならない技術・知識は山ほど

ある。まだまだこれからである 。今

後は、“ 自然の理 (ことわり )"“ 物事

の本質" を十分に理解した上で、個々

のプロシ.工クトが抱える課題を解決・

調登することのできる技術者を目指

し、4毒造設計-技術開発に挑戦してい

きたい。

- すいせん者

黒川省二

竹中工務庖大阪本庖設計部長

新千里桜ヶE住宅の構造設計~免震層の合理的な設計の実践と平面的偏心を有する高層建物の免震化~

新千里桜ケ丘住宅プロジェクトは 、築

36年の既存12棟の共同住宅を、新築7

棟の高層共同住宅 (基礎免震構造) に

建て替えるものである 。この住宅の楠

造設計において主担当として 、平面的

偏心を有する高層建物の免震構造化を

提案し、経済的かつ合理的な免震層諸

元の設定に取り組んだ。

・免震構造と した背景

本建物には 、'95年の兵庫県南部地震を

契機として来るべき南海地震の対する

防災の気運が高まる 中、一層の地震対

策が求められた。また販売競争力のあ

る魅力的な商品開発として 、フラ ット

スラブと偏平梁を用いた自由度の高い

開放性のあるプランの実現を 目標とし

た。そのため 、廊下側に耐震架構を集

中させた平面的偏心が大きい構造計画

とな っており 、当初からねじれ振動の

軽減を大きな課題のーっとして挙げて

いた。そこで 、7 棟すべてを基礎免震

構造とすることを提案した。

完成パース

- 免震層剛J性量の合理的な設定

免震建築物の構造設計は極言すれば、

免震層の剛性と減衰の設計といえる 。

岡1) 性を低くすれば。系は長周期化され 、

変位を除〈応答は低下する 。ただし 、

本建物や超高層建物の場合、すでに長

周期構造物であり 、応答の低減効果は

免震構造化された建物の固有周期だけ

では判断できない。

そこで司いくつかの高層免震建物 ・超

高層免震建物に対するケーススタディ

を行い 、免震化による地震応答の低減

効果と 、免震建物周期 ( T ，) に対する

免震層固定時周期 (了。) の比との関係

を調査した (図 1)。 その結果、①基礎固

定時 (耐震構造とした場合) の固有周

期の2. 5- 3倍程度となるような剛性を

有する免震情造物の地震応答は 、耐震

情造とした場合の1/2- 1/3程度となり 、

開放感のあるバルコ二一

その時の 1次の刺激関数は十分に卓越

していること 、②それ以上の長周期化

による応答の低減はわずかであること 、

③長周期化により免震層の応答変位は

確実に増加すること等を確認した。

実施設計においては、敷地形状などに

より制約される免震層のクリアランス

や、長周期化を図るために発生する免

震材料コストなどを勘案し 、大地震時

の振動周期がT .! 了。=2. 5倍程度となる 、

天然ゴム系積層 ゴムと 銅製免震U型ダ

ンパーの組み合わせを採用した。

その結果、本建物が有している平面的

な偏心に対しても、微小地震時・中地震

日寺・大地震時の各状況において 、各層の

ねじれモ ード を大幅に減少させること

に成功し 、問題解決が図れた. 。

・免震層減衰量の合理的な算定

免震層に付与する減衰量についても検

討を行 った。筆者は基礎免震矯造物を

対象として 、免震層の粘性減衰、履歴

o  ｲｏｾ＠ I  ｣ｾ＠ｾｾ ｎ ｟ ｉｔＡＩ｟十一 ＭＭｲＭ 一一、 3抑ωぬ別.0ト0
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図 2 減衰量による応答値の変化

基準階平面図 (集中した耐震架橋)

減衰が地震応答である加速度応答、転

倒モー メン卜応答に及ぼす影響を、複

素固有値解析を用いた複素モ ーダル法

により示している 。それによると 、免

震層の滅衰量 (減衰係数) の増加は 、1

次モード減衰を大きく増加させるもの

の、その他の高次のモード滅衰に与え

る影響(.:J:小さく 、系の振動モードに占

める 1次モ ー ドの割合を大きく減少さ

せ、代わ って高次モードを励起させる。

そのため最大加速度応答や転倒モーメ

ン卜応答が最小となる減衰量 ( 極値)

が存在することを明らかにした。

本建物においても 、同様な解析を行 っ

た結果、加速度応答に対しては等価減

衰定数he=10%、転倒モーメン卜応答

ではhe=25%である時に応答が最小と

なることを確認した。

一方で本建物の場合、居住性や履歴ダ

ンパーの疲労特性に大きな影響 を及ぼ

すこと考慮して 、レベル1風荷重 (再

現期間50年) に対して履歴ダンパーが

塑性化 (大変形) しないという設計ク

ライテリアを設定しており 、別途必要

となる減衰量が規定される 。それによ

る減衰量はhe=20%と設定した最適減

衰量の範囲にあり 、両者の関係は図 2

に示されるような 、設計クライテリア

を満足しつつ 、十分に応答値を低減す

る減衰量であることを確認 した。

- 今後の展望

新千里桜ケ丘住宅の構造設計を通じて 、

合理的かつ経済的な免震層の剛性・減衰

量の設定に対する手法 を示し 、実践し

た。

今後は 、超高層建物にも対応できる免

震材料の開発などを進めていきたい。
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ふ く も と よ し ゆ き

福 本 義 之

生年月日 ω68年5月4 日

最終学歴 199411 ' 京都大学大学院工学研究科

修了

業務経歴 附例年側大林組入社

1995年本応ill 築設;t-t部

主な作品車祉哲

議・日 11¥IIlf 1:lI JI!! N  JI!! IK 

日本新築(附東部i制築研究所

阪急伊丹新駅ピ1レ

上本町集合住宅

阿倍野D3- 1分浪住宅

ライオンズタワー焚

千種台センタ一地区

大阪相互タクシー術館

- 青年技術者のことぱ

『構造設計者は、地震に強い建物をつ

くるためだけに存在するのではない。

アメ ニティの高い空間を生み出すた

めに存在する j こんな思いを持ちな

がら私は日々 、E宣言十を行っています。

当たり前のことですが、構造的に安

全な建物を設計するのは僑造設計者

の責務としては最低条件であり 、そ

こに暮ら している人々 が満足でき、

そして喜んでくれる空間をっくり出

すことこそ 、情造設計者に求められ

る最大の責務だと考えています。

特に、近年建築物に用いられる技術

は飛躍的に進歩しており、情造解析

に用いられるプログラム類もますま

す高度で複雑なものにな っています。

もちろん、私自身も技術者としてそ

うい った新しい技術を開発していき

たい、携わ っていきたいという強い

思いを持っています。しかし、どん

なに高度で新しい技術を用いて建物

をつく ったとしても、実際にそれを

使用する人が満足できない、納得で

きない建物は、建物としては欠点が

あり 、ある意味っくり手候1) である設

計者の自己満足の建物であると言え

ます。

I実際に暮らしている人、利用する人

が喜んでくれる建物をつくりたいj

このことを念頭において 、今後 も新

しい技術の開発を行い、建物を設計

していきたいと思います。

. すいせん者

藤田佳広

大林組本庖建築設計部部長

豊かな居住空間を創造する免震構造の提案~千種台センタ一地区

本建物は 、地下 1階部分に広かる商業

施設上に、免震層を介して 4棟の集合

住宅を配置した中間層免震建物である。

- 全体構造計画

本計画では、おのおのの棟の挙動を明

確にするため 、地下 1階部分までを独

立とし、下部機造の偏心をなくす計画

とした。

棟が取り合う低層部分 (非免震部分)

は、摩擦係数0.1の滑り板により 、地震

時の水平力のやり取りがおのおのの棟

の聞で生じないように計画した。

免震層上部構造部 (住宅部分) は鉄筋

コンクリー卜造構造であるが、免震層

下部構造部 (商業施設部分) は、一部

鉄骨鉄筋コンクリー卜樋造とすること

により 、免震装置を介して伝達される

力に対して十分な強度と 剛性 を確保す

る構造とした。

・フラ ットビームの採用

本計画では、採光と眺望に優れた住環

境を実現したいと考え 、室内に梁型の

出ない空間を計菌した。また住宅の間

口を最大限広 くし 、すべての居室を通

風と採光に恵まれた空間にしたいと考

えた。

この課題を解決するため 、本計画では

天井内に梁が納まるフラ ットビ ームを

提案した。本計画では 、このフラ ット を確保し、かつ減衰効果を負担させる

ビームを用いてワイドフロンテージを ために、剛性の大きい鉛プラグ入り積

構成させるために 、以下の 2つの梅造 層コムを配した。

的な工夫を行った。 その結果、レベル 2相当で建物の周期

①長周期化を可能とする免震構造の採用 は最大で4. 1秒となる 4秒免震を実現さ

本計画では 、免震装置の選定を工夫し、 せた。レベル 2相当でのベ スシェア

建物の耐震性の向上と建物の長周期化 係数は0.1 13である。

を実現している 。この建物を長周期化 ②チャンネル型プレキャストプレス卜

させて建物の上部構造に入力される地 レス版の採用

震力を積極的に低減することにより、 チャンネル型プレキ ャストプレストレ

梁成が小さいフラ ットビームの採用を ス版は 、リフ部にプレストレス鋼材を

可能とし 、さらに耐震架犠数の少ない 配したスラフであり、常時荷重を一方

ワイドフロンテージを実現した。 向に流すことができる 。本計画では、

免震装置は 、建物を長周期化するため このチャンネル型プレキャストプレス

に、基本的な中柱には剛性の小さい天 卜レス版を耐震壁聞に配置し、常時荷

然ゴム系積層ゴムを配した。 重を耐震壁内の壁内梁に流すことによ

また外周部の柱には建物のねじれ剛性 り、フラ ットビームの採用 を可能とした。

フラットビーム (梁成450mm)

住 戸

住戸断面図

鉛プラグ入り積層ゴム

免震装置配置図

豊かな居住空間を創造する免震構造の提案~可変住戸スケルトンの提案

近年、地球規模での環境問題 ・資源問

題が取り上げられてきており、建物の

高耐久性 ・長寿命化が必要とな ってい

る。この問題を解決する手段として

様々 な81 住宅が提案されている。本提

案では、この8 1住宅の考え方を一歩進

め、将来の社会的需要の変化に伴い 、

住戸の広さそのものを柔軟に変更でき

る可変住戸対応スケルトンを提案する。

この提案は、建物に永く住み続けるこ

住戸プラン

計画

とを可能にし、また建物としての長期

的な資産価値を高めることができる。

- 全体構造計画

居住者のライフスヲイルの変化や高齢

化の程度に応じて居住空間の変更が可

能となるように 、建物の基本モジュ ー

ルである 10.4mX16. 8mの空間を 、無

柱・無梁空間とする計画を立てた。さら

に、この基本モジュールを超えた住空

聞の情成に対応可能なように 、基本モ

シ、ュール間に耐震壁を設けない鉄筋コ

ンクリ ー 卜造純ラ ーメン架橋として提

案を行った。

本提案の場合、耐震架構数は一般の建

物に比べ非常に少なくな ってしまうた

め、建物への地震動の入力そのものを

少なくする必要があり 、主要柱に弾性

滑り支承を配する免震構造を提案し 、

5秒近くの長周期化を計画した。

免震装置配置図

23 
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か む ら た け ひ ろ

嘉 村 武 浩

生年月日 1968
l
l'  9月22日

I詰終!I"Jtt 1993年東京大学大学院工学研究科

建築学l慨修士課程修了

業 服 1993年側EI 建設計入社、耳窃E併進

設計室

199必手大阪締造設計釜

現任、大阪オフィス構造設計室

主な円品経歴

1995年加古川ウェルネスパーク

ω96年大阪市立大学看護短期大学部学舎

香川県歴史博物館

1997年 宇治市i原氏物新ミュー ジアム

愛媛県美術館

l卯8lfo 三次市稲祉保険センター ・三次市立

図. ' I館

福岡県筑 ｾＱ 緑地野球場

199似F 九州匝! 際大学付属中日等学校

仁尾町庁舎

住友生命本社ピル

2棚年 ｼ則樹外国 ｾ ｦｩ 大学中宮キャンパス

銀泉備後町ピル

2∞Ilド 大阪ガス南部事業本部ピJレ

Ｒ ∞ｾｻｦＮ＠ 公立八鹿病院

- 青年技術者のことば

建築の設計は単品生産であるが故に、

ーっとして同じ設計は基本的にない。

そのためプロジェクトごとに独自の

設計テーマが存在する。今回の二つ

のプロジェク卜の設計テー マは、私

にとって特に難易度の高いものであ

った。

建築の設計は意匠 ・精進 ・設備の各

部門設計者の協同作業である。本プ

ロジェク卜のように各部門設計者が

共に同じ設計テーマに挑み、知恵を

出し合って問題を解決し、 一つの建

築にまとめあげることができた時は

充実した達成感がある。

建築の裕造設計に携わって 10年が過

ぎた。10年間でそれなりに実績は増

えてきた。実績は増えてきたが、「あ

あもっとこうすればよかった」とい

う反省もそれに比例して培えてきた。

これらの反省を土台に、今取り組ん

でいる設計がこれまでの中で一番い

いものになるように常に心がけてい

る。

「よりいいものづくりをしたいj と

いう思いを持ちながら設計を繰り返

すことで自己を昂め、同時に人の役

に立つことができれば幸いである。

- すいせん者

多賀謙蔵

日建設計大阪オフィス構造設計室長

18mスパンの基準鉄骨梁成を600としたオフィスビ‘ルの構造設計

銀泉備後町ビルは御堂筋沿いに建つ地

上14階、地下 3 階、塔屋 1踏の事務所

ビル ( 写真1 ) で、総合設計制度を適用

し、最大容積率1100%を確保している。

写真 1 御堂筋側立面

・設計テーマ

本建物の設計テーマは「容積率を最大

限確{ 果しながら 、いかにしてゆとりあ

るオフィススペースを確保するかj と

いうことであ った。容積率1100%を最

大限確保するためには、14階建てとし

なくてはならない。高さ制限のある中

で14層を確保するため、階高を3 . 9m( こ

おさえつつ、ゆとりあるオフィススペ

ースとして天井高さ 2800mm、OAフロ

アー200mm、18mスパンの無柱空間を

確保することが具体的な課題とな った。

情造設計では、梁成600mmで、居住性能

上問題ない18 mスパンの床組を実現す

ることが設計テーマとな った。

- 設計の工夫

口構造計画

スパンの 1/30の梁成で居住性を確保す

図 1 基準階伏図

るために、以下の配慮を行った。

①床組架橋計画を工夫して (図1)、 振

動しにくい床とする。

• r岡1) 性を高める j →梁 (合成梁) を

3. 6mピッチに設けるとともに、梁が連

続梁になるように計画し、梁端部に柱

を配置した。また 、大梁の支配面積が

大きくなるところは 、格子梁構造とす

ることで必要岡1) 性を確保した。

• r有効質量を高める j →18mスパン

中央部にロングスパン梁と同じ梁成の

2本の直交梁を設け、振動有効質量が

極力大きくなるように配慮した。

②振動が生じても 、早く振動がおさま

るようにする。

→ T  M 0  (Tuned Mass Damper) 制振

装置 (図2) を鉄骨梁に設置して、減

衰を付加し 、床の減衰を高める配慮を

行った。

口詳細設計

床架矯の振動性状を把握し 、T MDの

配置計画を行うため、基準階架橋を対

象とした固有値解析を行った。固有値

解析結果を図 Ｓ に示す 。 Ｑ 次 ｾＴ 次モ

ードまでが支配的であり 、設計の意図

通り直交梁の効果により隣り合う梁が

ぱらぱらに挙動するのではなく、床全

体が「盤J として一体とな って挙動す

ることを確認した。T M Dの配置計画

については、固有値解析結果を考慮し

て、各振動モードの[ 山J となる位置

に3 スパンごとに T MDを配置するこ

ととした 。各階に 7台を基本として、

合計82台の T M Dを配置した。

大員:1! 大ぶよ T

11 説1i ゎ JJZ 説21A)

. T M 口調整計画と測定実験

現場段階において 、まず仕上げ施工前

に代表階にて床の振動モー ド浪1定を行

った (図4 )。振動モ ドの計測結果は、

設計時に行った面有値解析結果とほぼ

同犠の形状を示していたため 、T MD

の配置は設計時に想定していた位置と

同じ位置に決定した。

次に床 ・天井等の仕上げ施工後に、 T

M D設置位置全点で定常Sin波加振を行

い、各点での共振曲線の作成および減

衰定数の測定を行った( TMD-OF F)

(図5 )。 この共振曲線の結果と 、T M

D調整周波数決定のために行 った予備

振動計測比較実験の結果より 、各T M

Dの周期調整は 、西側lゾーンは 1次 ~

3次のモードを調整対象モ ドとして

なるべく対象モ ードが異なるものとな

るように各 T MDの調整周波数を決定

し、チューニングを行った。

最後に 、T MD を作動させた状態で 、

T MD設置位置全点で再度共振曲線の

作成友ぴ減衰常数の測定を行い、T M

D非作動時の測定結果と比較して T M

Dの効果を確認した (TMD-ON) (図5 )。

T MDの作動 ・非作動状態の共振曲線

の比較により T MD作動時の応答変位

が低減され、十分な減衰が付加されて

いることが確認できた。また、T M D

設置位置全点で歩行 ・走行実験により

居住性能の評価を行い、事務所として

十分な居住性能が得られていることを

確認した (図6)。

図 5 床共振曲線測定結果

図 6 1802631/2居住性能評価結果
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て ら に し や す ひ ろ

寺 西 泰 裕

生年月日 1972年3月5 日

最終学歴 大阪府立大学工学部電子工特 }

即 時一卒業

業 股 Ｑ ＹＹ 純 Ｑ 附 竹中 工 務 Ｑｾ 入社

1995年神戸支広/ J R尼崎駅前市

街地再開発作業所

1998年神戸支応/ J R住吉駅東地

区再開発作業所

制ｘｬ ｪ ｾ 側 サンウェ ｬ レ ジ ャ パン Ｈ ＱＱＱＱＢ Ｑ Ｉ

2∞311'大阪本脂/ 阪神西梅聞l出発

第l l J Ol工事作業所

作品経歴 ] R  尼崎駅前市街地再開発

]  R住吉駅東地区再開発

マイカル茨木 (氷帯熱設備)

梅田 DTタワ- (氷i I i 熱設備)

. 青年技術者のことぱ

電力需要は増加する一方であるが、

電力供給側に電気を蓄えることがで

きない現状においては、電力平準化

のために蓄熱空調設備の利用が不可

欠とな っている。

さまざまな助成制度や昼夜電力料金

の差別化により導入事例は矯加する

一方であり 、これらが安定して最適

運転を 行っている限り、電力平準化

に貢献する だけでなく 、ビルオーナ

ーに電力料金が大幅に還元されるこ

とは明らかである。

私自身はメーカーの立場としてこの

氷蓄熱空調設備に携わる機会を与え

られたこともあり 、大規模な氷蓄熱

空調設備導入プロジェクトに 、さま

ざまな改善 を取り入れることができ

た。

今後も 同様に新しい技術をより多く

吸収し、これらの技術を理論通りに

実現できるよう開発 ・改善を行いな

がら 、プロジェク トに展開していけ

るエキ スパート としての側面を持っ

た施工管理者になれるよう努力を続

けていきたいと思う 。

圃すいせん者

大久保泰和

竹中工務j苫大阪本底

設備按術部技術担当部長

阪神西梅田開発第 E期工事における氷蓄熱空調設備の導入と改善

完成予想図

. CLl Sの根康

(Crystallized Uquid Ic巴System)

CLl Sは、一般的な冷凍サイクルの蒸発

器に当たる部分にス ーパーチラ ーと呼

ばれる製氷機を利用しており 、内部に

設けられたダ ッシャプレードにより旋

回流を起こすことでスラリー状の氷を

生成することができる。

スラリ ー状の氷は 、解氷効率がよく大

きな負荷変動にも追従でき 、単独で熱

源として利用できる 。また配管内を搬

送することができることや蓄熱槽がシ

ンプルにできることなど利点が多い。

しかしながら製氷機 (蒸発器) 内に駆

動部を持つことは動作不具合を発生す

る要因になり得る 。また単独熱源で負

荷に追従した運転をする場合や 、蓄熱

時間帯以外に追い掛け運転を行う場合、

運転制御が復維なものにな ってしまう

ことが多い。

n 冷媒 (入)

........../ 伝熱面

四 "- - - - " I  Iパイ仏 入)

ダ ルャー っ 冷媒 (出)

製氷機の内部 (スーパーチラー )

約3年間CLl Sの製造メ ーカーに出向し

ていたその経験を活かして、施工計画

から試運転調整に至るまでの業務を 担

当した。

メーカ ーの担当者としては、

①冷凍機単体の改善

②製氷回路安定化のための改善

制 E送動力の省ヱネ ルギー化

施工管理担当者としては 、

@空調 2次側設備との動作整合と系統

の改善

⑤建築主 ニースに合わせた製氷 ・冷

房 ・暖房制御の改善

@ システム全体としての試運転方法の

標準化

について力を入れて取り組んだ。

. 冷凍機単体の改善

蓄熱型熱源設備のデメリ ットの っと

して 、広い機器設置スペ ースが要求さ

れることが挙げられる 。

より省スペース化を図るためには 、

①冷凍機本体の コンパクト化

①蓄熱槽の IPF (製氷率) を上げ、サイ

ズダウンする

の2点が考えられる 。①を実現するた

めに 、空気熱交換器の配置を下図のよ

うに変更し 、従来両側面に配置してい

たものを逆M型に配置した。

[従来の配置]

[新しい配置]

空気熱交換器配置の比較

これにより 、空気の吸い込み方向が長

辺2方向から 4方向にな って、隣接 し

た機器との離隔スペ ースを縮小するこ

とができた0

・製氷回路安定化のための改善

スーパーチラー内部が凍結しダ ッシャ

プレード がロックしてしまうトラフル

や、製氷回路内の流量が低下してしま

うトラブルが過去にはあ った。これら

を改善し安定した製氷回路にしなけれ

ば高 I PF 化することはできない。

①スーパーチラー 内部で急激な氷の成

長を起こしてしまわないようにするた

めに 、伝熱面の粗度とダ ッシャを 回転

させるモ ーターの電流値との関係から

組度調整機

粗度の規定値を決定し 、この規定粗度

内に加工できるよう組度加工機を作製

した。

①製氷回路の流量が低下してきた場合

にその状態を 早期に検知しクリアにす

るために 、従来利用していた定速ポン

プ +定流量弁の回路をインバーヲポン

プ+ 電磁流量計とし流量フィードバ ッ

クをかけることで規定流量を確保する

ように改善した。

さらに、 ポンプサクション側に圧力ス

イッチを追加し 、冷凍機の流量低下時

制御 ( リトライ制御) も変更をした。

・脇差動力の省エネルギー化

CLl Sの氷蓄熱槽の島幸氷系統はタンク天

井面に設置されたノズルより散水させ

ている。

実際の散水状態

鈎ーな解氷状態を保つため解氷系統の

流量は最大負荷時流量の50%を最小流

量下限値としているが、想定した冷房

負荷があ った場合に最も省 エネルギ ー

となるノスル個数 ・サイスを選定し 、

最小流量を最大負荷時の約40%まで絞

れるようにした。

・システム訪呈転方法の標準化

蓄熱型空調設備の試運転調整は、非蓄

熱型に比べて非常に複雑で時聞を要す

る。初期不具合・ク レー ムの大半はこ

の試運転を十分に行えていないことに

起因するものであると考える。

しかしながら 、CLl Sのシス テム全体の

動作を理解して試運転を行える担当者

は少なし、。

そこで 、初めて氷蓄熱設備を扱う設備

施工担当者であ っても理解できるよう

詳細なマ ニュアルを作成することとし

た。

- 今後の課題

今後の取り組みとしては、

・試運転方法の標準化をするためにマ

ニュアルの早期完成

・流量低下を起こすメカ ニズムを研究

し、根本的な改善方法を検討すること

を考えているが 、特に流量低下のメカ

ニスムは実験プラントを用いて槽内の

配管方法を試行し 、IP  F60%までノン

ス トップで製氷ができる氷蓄熱槽にし

たいと考えている。

25 
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鮎 合 剛

生年月日 ＱＹＶＷ ｾ ｦｉｏ 月 Ｖ FI 

o終学歴 1991年徳山大学工学部¥Il 気工学科

卒業

業務経歴 ＱＹＹｉｾｆ 側 大林組入社

ＱＹＹ Ｑ ｾ Ｑ Ｇ 本日［設備設計部

ｬ 的 Ｑ Ｒｾｆ 本 ｭ 設備工事部

広ぬ支脂柳井ショ ッピング

センター工サPJl 務所

四国支 ｨｾ 徳 ｋｾ ターミナルピ

JレN I l JPJQ育所

1993年本応設備部

19宮4年本m設備，世計部

主なf1:Mt 経歴

なんばパークス

サンエイト第一ピJレ・ライフ I" m応

プレヴイア和泉中央

ライフ江口応

ライフ西京極応

帝国ホテル大阪絞

日産火災海上保険関西策

- 青年技術者のことば

建築設備においてわれわれ設備設計

者は計画を行う上で、建築主の要求

条件 ・性能を満足させることは当然

のことであるが、竣工後の管理運営、

メンテナ ンスも視野に入れ 、管理部

門の立場に立ったシステムを構築す

ることが重要と考える 。さらには各

企業の設備投資が圧縮されている昨

今、低コストで、より信頼性の高い

システムの実現が必須条件となる。

大規模複合施設の維持・管理は事業

主にとって事業運用面で重要であり、

今回開発したシステムで、管理費な

どの削減や緊急時のレスポンスタイ

ムの短縮など数々の効果が期待でき

るものと考えている。

なんばパークスのような大規模複合

施設の設計 ・監理に携われた経験を、

今後の業務を通して、技術、知識は

もと より、あらゆる面で活かしてい

こうと考えている。

. すいせん者

大井昇二

大林組本庖建築設計部長

モバイルウエアラブル機器を利用した音声と映像による新管理システム

大規模複合施設の維持 ・管理は、事業 のコンビュ タ は、専用アプリケー

主にと って事業運用面で重要な位置づ ションにより PHSの位置情報表示を可

けと考える。

ガードマンや保守員の人員配備計画の

難しさ 、適度な連絡手段がないため 、

緊急時の対処時聞が遅れる。

また緊急時の現場状況等を防災センタ

ーや管理セン女ーで的確に把握するこ

とは困難であ った。

しかし高度情報化社会の中、今まで高

価で扱えなか った技術 (製品) がITの

進歩で汎用品として容易に採用できる

ようにな ってきた。開発課題は汎用品

を流用し 、各パーツの優れた点を コー

ディネ ー 卜し 、バージョンア y プの容

易性や故障 ・断線などの非常時に備え

たシステムとすること 、さらに低コス

トでシステムを構築することであ った。

このような背景をもとに、「なん1;1"パ

クス j では省力 (人) 化、緊急時の迅

速な対応などを確実に実現する 目的で

PHSの高速デ ータ送受信機能、移動体

通信としての特性および応用性の高さ

に着 目し、音声と映像による新管理シ

ステムの計画、開発を行った。

この新管理システムは 、PHS位置情報

表示システムと、声 (音声) と目 (小

型カメラによる現場状況等の映像情報

を伝送) でスピーディで的確な確認、

指示ができることを可能としている。

- パト口一J[;{ .立置確認システム

・目 的

①効率的な人員配備計画による管理費

およひ.人件費の削減。

②通常時、異常時の連絡の確実性およ

び容易性を図る。

・システム概要

情内電話交換機 (以下、PBX) のPHS

位置情報送出機能を利 用 している 。

PBXはPHS端末と各ブ ロック内のアン

テナとの聞の通信情報をもとに、 PHS

端末がどのエリアにいるのか情報を管

理しており、その情報を防災センタ ー

のコンビュ 女 (サーバ) にリアル

タイムに通知している 。防災 センター

動出急

』

緊

ト

・
・
・
・

各システム監視

能としている。

- 自動選択およびアラーム自動

発信システム

・目 的

①情報の縞鎮の回避を図る ( ヒューマ

ンエラ ーを少なくする)。

②連絡時間、緊急事態への対処時間の

短縮を図る ( レスポンスタイムの短縮)0

・システム概要

緊急時のビル防災設備等のアラ ーム機

能との連動で 、警報発生箇所付近の

PHS所持者をパト ロー ル位置確認シス

テムにより自動検索、自動呼び出しを

行い、最も近いPHS所持者へ定められ

た音声メ ッセ ジにて情報伝送を行う 。

- 小型カメラによる画像伝送

システム

・目的

①アラ ーム発生時のガードマン、保守

要員からの映像情報 (現場状況等) に

より 、防災センタ ー内の委員も含めて

的確な状況把握ができ、適切な対応を

可能とする。

②施設内の映像情報端末 (将来対応)

を利用し 、迷子情報等をリ アルタイム

に放映できる。

③イベン卜開催時に臨時カメラ機能と

して 、防災センターで遠隔監視可能と

する。

・システム概要

小型カメラの撮影機能と PHSデータ伝

送機能を利用し 、アラ ーム発生時の現

場の状況などの準動画デ一女を伝送す

ることにより、防災センタ で的確な

情報連絡、監視を行う 。

また 、ウエアラブル コンビュータ (映

像伝送性能、解像度320X240: 約4 フ

レーム/ 秒) を身に付け、小型カメラ

の付いたヘ ッドマウン 卜テ、ィスプレイ

を装着することにより、両手を自由

(ハンドフリー) に使い、状況に応じた

的確な行動が行える 。

システム全体構成図

¥とー④

モパイ ルウエアラブル機器の外観

①専問収納パック( ウ工ストポーチ型)

②モバイルウエアラブル錦末

@画像伝送操作スイッチ( サーバとの回線按続に使用)

@ヘッドマウントディスプレイ( 小型力メラ付)

装 着図

. まとめ

今回開発したシス テムは 、現時点での

考えられる技術や機能函での最良品を

採用し、シス テムの情築を行った。運

用での実績はこれからであるが、管理

運営において以下の効果が考えられる 0

. 管理費および人件費の削減

- 情報の縞綾を 回避し、緊急時のレス

ポンス空イムの短縮

- 音声と映像によるリアルタイムで的

確な情報伝達か可能

- 来街者に対するホスピタリテ ィの向上

. 軽量化ハンドフリ ーによる作業者へ

の負担軽減

- 汎用品を利用した応用性の高いシス

テムの実現

将来的には矯内のみでなく 、4湾外を含

めた広域利用が期待できる 。その例と

して、

・工場 (海外含む) での品質管理や故障

(事故) 等を本社で確認 ・指示が可能

・出張人員の削減、 トy プ判断による

的確で早急な対応か可能

・建物の保守 ・メンテナ ンスなどの作

業内容をメンテナ ンス本部で確認 ・指

示が可能 (経験の乏しい人の作業でも 、

熟練者の専門的アドバイスを仰くこと

が可能)

等が考えられる。
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小 稲 克 也

生年月日 1968年H J 3日

M終学Jlt flJ 担大学工学部屯子工学科卒業

$  Jlt 1991"1司附日l . l l 設計に人社

大阪オフ ィス技術設計筆所以

情報 ・¥l i気技術設計に従事

主なW，WI 経臆

大阪市 立 大学医学 ｾｬ￟ 附属病院

福|吋悶際会波場

|周囲外国際大学中 ': lfキャンパス

棟以町地域ffi 報化工m

同志社大学新大学会館

他谷大学瀬If lキャンパス

鹿児ぬM以民健! I i プラザl血hl 医械センター

住友病院

テレピ宮崎

京都府立医科大学法礎医学学舎

- 青年技術者のこと 1%

入社以来、電気設備の設計を行って

きました。情報ネ ットワークの設計

を手掛けるようにな って6年になろ

うとしています。情報設計を始めた

当初と比較すると建物内の情報ネ ッ

トワークの密度が日に日に高くな っ

てきています。

設計中に新しい技術が実用化され、

設計を変更した経験も幾度となくあ

り、情報ネ ットワークは電気設備と

比べて何倍もの速度で技術革新が進

んでいることを実感しています。

今回紹介した物件で提案した技術が

実現できたことは 、建築主側担当者

と十分なコミュニケ ションが行え、

理解を得られたことが大きな要因だ

と思います。竣工後も満足いただけ

ている報告を受けながらも 、設計中

思いもよらなか った方法で利用され

ていることも聞かされ、次に生かす

決意をしています。

現在、情報ネ ットワークと電気設備

の境界はないに等しく、今後は機械

設備、インテリア 、建築ともさらに

融合していくことは間違いないと思

います。進歩の速い分野ですので 、

いつの技術を採用するかの判断は難

しいですが、幅広い視野を持ちなが

らコミュ ニケーションを大切にし、

設計を続けたいと思います。

. すいせん者

緩 岡 茂

日建諒十大阪オフィス設備諒十室長

建築と情報システムの融合

情報機器の発達によって、建築 と人と

のかかわり方は変化し始めている 。例

えli 、オフィスでのフリーアドレス方

式、大学などでのe-Iearningなどである 。

こうした状況が進展した結果、最近で

は、ほとんどの用途の建物で、執務室

はもとより会議室 ・ロビー・食堂・教

室など様々な場所で情報ネ ットワ ーク

にコンタクトできる環境を必要とする

ようにな った。また一方で、個々の建

物では 、情報システムに期待する機能

が多様に変化してきたため、建築設計

と同時進行で情報シス テムのあり方を

考え 、互いに連携しながら設計に盛り

込んでいく必要性が高ま っている。

建物の矯造、用途、運用、背景をよく

理解し 、ソフト ・ハード面から情報ネ

ットワーク・建築を提案できる建築情

報技術者が必要であり 、その役割はこ

れからの情報化社会において極めて重

要であると考える。

- 福岡国際会議場

建物は3000人収容のメインホ ル ・多

目的ホール 、国際会議室 、中会議室、

小会議室など様々な用途に利用できる

貸会議場施設である。

情報シス テムはBAシステムネ ットワ

ク、事務系OAネットワーク 、貸会議室

用ネ ットワークの 3 っから構成した 。

各ネ ットワークはセキュリティのため

独立させ 、データのやりとりが必要な

ネットワーク聞は 、We bサーバにより

データ中継している。

03予約管理システムと空調の運動

予約管理システムと BAシステムの連携

により 、各会議室ごとの予約に従 って

空調発停を自動的に行えるシステムと

した。また 、事務系ネ ットワ クのパ

ソコンで各会議室の空調運転状況や温

湿度デ一女を監視し 、省エネ運用を容

易にできるシステムとした。これらに

より 、間違いのない空調運転と施設運営

業務の効率化を図った。

⑦自動表示案内システム

貸室の利用状況に合わせて、催事内容

を自動的に表示できる案内表示システ

ムを提案した。表示装置は利用する会

福岡国際会議湯

議室の多少や入

り口の変更に対

して、 自由に配

置できるように

共用の可搬式と

した 。ただし 、

この方法では専

門職員によるア

ドレス設定が毎

回必要となるた 表示案内システム

め、壁に埋めこんだデ一台受信器と表

示器を分離し 、データ受信器側にアド

レスを割り当てた。これにより設定作

業が不要となり 、予約システムのデー

タを自動的に表示することが可能とな

った。

(3) 貸会議室用ネ ットワーク

貸会議室のネ ットワークを情築するに

当た って、すべての情報コンセントを

一つのネ ットワ ークに接続すると 、利

用者聞の情報セキュリテ ィの確保が困

難となる 。一方、会議室ごとに独立し

たネ ットワークとすると 、館内ネ ット

ワークが組めないという問題点があ っ

た。「可変バーチ ャルLAN (VLAN) 方

式J と「固定VL AN+パッチパネル方式」

の2方式について検討を行い、運用の

しやすさと 、専門技術者が不要な点を

重視し、後者のパッチパネル上のジ ャ

ックを抜き差しする方式を採用した。

・同志社大学新大学会館

全学生を対象とする大 ・小ホール、メ

テ‘ィ アセンターと大学院生が使用する

講義室、自習室が混在する施設で 、い

つでもどこでもパソコンを利用できる

ユビキタス環境を提供することを目指

し、無線LANの採用が最大のテ ーマと

福岡国際会議場の全体ネットワークイメージ

情報システムは 、教員 ・学生用ネ ット

ワ ク、事務系ネ ットワークを構築し 、

既存キャンパスのネ ットワークと接続

している 。教室は30人~約100人まで

の多様な形式があり、それぞれの教室

にネ ットワーク対応を行った。

設計を行うに当たり、無線LANによ る

ネットワーク講義の使用方法が明確で

なく、 100人規模の教室で使用した実績

もなか った。そこで、性能と使用方法

を確認するため 、無線LANを使用した

模擬授業実験を行った。

実験の結果、無線LANでは、文書テー

夕、静止画像データは問題なく使用で

きることが確認できた。複数アンテナ

による電波干渉の影響も許容できる範

囲内であ った。また模綴綬業において

は、教師・学生が国内外のデ タベー

スにアクセスし 、得た情報をもとに討

議を行うという内容を違和感なくこな

し、無線LANとパソコンによる綬業が

可能であることを実証した。

- 奈良尉棄原町内および庁舎内の

↑ 静日ネットワーク

職員 1人1台のパソ コンを嬢続したイ

ントラネ ットを精築し 、「グループウェ

アJ r 公文書管理システムJ r 庁舎内施

設予約システムJ r 町のホ ムページと

連動した住民用公共施設予約シス テムj

などを導入した。出先施設においても

各システムが庁舎内と変わらない環境

で利用できるよう 、 庁舎と数 ＱＰＰｲｮｾ 数

10krnの距離にある出先施設とのネ ット

ワーク化を行った。

各種接続方法のイニシャル ・ランニン

グコスト 、メンテナンス性、 トラフィ

ック量、信頼性を検討し 、接続区間ご

とに自営で光ファイパ区間、通信会社

のファイバ網借り上げ区間、ダイアル

アップ区聞を決定した。

*  

今後も建築と一体とな ったシス テムの

提案、建築とのバランスを考え建築主

の利益につながる拡張性を備えた適切

なシステムの提案、公平な発注の支援

と保守費用も考慮してのコス トダウン

の提案を行っていきたいと考えている。

27 



施工部門

の ま さ あきら

野 正 明

生年 J HI 1969! H n22日

lu終学歴 1994
1
1'京部大学工学部建築学第二

学科卒業

業 腹 1994
1
1 ' 腹品悠油開入祉、東京支応

1994年東京支応/ NNピJレill 設工

ヲ11

1995年| 則凶克広/ ライフケア嵯峨
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- 青年技術者のことば

最近の建設業を取り巻く環境で特徴

的なことのーっとして、[ 解体工事J

の増加があげられる。しかしながら、

施工者においても解体工事に対する

認識が統ーされておらず、解体工事

経験のない社員であっても安全に解

体を進めることができる「マニュア

ル」を作成しようとの思いが、今回

の応募内容に繋がった。本内容の編

集にあた ってはワ ーキング グループ

を発足させ、先輩社員や専門工事業

者からヒアリングを重ねた。

ここ数年来の環境意識の高まりから 、

工法だけでなく廃棄物関連に対して

も社会の厳しい自が向けられている

中で、このマニュアルにより知識の

共有・意識の統ーが可能にな ったと

考えているが、あくまでもこれは最

低限のことを表現しているに過ぎず、

今後予想される複雑な物件の解体に

も対応できるようにフィードバ ック

を重松、より実践的なものを目指し

て更なる改善を加えていきたいと考

えている。

. すいせん者

森田博信

鹿島建設関西支庖建築部長

解体工事における計画マニュアルの作成

従来、解体工事は準備工事的な扱いで

あり 、また解体規模も小規模かつ単純

であ ったこともあり 、短期間で完了する

ため 、いわゆる業者任せの状態であ って

もさほど問題が顕在化してこなかった。

ところが最近の解体工事は 、高度成長

期時代に建設された建物が多く見受け

られ、よって高層化、複雑化、大規模

化する傾向が特徴とな っている 。同時

に、昨今の建設工事を取り巻く環境は

建物の密集化、近隣住民の監視、環境

基準等による法規制→列え I;f騒音、振

動、粉塵 などに加え 、有害物質の除

去や産業廃棄物の処分方法、最近では

新たにリサイクル法が施行されるなど 、

ますます施工条件が厳しくな っている。

この状況下「解体工事」に対する考え

方を統一し、標準化するため、「解体工

事計画マ ニュアル」の作成を試みた。

・マニュアルの構成及び概要

本書の特徴は 、解体工事をイメ ージで

きるように、解体進捗に併せ 、できる

だけ写真やモデル図 、図面を用いて作

成した。また 、解体工事を時系列に整

マニュアルイメージ

① 

ポストが半分以上うまる範囲は先行撤去

② 

③ 

スラブ庄砕ガラモスロ プ上に形成

④ 

前向きで降りること。後ろ向きは滑り出すと止め

る術がないため

スロープ作製要領

理し、その場面、場面でのポイン卜を

示している 。

また 、現場で解体工事の施工要領書を

作成しやすくするために 、全体の構成

を項目・手順 ・注意事項の構成とした。

調査に関連して必要な有害物質関連の

情報などは 、別紙資料を電子情報とし

てリンクさせている。

①解体工法選定や重機選定のポイン卜

について 、その判断基準をフロー図で

模式化し 、理解しやすく表現しており、

解体重機に関する資料も同時にリンク

させている。

②総合仮設計画を立案する上で 、重要

な要素やポイン卜 、具体的なルールな

ど、必要な情報をまとめた。

①搬出計画について 、とくにゆとりの

ない敷地における解体工事では 、解体

材の搬出方法 (建物内に設けるガラ降

ろし床開口の考え方や矯造、EVシャフ

卜の利用方法など) が安全や工程を左

右する大きな要素であるため 、まず 、

計画初期の重要な位置付けとして 、で

きるだけ詳細にまとめた。

[人力での解体( 重機揚重エリアの確保等) J

[重機による解体]

塔屋解体

④養生足場の計画に関しては 、渡り位

置やガラ落下養生、転倒防止、照度確

保などのポイン卜を 、より具体的に示

した。

@解体手順については 、建物解体の大

きな手順と要点をフ ロー と図や写真で

示し 、具体的な詳細を施工要領でまと

めている。

⑤工種別施工要領については工事の順

を追 って先行はつり 、内装解体、スラ

ブ補強、本体建家解体、外部足場解体

についてまとめた。

⑦解体に伴う補強支柱の盛り替えにつ

いては非常に危険な作業であるため、

写真を織り交ぜポイン卜を示し 、外壁

解体については具体的な要領をモデル

図を用いて 、その手順や注意点などを

[壁の縁切り ]

[柱脚部破砕]

[外壁引き倒し]

※柱2本分を原則 1ブロックとして解体を行う。

外壁解体要領

できるだけ詳細にまとめた。

@外部足場の解体は、解体工事の場合、

本体建家解体の進捗に併せて行う 。通

常の足場解体とは異なるため 、より具

体的な手順を写真や注意事項を盛り込

んでまとめた。

・マニュアルによる効果と課題

本マニュアルにより、 今まで準備工事

として捉え ていた解体工事に対する意

識向上や、解体工事における基本計画

の重要性の認識についてレベルアップ

することができた。個々 の知識の補完、

ノウハウの伝授により、解体工事未経

験者でも、計画を充実させることがで

き、さらに、解体業者に対し当社の標

準を示せたことで 、解体業者の意識改

革、ぱらつきの平準化を図ることがで

きるようにな った。

その結果、今まで業者に任さざるを得

なか った事項を施工者側が積極的に主

導していくことか可能にな ったと。

本マニ ュアルは現在のところ 、個々 の

工事で使いはじめているのが現状であ

る。しかし 、解体工事関連業者に対し 、

本書により教育を行い、また 、解体工

事担当社員への配布も行っているので、

順次効果が出てくるものと考えている。

今後、ますます複雑化する建物もいず

れ解体する時期がくるが、その時まで

にわれわれは後進のためにノウハウを

蓄えておかなくてはならない。その意

味でも本マニュアルに満足することな

く、さらなる改善を加えるとともに 、

より具現化したマニュアル作りを目指

し、より安全で、より環境にやさしく、

より確実な解体工事の実現を 目指して

いきたい。
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- 青年技術者のことぱ

建設市場では受注競争力f織烈を極め

るなか、汎用技術に基づく競争はコ

スト競争の渦に巻き込まれ、もはや

限界にきている 。将来にわたって企

業が存続するためには 、将来の顧客

のニーズを先取りするト タルな技

術力の向上が必要である 。しかも 、

技術力は特許性のあるような高付加

価値なオンリーワン技術の開発が望

まれている。

一方、建設業の市場規模は縮小し 、

他産業に比べてあまり良いイメージ

がない。しかし、人が生活する限り

建設業は必要であり、人が感動する

場には必ずや建築物があり、人が便

利な生活を送れるのも建設業がその

基盤を支えているからである。さら

に、建設業が他の「ものづくり j 産

業と明らかに違うのは、悠久の歴史

を持っていることである。

こう考えると建設業は捨てたもので

はなく 、魅力的な感動創出産業なの

である。私はヱンジニアとして、こ

の魅力的な建設業に誇りを持ち、技

術開発を通して「ものづくり j の楽

しさを追求し 、後輩に伝承していき

たい。自分自身の成長のために、魅

力ある社会づくりのために貢献して

いきたい。そのためには日々、アン

テナを高 くし、情報収集を行い、改

善意識を持続させることを心がけた

いと思っている。

. すいせん者

佐藤光宏

竹中工務! 苫大阪本庖建築技術部長

ソイルセメン卜連続地下壁本設杭工法の開発と実施

ソイルセメン卜連続地下壁工法 (TS W

工法=Iakenaka ｾｯｩｬ｣･ｭ･ｮｴ＠ 't! all Method)  

は、掘削土をソイルセメントの主原料

として再利用する 、環境にやさしく 、

経済性に優れた大深度地下工事対応工

法である (図1 )。

当社において 、T S W工法は鉄筋コンク

リート連続地下墜に代わる工法として

1997年に採用されて以来、3 件の実績

を有しているが、これまでは仮設山留

め壁及び地下合成壁としての利用に限

られていた。

T S Wを本設杭として利用できれば 、外

周杭の削減による合理的な基礎設計が

可能となり 、工期短絡並びに掘削土の

再利用による地球環境負荷の低減に貢

献できることが予想された 。しかし、

TS Wを本設杭と して利用した実績はこ

れまでになく 、設計 ・施工全般にわた

って多くの技術的課題があると予測さ

れた。

今回、T S Wを本設杭と して利用するに

当た って、事前実験を行い 、この結果

を設計に反映して第二吉本ビルデ ィン

グ新築工事 (写真 1 ) に適用した。プ

ロジェクトでは載荷試験を行い、 T S W

杭が設計性能を満足することを確認し

た。

. T S W本設杭の開発方針

T S Wを本設杭と して評価するための基

本構成の改善点について検討した。先

行・後行ユニ ットのソイルセメン卜強

度を上げる方法、後行ユニ ットのみ強

度を上げる方法等についてコスト 、工

期、施工性について検討を行った。

最終的に 、一般に用いられているバケ

ット掘削機で掘削可能なソイルセメン

卜強度で確保できる最大耐力を杭支持

力として評価することが最も合理的な

方法であると判断した。

.t姉的諸問題の抽出

設計 ・施工上、特に重要な問題点とし

ては 、①バケ ット掘削が可能な最大ソ

イルセメン卜強度の設定、 ①鋼材表面

とソイルセメントの付着力の関係、 ①

最大付着力後の変位増分に伴う付着力

低下率、 @上記①を補うためのソイル

セメン卜内でのスタ ッド支圧力の解明

があ った。

しかし、これらの諸性能に関する デ -

9 は十分になか ったため 、事前実験で

確認し 、その結果を設計に反映し、プ

ロジ、工ク卜に適用することにした。

. T S W本設杭の適用と鉛直載荷

試験の期包

模型杭を用いて 、原位置事前実験を実

施した。その結果より 、設計の諸元を

決定し 、実施設計に反映した 。なお、

図 1 TSW工法の基本構成 写真 1 第二吉本ビルディンダ
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TS W本設杭の適用は比較的設計軸力の

低い範囲とした (図2、3)。

適用プロジヱク卜では設計性能を確認

するために、 TSW本設杭の鉛直載荷試

験を行 った。載荷試験は山留め墜とし

て設けた仮設TSWを反カ杭として利用

した。試験杭、反力杭の設置方法 (図

4 ) 、試験後の山留め壁の止水性維持方

法、反力杭が一方向に並ぶことによる

試験時の安全対策などについて検討を

重ね、載荷試験方法の要領を設定し 、

実施した。

その結果、支持力、沈下量ともTSW本

設杭は設計性能を十分に満足するもの

であることを確認した (図 5 )。 また、

力学的特性をはじめ、 TSW本設杭に関

20  

25  

図 5 試験結果

して多くの有益な知見を得ることが出

来た。

- 成果と今後の展望

TSW本設杭の設計手法、載荷試験手法

の開発を通して、 コス卜低減、工期短

縮および地球環境の負荷低減等に対し、

大いに貢献が出来た。また、この成果

は当社、他プロジェク卜で展開中であ

る。

一方、近年の都心回帰の流れにともな

い、今後、都心部での大深度地下工事

の需要が増えると思われる 。高層建物

への適用を 目指し 、TSW本設杭の高耐

力化などの技術開発を今後とも、積極

的に推進していきたい。
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大規模地下工事における合理化逆打ち工法の計画と実施

本プロジェク卜は 、囲内最大クラスと

なる市街地再開発事業の一角を占める

テレビ朝日新本社ビル新築工事である。

施工部門

藤 井 秀 治

逆打ち工法

上地地

同

多段先行床構築工法

ダンプ直積み工法

全下{  言、 先行耐火被覆施工

フ 地下備造柱・梁 S 化

施プ';1 連梁 T S P合成壁立ち下げ工法

工
基礎打込捨型枠エスフ ォ ム

オムニア床板

R C壁の乾式化

地 基礎梁メ ッシユ工法

下工 T S P地下合成壁工法

事2  君指笹

ブフンチクレーン

揚重専門チーム編成

大型昇降メ力.スァージ

工
改良型天井クレーン (サカウチ君)

リチヤ ジウ 工ル工法

全体工程表

採用 工法

地下工事の施工にあたり 、スタジオ施

設に要求される品質確保と仕上げ工数

の多さから所定の工期を確保すること

が不可欠であ ったため 、地上工事をい

かに早期着手させるかが大きな課題と

なった。

通常の逆打ち工法では工期確保が困難

であり 、地上工事と地下工事を完全ラ

ップ施工で進めるため 、様々な要素技

術の採用と改良による合理的な逆打ち

工法の計画と実施を行った。

- 多Fおt行床構築 ・ダンプ直積み

玉去

附和46lj ' 2月27日

平成 51F広応大学工学部建築学

科卒業

入 社 平 成 511'嶋 竹中工務応

主な工事経歴

平成 6年岡山前生会病院本館 lJgj

平成 7年 山陰ｾみなと博覧会施設

平成 8年技術研究所生産研究開発部

平成 ｉｾｆ 広品支IMx術部技術グループ

平成12年六本木六丁目テレビ朝日

平成14年八重垣文化会館m改築

平成15年 NHlゆ1111口肱送会館

- 青年技術者のこと ば

私にとって“ 建築家" とは 、知識 ・

技術力、意匠 ・繕造センス 、経営セ

ンス、人間力、愛情 ・情熱すべてを

生年月日

学 歴

採用工法一覧

クホーによる根切りが困難であり 、根

切り工程に支障をきたすことが懸念さ

れた。

そこで外壁 R C壁の立ち下げを行い 、

山留支持レベルを下げることと T S P

合成壁として評価し 、本設纏体に応力

を分担させるこの組み合わせにより 、

山留芯材サイズ ・本設躯体鉄筋量・躯

体立ち下げレベル、これらの条件を J ¥

ランスさせ、バ ックアンカ ーや斜梁な

しでの施工を実現した。

V C ONを打設し

遼梁構造体を構築

鍾体立ち下げ

支点在下げる

の床下掘削の施工効率向上、また西側

偏土圧に対する支保工として重要な役

割を果たした。

⑦ 3 次根切り (t屈削|深き 5. 2ml

南側本設スロープと地山仮設スロープ

との組み合わせにより南北 2方向のダ

ンプ動線を確保。先行床下へ潜り込み

ダンプ直積みによる掘削を行うことで 、

地上ヤードを完全に鉄骨建方スペース

として明け渡し 、先行床情築後直ちに

鉄骨建方の開始を可能とした。

(3) 4次根切り (掘南l卜深さ 6. 7ml

根切り底へは大空間吹抜部を利用した

地山仮設スロープを造成し 、ダンプ動

線を確保。最後に残 った地山ス ロープ

部分の掘削についてはメガステージを

利用してダンプ直積みにより搬出を行

った。総掘削土量21万討の根切りを最

後までクラムシェルを利用せず100%ダ

ンプ直積み工法とすることで 、地上地

下の動線と作業ヤ ー ドの明確な分離を

行うことができ 、地上地下の完全ラ ッ

プ施工を実施し 、大幅な工期短絡を実

現することができた。

め1 - 2 次根切り (掘削深き 7 β ml

山留 S MWを施工後、1 FL- 3.0mまで

1次根切りを行い、杭 . j誇真柱施工と

西側 1 F先行床を構築。次に 1 F  L -7.8 

mまで 2次被切りを行い 、このレベル

でB 1  F 先行床を構築。レベル差 ( 5  

m) のある多段先行床を構築すること

で、敷地傾斜 ( 5 m) を有効利用でき 、

車両搬入ゲートを確保、2次根切り時

バランスよく兼ね備えた“ 技術者"

へ与えられる偉大なる呼称である 。

しかし建築業界の現実を眺めると、

バラバラに分割された専門分野技術

者集団と化し、専門分野以外のこと

は素人同然、{ 自分野領域に踏み込も

うともしない感覚麻痩や甘えの構造

スタッ ド

..... S  1  F  L  

..... S2FL 二

TSP地下合成壁 =  

山留 H鋼

0

0
的

&
寸

B  1  F 先行床構築+ 2次根切り状況

山留め検討モデル

*  

完全ダンプ直積み 、多段先行床構築、

メガステ ージ採用、本設・仮設スロー

プの合理的配置と有効利用 、連梁 T S

P合成壁立ち下げ工法の採用等により

地上地下完全ラ ップ逆打ち工法を実施、

大幅な工期短縮と コス卜削減を実現した。

- 連梁T S P合成監ち下げ'L 去

当初の計画案では山留全周にわたりバ

ックアンカーが計画されていたが、根

切り次数の指加と 1掘削次数あたりの

根切り深さが浅くなることで大型バ ッ

3 次根切り状況 ( ダンプ直積み工法)

臨置」 渦トJ¥

阻邑出品jif

メガステー ジ運用状況

がi蔓延し 、社会や顧客から求められ

る建築家像とはかけ離れているよう

に感じる。

ただそれは、“ 建築" という行為が、

求められそして追究しなけれはなら

ない専門知識、技術力が多岐にわた

る膨大な包容力を有し 、極めること

が難しく、果てしないスパイラルを

有 した仕事である証明であるのかも

しれなし、

であるからこそ 、自分を 一人の技術

者として、また一人の人間としてど

こまで高めることができるのかを追

求し、人生を俸げる仕事としていい

フィールドであり、遜色のない相手

であると考えることもできる。そし

てまた技術者としての自己研鎖が延

いては社会貢献へと繋がるという発

展性において も魅力ある仕事である。

「職業はりと聞かれて「私は建築家

ですj と胸を張って言える 日まで修

業あるのみ。

. すいせん者

大久保英二

竹中工務底広島支底

生産統括部建築技術部長



当協会が毎年行 ってきた「青年技術者j の顕彰も歴史を

うに歴史ある青年技術者顕彰が50回の節目を迎え

ら世代別に、 15人の方々

• 
第 1 回青年建築家

松 村 慶三

十年びと昔

1954年/ 倉敷レイ ヨメ槻営繕部

2003年/ 附甫辺設計代表取締役社長

十年ひと昔と L 寸 言葉がある 。 日本の近代史を播くとき、 10年と

いう単位には実感があった。少なくとも日米戦争勃発まではそうで

あった。時間がゆっくり流れていた。いくさが苛酷になり、やがて

突然に、悲劇的奇蹟的な敗戦がやってくる 。戦前戦後の '40年代は、

まさに「てんやわんや」の時代であった。 '50年代に入り、日本の

国権がようやく回復、前途に光明がさして来る 。多くの若い才能を

いくさでなくした喪失感の中で、当時の 日本建築協会の リーダーた

ちが表彰制度を創設されたのは、この時期である 。その思い、期待

感が今になってよく 判る 。五昔前の ことである 。先輩たちの夢に反

して、その後の世界はどのように変わってきたか。

'50年代 ・朝鮮戦争一日米安保ー-55年体制一高度成長

'ω 年代 ・キ ューパ危機 ベトナム戦一文化大革命ーアポロ 11号

'70年代・日中国交 日本赤軍石油ショックーアフガン侵攻

'80年代・チ ェルノブイリ一天皇崩御ーベル リンの壁一天安門

'90年代 ・湾岸戦争ーソ連崩; 康一香港返還- J ¥ブル経済

そして1991年パフ守ルが破裂してすでに十有余年。未だ出口は見つ

からない。神武景気岩戸景気、いざなぎ平成、と次々とやってきた

あの好況の過去が再来すると思っている人は、今はもういない。 卜

年ひと昔と過去を懐かしむこともなくなった。閉塞の時代がまだま

だ続く 。人類未曽有のきびしい諸問題が行く手に立ちはだかってい

る。50年前先輩たちが夢みた日本、そ して大阪はこんな姿ではなか

ったはずだ。

昭和28年に、本格的オフィスビル第一号として 、大阪駅前に第一

生命ビルが竣工し、私の勤めていた会社は、冷暖房完備のそのビル

に移jl 去をした。 7階の窓から見下ろす街はまだ戦後で、 2号線まで

が問市で埋まり、異様な匂いが立ちこめて、薄暮となると客引きの

女ーたちが立ち並んだ。近よりがたく、それでいて心惹かれるー画で

あった。 しばらくは、製図板に T 定規、 トレ ぺに青写真という懐か

しい時代が続き、 10年は黙って我慢をしろと言われて、ひたすら図

面と格闘をしていた。そして今、梅田の周辺は見違えるように美し

くなったが、駅前や西梅田には、ホームレスのブルーのテントが立

ち並んでいる 。冷蔵庫まで持ち込まれ、高級犬も飼われていたりす

る。あの闇市で、その日の糧をうるために、必死に働いていた人た

ちと、果たしてどちらが倖せなのか。

金とモノ本位で荒んだ人の心をどう取り戻すのか。まちが本当に

美 しく住みやすくなるための、長い長い道程が続くだろう 。マレー

シアのマハティールさんはこう言っている 。「世界は道に迷ってし

建築と社会 ・2∞3. 12 31 



まった。あまりに早く動きすぎている 。立ち止まって考える必要が

ある一一」。次世代に期待するしかないのだが、何一つアドバイス

できないのが非継続の時代だ。若い建築人にあえて贈るとすれば、

この言葉になるだろうか。「元気。感J 性。基礎能力」。

( まつむら けいぞう 「他築と社会J 1954年 6 月号所収)

• 
第4 回青年建築家

市川

ｾトｾ

Z長

力不足の言いわけ

1957年/Q槻東畑建築事務所

2003年/ 同上取締役会長

乙のたびの協会からの原稿依頼には驚いた。正に青天の議躍であ

かつ

る。私が嘗て青年枝郁諸の一人に入っていたことを、何と印年近く

も知らなかったというわけで、ある 。年並みに物忘れがひどくなって

きたことは否定しないが、それにしても… … というところで、同封

のコピーを見て合点がいった。“ 最近健康を害して静養中" であっ

たことはたしかであり、その留守中のことに間違いはない。それよ

りもショ ックであったのは、選考対象の研究所がたとえ当時の説明

通り、“ サイエンスのかたまりのような" 設備のために建築工事費

が削られたにしても、 他にもデザインに選択の余地があったはずと

p う、実は私にとっては悔いの残る建物だ ったからである 。誰が選

んでくれたのか、相前後して設計した少しはましなオフィスビルな

ら大阪市中 にも 2- 3棟はあったのに、なのである 。

ただ、設計というものが、駆け出しの力不足にとってその意志を

貰くことがいかに難しいことなのかを思い知らされたのは、やはり

翌 '58年から手をつけた大阪駅前再開発であるが、戦災跡地の区画

整理事業から市街地改造事業へ、そして更に都市再開発事業へと、

法規の改正に押 されるようにして、第一次のマスタープランか

ら'65年の着工までに 7年が経過している 。そのために、 3階レベ

ルで Ｇｾ ｉｾ 央 の Ｔ Ｐｭ 広場へ分岐して 引 き込み、オフィス階の玄関を Ｓ 階

に設けるはずであった阪神高速空港線は本線の工程に間に合わず、

中途半端に 2階屋上に駐車場だけを残して蒸発してしまったのはや

むを得ないとしても、悔いの残るのは計画半ばで高層棟の高さを削

られたしわ寄せが 1 、 2 階の階高に及び、庖舗空間に高さのゆとり

を失った乙とである 。それでは、と要所に提案した吹抜けも、その

床を買い取って提供するならという条件つきでは如何 ともなし難

い。ただ、この11寺の再開発事業での川上業務の知識不足への反省が、

その後の弊社のコーディネーターと しての再開発業務への出発点と

なったことは石在かである 。

建築の設計をしていると言うと、建築に関心を持つ素人の方々か

らよく“ 羨ましい" と言われる 。仕事の成果がいつまでも公の場所

32 

に残り、多くの人々の目を楽しませるからだそうである 。 しかしど

なたでも、いつも納得のいく作品ができるとは限らないだろうし、

残ってくれでは困るものもあると思う 。焼き物であればぶちこわす

こともできるが、建築はそうはいかな L 、。最近はやりのサスティナ

ビリティは環境対策ではなく精神面での持続性であり、見る人の心

にいつまでもよい記憶を残す建物がふさわしい。美 しい建物、品位

のある建物、魅力ある建物、歴史的に意義のある建物等々、そして

人々の役に立つ建物も資絡があるとすれば、私に悔いの残る研究所

も、お役に立っている以上は残っていても仕方がない… … か。反対

に少しはましと思っていた大阪市内のオフィスビルは、建て替えら

れて今はない。 (¥、ちかわひろし 「鉛築と社会J 1957年 l 月号所収)

足

克

目

融

日

日

目

惜

岡

2

徳

青年建築家に選ばれた当時 と今

1962年/e附仲工務庖

2003年/ 欄徳岡昌克建築設計事務所

寄稿に当たり、故岩本博行師匠の: tfu:需の言葉やその折の建築に想

う自分自身の言葉を読み返してみて、あたかもタイムカプセルを聞

いたような新鮮な驚きに浸っ ている 。因みに、: t ! 餓のことばは次の

ように始まり終わっている 。「彼は強情である 。彼の美徳である 。

彼の追求力、積極性、誠実性が、ものごとをいい加減にすませ得な

いのだ。それが強情にこり固まる 。その強情の角を矯めると彼の牛

は死ぬ。彼は強情で支えられているのだ。彼の可能性もまた強情の

泉から涌き出るのである 。彼の強情が美徳に輝くのは純粋な精神に

包まれているからである J 。私の文は 「古建築の美 しさ、厳しさ、

その合理性、人の心をうつものが多いけれど、( 中略) 移りゆく人

聞の要求に対して建築はどのように応えればよいのだろうか、だが、

永年風雪に耐えてその用を満たしているのを見るのは楽しい。まさ

に照張のl時代に生きる今日の社会に砂漠の中のオアシスのごとき、

人々に安らぎと喜びを与える建築環境を創造しえたならば、それは

明日に残る建築の有力なる条件のーっとなろう J。

代表作品の一つ大和銀行茨木寮は2∞人の独身寮だ った。竣工」

の席上で時の寺尾頭取から 「自分は長い間こんな寮がほしいと思 っ

ていたJ とお褒めの言葉をいただいて、それまでの苦労も一挙に吹

き飛んだ記憶も生々しくよみがえるけれども、今はない。第 5回の

大阪国際見本市仮設建築物は文字通りの仮設だ ったが、との仕事を

担当したことが渡米の糸口にな ったし、そのデザインがシカゴでの

S.O.M. での面接で物議をかもし、そのことから、建築とは何かを考

え、今日に至 っ ている 。 私には重要な作品である 。 このくだりは ｾ Ｚ ｉｊ｜

著 『建築古き様のデザイン- J ( 彰国社、 1998) に詳しい。



岩本さんのような自分を理解してヲ |っ張り上げてくれる上司に恵

まれていたのに、組織にあっての自分の将来がとても不安であった。

竹中工務庖設計部には多くの人材が溢れていて 、このままではずー

っと設計部でデザインを続けられるか!鉾らなか った。どうしてもデ

ザインをやる奴だと組織に認知させる必要があるように思われた。

こうして 5 年の歳月をかけて雇用してくれる米国の建築家を求め、

賜暇を得て 2年間の滞米の機会を得た。いろいろな人々のお蔭で素

晴らしい体験が出来た。2∞3年に上梓した 『建築ーゆずり葉のデザ

イン- j ( 相模書房) の 中で、先の 『生き様のデザイン j に書評を

いただいた、 2∞2年意匠学会賞 を受賞された大阪大学の藤田治彦教

授の玉稿の再録をお許し頂いたが、その中で一「この後半が作品集

となった自伝は建築家、徳岡昌克氏が随意にして- 30数年前の波米

のときのように一再びつくったポートフォリオである様に思う 。語

られる内容の純粋さと熱意、そして」ーと述べて下さ っている 。建

築を創るということは純粋な精神に包まれていることが大切なのだ

と改めて思う 。

こうした環境下に身を置くことの窓口を聞いてくれたのが、との

青年建築家顕彰であった。

( とくおか まさかっ 凡E築と社会J 1962年 7 円号所収)

• 
第11 回青年建築家

束 孝 光

40年後へのタイムカプセル

1964年/ 坂倉準三建築研究所

2003年/ 大阪大学名誉教授・ 千葉工業大学教綬

建築協会の第11回青年建築家に選ばれてからもう 40年、正確には

39年だが、いずれにせよ、あっという聞の年月であ った ような気が

する 。一番の驚きは、このころすでに学校や庁舎の建築を担当させ

てもらっていたことだ。当時坂倉準三先生の大阪事務所勤務で、直

接の指導は西沢文隆さん、机を並べる同僚に太田隆信さん、 111111奇泰

孝さんなど、今から考えると夢のような環境だが、当時はみんな元

気いっぱL ミの青年群像だったと言うよりない。

大学を出て 6年、 郵政省建築部に 3年いて 、それから西沢さんに

頼み込んで念願のアトリエ事務所にもぐり込ませてもらった。たち

まち小 さなオフィスビル、団地の集会所十マーケット、高等学校体

育館、そして30歳そとそこで市庁舎の担当者になった。私の才能か

らではなく、ほとんど、偶然の巡り合わせだったような気がするから、

凄くチャンスに恵まれた時代だったのかな、とつくづく想う 。

この青年建築家特集が出たころは、私はもう東京にいて、新宿駅

西口地下広場の仕事で現場を走り回 っていた。掲載されている私の

写真は、 ] R新宿駅のホームに上がる階段の途中で、撮ってもら った

もので、撮影者はなんと後に淡路島で瓦師にな った山田倫二さん。

二人で群集の中を悪戦苦闘したことを思い出す。問題の渦中に飛び

込め、という主張を映像で表現したかったのだが、なにせ乗降客数

日本一の新宿駅のラッシュアワーは、殺人的な人、人、人の波であ

った。

「私自身への確認」と いう 一文は、現在の自分と違うことを言っ

ていないかと、多少どきどきしながら再読したが、まあまあ今に続

いているようで安心した。造型より行動をとか、社会のるつぼの中

に飛び込んでとか、多数の協同者を組織してとか、最後にはそれら

を通して自身の人間像を鮮明に浮かび上がらせてなどと、勇ましい

ことを言ってい るのはみんな自分自身への叱l砲であ った。当H寺、坂

倉時代の総仕上げとして、新宿西口プロジェクトの大渦に巻き込ま

れながら 書いた原稿だ。いまもスタンスは変わっていないので、ホ

ッとしたと言 うのが正直なところである 。

昨年、ここに掲載されている枚岡市庁舎( 東大阪市分庁舎) が

DoCoMoMo関西の20選に入 った。美術館に行くと、資料として30

代の私が捌いた卜レペに鉛筆書 きの平面図、立面図が貼り 出されて

いて、たちまち約40年前に引き戻される想いであった。 卜レペに鉛

筆なので長い年月にどれだけ耐え得るものか心細いし、できること

ならもう 一度描き直したい気持ちがしきりである 。でも、もう半ば

歴史のなかに入りつつあるわけで、私の子に届かなくなりつつある

と、覚倍するより仕様がない。

青雲の志を抱いて青年技術者に登場さ れる若者たち、これから30

年、 40年後に、自分をどのように振り返って眺められるか、そのた

めに何をこのタイムカフ。セルに入れるのか、大切に考えて欲しいと

思う 。 ( あずま たかみつ 「建築と村会J 1!J64i 1三H I号所収)

• 
第12回青年建築家

出 江 寛

竹中時代を懐古する

1965年/ 附仲工務居

2003年/ 出江建築事務戸爪槻

哲学する竹中工務自

「お い出江、建築とは哲学することやでj 、今は亡き岩本博行当

時設計部長が、私のスケ ッチを見てニ ッコリ 笑って言われた言葉で、

す。あれはもう 40年も前のこと、私はそのH寺、その意味が何のこと

か良くわかりませんでした。

p ま思うと、工務屈の設計部ー長がそんな高次元なことを言ったの

であります。これまはさしく 「建築家」としての発言であります。

当時も今も、ゼネコン= ゼニコンと諸悪の根源のように言われてい

たH寺代に、すでに建築家とは何をなすべきかをしっかり見据えてお

られたのだなと、つくづく感心するのであります。アメリカの国際
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推奨基準である UI A協定のなかに I建築家職能団体、及び日Aの目

指す目的は「建築の芸術J 及び「科学」に| 刻する知識を維持し他の

いかなる動機より i必t されるべきである j というのがあります。

時の竹中工務! 苫設計部もこの芸術に大きなウェイ卜をおき、デザイ

ン会議は非常に厳しいものがありました。

芸術性より普通性を高める

哲学の三大要素は、広辞苑によると美学 ・倫理 ・論理となってい

ます。そしてそのなかでも、美学は最も大切な要素であるとされて

います。ところで、竹中の設計部全員がデザイン( 芸術) ができる

わけがありません。そこで、考えられたことは「普通性を高める」

ということでした。例えば、世界ーの美人も、目は 2つ、鼻と口は

それぞれ l っと基本梢成は同じ、つまり構成だけで、見ると美人も特

別ではありません。 しかし美醜が存在し、それを決定するのは構成

している部分がほんの少し大きいか小さいか、または長いか短いか

というようなわずかな差であります。同様に建築の美醜もほんのわ

ずかな差で決定されるものであり、このわずかな差を追求すること

が「普通性を高めるJ ということになるのであります。

都市を埋め尽くす大部分の建築は、実に平凡で退屈なものばかり

であります。これら圧倒的な数量の建築が、少し美しく高まるだけ

でどんなに美しい街になることでしょう 。「普通性を高めるよこれ

こそ建築家教育に大切なことであり 、天才でなくとも誰にでも出来

る美しい建築、街づくりの重要なポリシーなのであります。

伝統と現代建築

「出江、明日か ら会社に来なくてもよろしLリと部長命令が下り、

私は何のことかわからず、「はあ… …」と息をのむ。「その代わりな、

カメラを持って、おまえがモダンやと思う日本の古い建築を煉って

来い。その古い建築の美を我が社が造るビルにどう影響させるかを

考える 。わかったなJ というととで、次の日から私は自由の身。早

速、重いニコンのカメラを持って自分の気に入った古い街を毎日見

て回ったのです。気楽なものの、古い建築の何が、そしてどこがモ

ダンなのかを見つけることが最大の悩みでありました。

週に一度ぐらい会社に帰って、撮ってきたスライドを岩本部長に

見せる 。最初は楽しかったのですが、これが何ヵ月も続くと、同僚

たちが次々と新しいビルを設計しているのを見るたびに、自分は何

をしているのだ、まるで爺さんか婆さんの寺参りみたいなことをし

て、皆からオレは遅れると焦り出しました 。ばかな私は部長に、

「もう帰って仕事がしたい。誰か別の人に代わって欲し p j とお願

いする 。部長は「お前はアホゃなj といって、この仕事から降ろし

てもらう 。今から思うと本当にアホなことをしたとつくづく後悔し

ています。 しかしそのころに、 二元対比の美、 間合いの美、素材感

等々、特に瓦の美しさを本当に知ることが出来ました。これが後に、

かわらミュージアムのコンペと設計に大変役立つ乙ととなりました。

最後に、若p 建築家の皆様へのメッセージとして、「建築は哲学

することなり Jo ( いずえ かん 「銭築と社会J 1姉 年 7 月号所収)
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• 
第 14回青年建築家

太 田 隆 信

創建・維持・再生

1967年/ 坂倉準三建築研究所

2003年/ 側坂倉建築研究所 ( 1969年に改称)

突然、 36年前の記事の コピーを送っていただいた。あわてて再読、

なんとも面映ゆい感じ、といいながらも、大阪万博の 3年前に「関

西の建築界の地盤沈下」を憂うるあたり、けっこう先が読めていた。

しかし、そんなことで喜んで、いてはいけない。現況は当時よりも悪

化している、内心'1宜侃たるものがあります。

若い 世代に対するメ ッセー ジ、どう発言しようとも、天にl唾する

ごとになります。それを承知の上で、自戒を込めて…

大阪市中央公会堂、昨秋の竣工以来一年たって、残務整理のあと

始末もようやく完了。ほっと 一息と言いたいところですが、すでに

巡行運営にともなう維持管理計画の打ち合わせが始まっています。

とれからは、本当に永い永いおつきあいになりそう、いや、なって

ほしいものです。

1918年創建のこの建物、工事費は当時のお金で110万円、今なら

さしずめ 110億円というところでしょうか。奇しくも、今回の保

存 ・再生工事総額も 110億円、なんとなく因縁めいたものも感じま

すが、ここで問題にしたいのは、そのごとではなく、創建の時から

1998年の共用停止までの80年間、大小とりまぜて、毎年おとなわれ

てきたであろう維持・改修の費用の合言|はいかほどであったろう

か。今となっては、まとめようもないが、 今回の保存 ・再生工事か

ら類推するに、創建時、今回の保存・再生 11寺とほぼ同額の100億円

程度ではなかったか。あくまでも、個人的な推算にすぎませぬが、

そんなに違ってはいないと思います。

考えてほしいのは、この動乱の80年間に、まとめてみると総額こ

れだけの維持管理、改修の工事がおこなわれていて、その時々の厳

しい状況のなかで、観客の期待に答えてきたこと 。それだからこそ、

創建 ・維持 。再生の80年 大阪市中央公会堂



市民各位が折にふれ岩本栄之助氏の遺志を伝承してきたのです。と

こが大切なところです。この80年間の100億円なかりせば、 今回の

保存・再生工事はありえなかったといって も過言ではありますまい。

創建一維持管理一保存・再生と並べてみるとまさしく三題話。 し

ごく 当然、あたりまえのことですが、その実行となると、これは大

変。あたりまえのことを素直に、きちんと、丁寧に実行することの

新しさを改めて痛感させられます。

どうすればいいのか、ひとつの方法として、 青年建築家の登竜門

といわれている渡辺節賞、建築家協会新人賞を目指して設計を進め

るH寺に、もう少し先を見すえて、建築家協会25年賞をも視野に入れ、

永持ちする材料の選択、永続きする詳細の決定を心がけてほしい。

書 きながら冷や汗が出ます、しかしこのことが、私たち建築家にと

って21世紀を論ずるスタートラインと覚悟してます。青年建築家の

仲間には入れてもらえないでしょうが、私もこの機会に新たなる気

持ちで頑張ります。

( おおたたかのぶ 陪E築と社会J 1967年11月号所収)

• 
第 18回青年技術者

狩 野 忠 正

Art  &  Di gi tal  

ＱＹＷＱ 年 Ｏｾ附 守中工務居

2003年/ 狩野建築研究所

これから関西の建築は面白くなる 。関西は面白くなる建築をめざ

す役目をにな っていると言った方が当 を得ている 。関西が持ってい

る潜在力、それは遺伝子とでも言 えるが、確かな伝統的な要素なの

である 。あまり外の動きに、海外も含めて、動じないのが関西気質

とでも言える 。 さめたH良で遠くをじっと見ているのだ。古代から戦

乱、大災害を幾度となくくぐりぬけてきたところから成立した確か

な眼を持 っているのだ。この眼力の原動力は、 地球の裏側 までも見

すえようとする眼と 言える 。そこには建築する姿勢とおおいにかか

わる 「国際性」とでも言えるものがある 。車111足は関西に置きながら、

p ともたやすく海外へと飛び立とうとする気分なのだ。孫悟空が雲

の上から遠望するあの姿とだぶってくる 。 ヨーロッパ、アメリカ、

南米、アフリカ、中近東、アジアへと軽々と渡ってしまう 。

関西はこのように行動した結果、精神の発露を内に秘めたままと

なっている 。現在の日本の閉塞状況を打破するには、乙れを生かす

ことが得策であろう 。自ら 「国際性」を進めようとする行動にこそ

突破口が現れてくる 。「国際性」と平行して考えられるのが 「実験」

である 。「実験」 こそ伝統の継承、という乙とを身をもって経験し

てきたのだ。それは事象の裏側 を見ようとする日常の生活様式から

きている 。本質を見極めようとする好奇心なのである 。そこに面白

いものを生む要素が備わっている 。「実験」は正否の表裏にあるの

旦巳竺

博 物 館

計 画

は確かである 。この構図をのりこえてきたのが関西と 言 えよう 。建

築の分野では構造とか、 素材とかディテールとか、異分! J l Y とのコラ

ボレーションにあって、数々のパリヤーを払拭してきたのだ。

さらに現代は 「環境」を解決するところに力を集中することが重

要となる 。「環境」は建築、者11市を生態の視点でとらえるのが基本

である 。まさに生態は21世紀を解く鍵なのである 。そのためには生

物を、植物を、水を、空気を識るごとから始めることになる 。関西

の内に秘める力により、都市・ 建築がかかえるこれらの問題を解決

することが重要なのだ。そこに求められる手法は、関西特有の技-

.AIt と情報を生かすデジタルー との組み合わせにある 。

Art &Di gi 凶は今であり、これからというととになる 。

( かのう ただまさ 「建築と社会J 1971年11月号所収)

• 
第20回青年技術者

遠 藤 剛 生

変わったものと変わらなかったもの

1973年/ 遠藤剛生建築設計事務所

2003年/ 向上所長

私は1973年、第20回青年技術者に選ばれました。ちょうど30年前

のことです。当時と今、私自身の中で、変わったものと、変わらなか

ったものについて少し触れ、そこから読者諸兄に何か、少しでも読

み取ってもらえるものがあるならば幸いです。

誰にでも当てはまることなのか、私個人のことなのか定かで、はあ

りませんが、 一つの事に思いを馳せ前へ前へと進むとき、自分自身
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の中でほとんど変わらないものと、少しず、つ変わっていくものがあ

るように思います。

まず前者では、少 しずつ積み重ねた知識が基にな って、考え方が

変わってゆくということがあります。「継続は力なり J と言います

が、一つのテーマを20年、 30年と追い続け、試行錯誤を繰り返す中

で知識も集積され、だんだん考え方も深まると同H寺に整理もされま

す。そのような少しは整理された考え方をもとに自分の目で古い計

画等を見ると、本質とかかわりのないものや、余分なものにいかに

左右されていたかがわかってきます。それが建築であれば、平面計

画であれ、空間構成であれ、形態等であれ全く 同じ状況を呈します。

すなわち、突き詰めれば突き詰めるほど、その本質的なもののみが、

いたってシンプルな姿で立ち現れてきます。自分の過去の作品を見

るときもその中にある不純物が見えてくるのです。普遍的なもの、

客観的なものは学習すればするほどに、より確度を高め、当然のこ

とながら誰にでも理解できるような魅力を持った物や、事として立

ち現れてくるものだと考えています。

しかし一方、生まれながら身体に備わっているものや、日々の行

動や経験によ って顧み重ねら れる事柄、すなわち感性にかかわるも

のは、直接考え方の表面に表れることはなく、むしろ無意識の底に

沈んで、いくように思えるのです。 しかし、創作活動の中で種々の決

断に迫られるとき、確実にその無意識の 中に沈んでいる感性によ っ

て形や素材や色彩を決めています。いわゆる好き、嫌p の領域です。

当然客観的な要素が判断の中に全く 加 えられていないとは言えませ

んが、基本的には直感によって決めていると思っています。確かに

30ft と40代、 50、印代では感覚的なものも多少は変化しているよう

に思えます。 しかし、それは多分に社会の状況や時代の変化から生

まれる時代の精神や、また自分自身の肉体的変化などによって変わ

るのかな、という程度だと思っています。本質的な部分ではむしろ

ほとんど、変わっていないと言 うほうが正しいでしょう 。

物をつくるということは、それが都市的なものであれ、単体の建

築であれ、その存在自体の中にこの両面の特徴が作用して、総体と

しての造形物が生まれている と思います。

( えんどう たかお 医E築と社会J 1973年11月所収)

• 
第21 回青年技術者

内 田 直 樹

巡り 合わせ

1974年/Q槻日建設計

2003年/ 神戸大学教綬

いわば修業中に無我夢中で取り組んだ応募作品のうち 、こ こでは

製鉄所の製鋼工場 ・il反炉棟との出合いと巡り合わせについて記して

みたい。
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入社早々、製鉄所の「プラント構造物の構造設計も担当してみた

Lリと無謀な希望を上司に出していたと乙ろ、 3年目にいきなり担

当さ せられたのが製鋼工場の転炉棟であった。上司も私以上に無謀

であったのかも知れない。それまで社内には、プラン 卜構造物は意

匠から構造 ・設備まですべてまとめて設計をするスペシャ リストか

らなる独立部門があって、当時の構造部は、専ら事務所建築の構造

設計を行っていたのである 。徹夜の連続で悪戦苦闘したものの何と

か設計を済ませることができたのは、プラント設計の先輩たちが私

の構造計算など期待せずに、それまで、の経験で、培った技術に自信を

持って設計をまとめたからであろう 。

乙の高さ ωmを超える大スパン構造物の設計と 一連の工場検査さ

らには竣工後の振動実験の経験は、 i極厚鋼板の溶接や接合部のディ

テールの基本を学ぶ恰好の機会となり、その後担当した多数の超高

層建築や大スパン建築にも有形無形の力になったと思われる 。設計

の経験を重ねるうちに 、鉄骨造は何よりも生産性がよいものを指向

すべきであるとの設計思想を抱くようになり、 H形鋼を柱に用いる

場合の柱梁接合音fi パネルに補強を要しないウェブの厚い H形鋼の開

発を製鉄メーカーに機会あるごとに提唱した。

やがて、新耐震設計法が導入されたものの、岡11床仮定が成立せず、

移動荷重で、あるクレーンを有する複雑な立体架械から成るプラン 卜

椛造物には多くの検討事項を含んでおり、産・官・学で市捜設計法

の開発に取り組むことになった。そこで、 加速度応答スペクトルか

ら各次数の応答慣性力を求めて設計用地震力の分布形とすること等

を提案して 5年間の成果をまとめた。その後、乙の研究をさらに継

続して学位論文をまとめることになるとは、当時夢にも思わなかっ

た乙とである 。

ところで、ウェブの厚い H形鋼の実現をみたのは、私が設計事務

所から大学ヘ移ったちょうど 3年前の乙とであり、この新しい H形

鋼の有効活用に関する共同研究は研究室で、取り組んで、いる大切なテ

ーマの一つである 。 しかも、乙のウェブの厚い H形鋼を製造してい

るのは30数年前に設計の修業をした製鉄所である 。巡り合わせとは

ひとしお

いえ、感慨一入である 。

新 旧H形鋼断面と研究室の仲間( 前列左か ら2帯目が筆者)

( うちだ なおき m築と社会J 197州三11月号所収)



• 
第22回青年技術者

高 松 伸

回春法

1975年/ 側匠設計室

2003年/ 京都大学教綬 工学博士

このところ図面にこだわ っている 。CADではない。手描きである 。

描き始めてみると、昔の自分にあらためて感心することしきりであ

る。そもそも、朝仕事を始めるまでがひと仕事である 。まずは、前

夜適度に湿らせ製図板に貼りつけておいた下敷紙を検分する 。この

下敷紙がお天気屋である 。つまり天候次第である 。湿度をちょっと

読み違えるだけで、たちまちツムジを曲げる 。 さて、ほど良く張り

つめたこれにトレぺを固定する 。この時、その日の作業を丹念に思

い浮かべることがなによりも肝要である 。どのような手順で描き進

めるか、どの時点、でどの辺りに描き込みが集中するか。 トレぺは思

春期の少女のように過敏で、ある 。子の動きとぬくもりに身をよじる 。

乙れを見定め、四辺を整える 。金箔を押す要領である 。気を抜くと

手痛い目に遭う 。たちまち垂直線が振れ、水平線が燐む。

次に道具である 。永年プラン・マスターを愛用している 。20年間

油差しを怠った ことはない。したがって、決して狂うことはないが、

それでも必ず調整する 。問題は鉛筆である 。カステルよりも断然ハ

イユニがよい。それも、なぜか年代物の方が間違である 。が、これ

がまたもや気難しい。 1 ミリの聞に、長さ 600 ミリほどの、まるで

カミソリの刃のような線 3 本を引き切ってもらうには、寝かせ方

( 筆立てなど論外) や寝床の按配などに細やかに気を配らねばなら

ない。 3 H、4 H、 5 Hを十本ずつ研ぎ並べ、最後に三角スケール、

テンプレート、分度器などをソルベックスで洗う 。こうしてやっと

始まりの準備が終わる 。この間およそ 1時間。コンヒ。ューターなら

ば、とっくに図面の l 枚もプリント ・アウトしてると乙ろだ。なら

ば、何故にこんなまだる っこしいととにこだわるのか。それも、ご

の歳にして。そう、最早お察しのように、理由はまさしく、そのコ

ンピューターにある 。迷わず、臨時わず、ふたつの点を結ぶ正確無

比な線を一瞬にして描いてしまうコンピューターにある 。なにより

も、この当意即妙の道具を使っているうちに、いつの間にか、建築

など当意即妙で創れるものとすっかり思い込んで、しまっていた自分

に気づいて、心底戦傑したからなのだ。 l 本の線を引くことに迷い

た め ら

臨時い、ふたつとない l 本の線の美 しさに恋い焦がれ、たった l 本

の線のために倦むことなく鉛筆を研ぎ澄ます。そんな時間の淀みの

中でこそ建築の夢を紡ぎ続けていたころの、あの胸の高鳴りを思い

出したいと思ったからなのだ。

ということで、何を隠そう、このところの私は、かかるプリミテ

イヴな処方を頼みに、あの当時への回帰を企てている 。&11ち回春で

中国・天津博物館現場 (2004年 2 月峻工予定)

ある 。その試みの幾つかが、今建ち上がろうとしている 。コンピュ

ーター・エイジの青年たちよ、効能の程をとくと御覧じあれ。

( たかまっ しん 「建築と社会J 1975"1三11月号所収)

• 
第26回青年技術者

福 本 早 苗

構造技術者 として何ができるのか

1979年/ 側大林組建築設計第3 部

2003年/ 側大林組建築設計部

今から思えば、構造設計者として何も知らない未熟者の私を青年

技術者として選んで、いただけたのは本当にラッキーだったと思いま

す。その時の 「青年技術諸としてのことば」を読み返してみて、ち

ょっと 恥ずかしい反面、ひたむきな姿を思い返し、 すがすがしい気

分になりました。1979年当時と比べると、 今では、 女性の構造技術

者の数も格段に増え、多くの女性構造技術渚が活躍されていますが、

当時の私は、構造技術諸としてこれから会社の中で仕事をしていけ

るのかという不安でいっぱいでした。そんな状況の中で、青年技術

者に選んで、いただいたことは私のそんな不安を和らげ、また、自分

の将来への一歩を踏み出す勇気を与えてくれました。

あれから、 24年になります。少しずつ仕事に参画する機会をいた

だき、遅ればせながらいろいろなことを学び、構造設計者になって

きたかなと実感するようになりました。気がつけば、 曲がりなりに

30年以上、構造技部情として仕事をしてきてしまいました。仕事を

通じていろいろな方と出会い、知らない聞に周りの方に支えられ、

助けられている自分を発見することも 多く 、一人の力ではとても成

しえない乙とを組織・社会の 中で経験できたことを嬉しく思ってい

ます。昨今のコンピューターの発達はとりわけ目覚ましく、私たち

の作業環境を大きく変えてきました。構造解析ツールも充実し、超

高層、免震、制震、大空間構造etc' " 何だ って簡単に料理できるま
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でになりました。でも、忘れてはならないのは、「自然のカ」 を相

手に「モノ」を造っているということです。言うまでもなく、 何か

前提条件を設けなければ、結果は生まれません。確定できない自然

現象に対して、これまでの研究成果、英知を集めて「こんなもので

よかろう」と条件づける訳ですが、つくづく、ある意味で大胆なこ

とをしているものだと考えさせられます。日夜、行われている多く

の方の研究によりその前提条件はより確実なものになってきていま

すが、すべての解析は「力」 を想定し、「モデルJ を想定して結果

を得ょうとするものです。島割、庁結果を設計にどのように反映させる

かが、解析を活かす前提であると思います。また、建物を使う人に

少しでも喜ばれるものを丁寧にすみずみまで目を光らせて造りあげ

る乙とができてこそ、本当の構造技術渚と言えるのではないで、しょ

うか。

どんなに小さな建物でもその建物を使う人にとっては、ある時間、

ある期間を過ごす大切な居場所です。構造設計者といえども、そん

な居場所をより心地よいものにするために安全性、居住性などを確

保・向上させることに役立つのなら そんな使命感が、構造技術者

をアクティブにしてくれるような気がします。いつ起きても不思議

ではない地震があちこちで爪をといで待ちかまえています。一方で、、

昨今の厳しい社会 ・経済情勢の中にあ ってハードルは増すばかりで

すが、この執筆でもう 一度、原点、に帰って考えてみる機会を得まし

た。 ( ふくもと さなえ 曜築と社会J 1979if. l l 月ー号所収)

• 
第34回青年技術者

久 保 清 一

新しい出発にむけて

1987年/ アルキーピ建築・造形・計画事務所主宰

2003年/ 側アルキーピ総合計画事務所代表

大阪芸術大学建築学科教授

日本建築協会の青年技術者顕彰が今年で50回を迎えると p う。私

が顕彰者に選ばれたのが1987年の第34固なので、あれから 16年、私

にとっては四十代最後の年に乙の原稿を書くという巡り合わせにな

る。当H寺のことを思い起こせば、それは事務所開設の三年目で、ち

ょうど住居兼ア トリエ( ローズ・デ ッキ/ 顕彰対象作品) が完成し

た年だった。新しい仕事場を得て、設計ー界に| 殺り込むような気負い

があったように記憶している 。そんな折、この顕彰制度に応募する

ことになったのだが、それは今でも私の心を強く支配する出来事で

あった。推薦者である高橋銑一先生の 「最も期待する新人をだすj

という 一言だ。めったに人など折捕しない師匠だけに、乙の言葉は

利いた。おかげでプレッシャーがわざわいしたのか、いまだ新人の

ころより何も成長しない自分に腹立つ毎日を送っ ている 。

今年、 16年間親しんだそのローズ・テ'ッ キともお別れし、新事務

所K コートが完成、初心を胸に秘め再スタートを切ったばかりであ
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旧事務所/ ローズデッキ (1987年峻工)

新事務所/ Kコート ( 2003年竣工)

る。もちろん気持ちの方は今でも青年なわけだから、以前にも増し

て設計界に挑戦しようと思うのは当たり前だ。日歳を迎える青年技

手| 猪とい ったところか。

それにしても過去の顕彰者の顔ぶれをみると 一つのパターンが何

年も繰り返されているのがわかる 。相変わらず大手組織事務所やゼ

ネコンの設計部に所属する人たちばかりだ。ちなみに、過去 5年の

結果をみてもアトリエ派は 2名ほどで、なんと寂しいことか。個人

で事務所をやっている人たちにもっと頑張ってもらいたい。小さな

住宅でも称賛に値する建築は存在するし、評価されるべき建築家は

いるはずだ。35歳までという年齢制限が厳しいのか、 募集に問題が

あるのか、若い会員が少ないのか、とにかくさまざまなスタイルを

もっ若い人たちに登場してほしいと願っている 。この表彰は上司に

推薦されて貰うものでなく、自らが獲りに Lミく栄誉であってほしい。

設計作品について自らの提案を明確に示し、オリジナリティーを語

ることを忘れてほしくない。設計者と しての顔がみえる ことがこの

顕彰制度のポイン卜だし、そのことは、設言十者として社会的責任を

担う 意味においても重要なことである 。

最後に、私は今でも日本建築協会青年技術者の顕彰者であること

を誇りにしていることと、常にその新しい出発にむけて建築をつく

りたいと思っている 。

( く( ; f せいいち 問!g告と社会J 1987年 12月号所収)



• 
第34回青年技術者

大 高 一 博

杭となる技術

1987年/ 側日建設計

2003年/ 鯛日建設計

その 9 月の夜は柔道世界選手権個人戦の最終日で、女子48kg. 級田

村選手と男子無差別級鈴木選手の金メダルが決ま った。観客で埋め

つくされたホールをテレビカメラがゆっくりと映し出していくと、

やがて私はそれが大阪城ホールであるごとに気づいた。それにして

も天井のきれいなホールだなと感心する一方、急にウチワを使って

いる人がいないか気になってテレビに顔を近づけていた。

20年前、私は大阪城ホールの空調設音|を担当し、そのことをまと

めて青年技術者顕彰に応募し、 幸運にも選ばれた。このホールは私

にと って初めての大規模建物であり、 設備設計の出発点となった。

当時、とのようなアリーナタイプの多目的ホールは事例が少なく、

しかもコンサートができるほどの空調環境を省エネルギー的に実現

するのはとても困難に思えた。今や日本各地に大空間ホールができ、

空調できる野球場も 5つを数えるまでになったが、大空間ブームの

きっかけともな ったとのプロジ ェク 卜は、私にとって最初の「杭と

なる技術」をもたらしてくれた。

青年技術渚A 顕彰は、 トレーニング期間を経た若手技術者が、自分

の「杭となる技術」を定め再出発するき っかけとなる意義ある企画

と思う 。「杭J とは、専門技術を掘り下げることによ って自分の中

で船のイカリ( 錨) のように動かしがたくなる見識、のような意味

で、使っている 。技術者の中に 「杭」の数が多くなるほど技量が豊か

になり、多方面から判断する見識が養われる 。実務に入 って10年く

らい、 35歳という年齢は一本目の「杭となる技術」をまとめるのに

適した年齢である 。うまく見つか った人は、次の10年に大きな飛躍

が期待できるのではなし ゅ 。私はそんな思いを込めて毎年技柿渚を

顕彰に送り出している 。

建築は、いろいろな局面で他に替えがたい 「杭」となる基盤技術

に支えられている 。今年起こったニューヨーク大停電のような事故

を見ると、表面に現れにくい技術こそ時代を超えて継承されねばな

らないと改めて思う 。これはエンジニア全般にいえることかもしれ

なP i . J ¥、技術諸は建築家に比べて個人の実績が公表 されたりコンぺ

やプロポーザルなどで第三者から評価される機会が少ない。だから

自分の経験や技術を目に見える形にまとめるととに慣れていないよ

うに思う 。まとめる行為は自分の思い込みに客観性を与えてくれる。

「杭となる技術J を得たH寺、それをなんらかの形にまとめ、自分の

中に一本また一本と打ち込んで、L ミく 。そんな姿勢で実務に当たるこ

とが、若手 ・ベテランを問わず私たち投手jii 者にとって大切ではない

だろうか。 ( おおたか かずひろ 「迎築と相 会J 1987年12月号所収)

• 
第41 回青年技術者

中平和人

生涯一青年技術者

1994年/ 附仲工務居

ＲＰＰＳ 年Ｏｾ附仲工務盾

「青年技術者J に応募する年代というのは、概して初学者の焦り

や気負いがきれいに取れ、経験 ・知識とも旺盛に充実しつつある時

期である 。気力と体力がバランスよく漉り、好奇心も遊び心もた っ

ぷりとある 。何より 重要なのは、この時代は、建築とのかかわりと

いう意味で、技術者としておそらくもっとも幸福な時期であるとい

うことだ。なぜなら青年技術渚は 「密に、直に、素手で、とことん、

意欲的に」プロジェクトにかかわらざるを得ないからである 。

個人や職場によ って状況は様々で、あろうが、この脂の乗った黄金

青年期を、いかに長くそして深く昧わうかが、エンジニアとしての

至福であり、究極の醍醐l床ではなL功ミと、最近とくに思うのだ。

私の駆け出し時代を思い出す。知識・技術ともに未熟な私が、決

定を迫られる局面に遭遇する都度、私は「ヒヨ コの私が設計してし

まって、これでいいのだろうか」などと柄にもなくドキドキしたも

のである 。今にして思えば、たいした決定で もなく、最終的な判断

はやはり上司に委ねられていたにもかかわらず、である 。

経験を積むにつれ、自分と上司とで判断が食い違う際に悔しい思

いが 「で きる j ようになる 。 ヒヨコ時代は 「悔しいとも思えなpJ

のであるから、大進歩だ。ただし 「そうかなあ。おれだったら、こ

うするのになあ」などと思うことがあっても、反駁するには、上司

を説得するだけの技術力がいる 。未熟な構造技術者はスキルア ップ

に励まざるを得ず、それはいっそうの生き甲斐と充実感を生む。

そして、無我夢中で経験を積むうち、ふと気付くと、いつしか決

定権と責任を委ねられ、後進を指導せねばならぬ立場になりつつあ

る。 さらにいつの間にか、分野によってはスペシャリスト的な立場

になってもいる 。構造設計のコクを味わいながら新たな挑戦を楽し

むゆとりができるようになったと言 えば聞こえはいいが、それはつ

まり 「青年技術諸」時代の私が、今思えば恥ずかしいほど未熟であ

ったということにほかならない。

さて、駆け出し時代に雲の上だった組織の最上層部を今見ると、

どうであろう 。彼らは判断力も決定権もある 。 しかし時たま部下に

指示するだけで、 「直に j 自分が建築にかかわっているわけで、はな

いから、いかにも面白くなさそうである 。それがこの年になると子

に取るように分かる 。昔はこれが分からなかった。なるほど、大き

な戸では言えないが、エセ現役では面白いわけがない。

技針路の高齢化につれて、徐々に部下を管理する立場になるのは、

組織である以上当然のことである 。だが私は、モノの品質管理なら

ばともかく、ヒトの管理はするのもされるのも苦手だ。勝手かも知

39 



れないが、人には向き不向きがあり、こればかりは仕方がな p 。

私はいかなる年齢のいかなる立場とな っても、 高い専門性と応用

力、幾多の経験に培われた高度な判断力で、こそ評価 されたい。「ヒ

トに対する 管理カj より 「プロジェクトに対する技術力」でこそ勝

負がしたい。それによ って組織と社会に貢献し、それが評価される

場に居続けたい。不器用な私はこう願ってやまない、生涯一技術捕、

いや、 気持ちだけでも生涯一青年技術者であり続けたい、と 。

(なかひら かずと 「建築と社会J 1994年12月号所収)

• 
第48回青年技術者

三 村 大 介

カウンセラーとエンターテナー

2001年/ 周三村建築環境設計事務所

2003年/ 同上

私の近作 IABEJ  IKCHJ  IMIZJ は共に素敵な施主に出会えたお

かげで、どちらも個性的な作品にな ったと自負している 。それらは

まさしく施主のユニークさそのものが具現化されていると言っ てよ

0

 

3

 

L

 

建築作品というのは建築家自身の作品というよりも施主とのコラ

ボレーション作品であるとい った方が正しい。どんなにこちらが素

晴らしいと思っても施主が首を縦に振らなければ作品は実現化 しな

い。何を言 う、それを無理にでも縦に振らせるのが建築家だ、と言

う人もいるであろう 。 しかし、例えそれで作品ができあが ったとし

ても、施主にどれほどの愛情を持ってもらえるだろうか。私はそん

なエゴイスティ ックな建築家にはなりたくない( 施主のいいなりに

なるという意味では決してなp) 。

そのためにも、建築家はよきカウンセラーでなければいけない。

施主の多様で、、 H寺として雑多な要望を一つの形として実体化するに

は、彼らの話を根気よく聞き、その本質を見極め、客観的な判断で

適切な解答 を提示する必要があるからである 。

そして同時に建築家はよきエンターテナーでなければいけない。

ただの箱でいいのならば建築家はいらない。 しかし、ウイ ットに富

んだ仕掛けや心憎い演出を空間に加えることで施主に快適さはもち

ろん、驚きや喜び、感動を与える乙と、それが建築家としての職能

であり、その手法が建築家の個性である 。

私は大学の設計諜題で特にフレゼンテーシ ョンを重要視してい

る。それは単に図面をきれいに見栄えよく仕上げるテクニ ックの問

題だけでなく、第三者に対してどのようにうまくコ ミュニケーショ

ンを図ることができるかを学ばせたいからである 。学生たちの多く

ABE外観

KCH内観

MI Z内観

がコミュニケー ショ ンとは 「情報を伝達する 」ことと女野省的に捉え

ているが、それは正しくない。コ ミュニケーシ ョンとは第三者と

「情報を共有する 」 ということ、そして、そのためにも 「相手を理

解する」ということ、これがコ ミュニケーシ ョンの本質である 。そ

れを学ぶことは建築家というカウンセラ一、エンターテナーになる

ための必要条件で、あること以上に、 一人の人間として社会生活を送

る上での重要な素養 を得ることだと考えている 。

( みむら だいすけ 「建築と社会J 2∞1
1
'1'- 12月号所収)
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「建築と社会」誌

大正6年3月に誕生した日本建築協会 本建築協会雑誌」、さらに1年後には おりで、パックナンノ Tー購入希望は、

( 当時 ・関西建築協会) の、機関誌 「建築と社会」と改題し、今日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06- 6348ー

は大正伴9月に「関西建築協会雑誌」 ってL、る。 0635、FAX 06- 6348- 0634) まで。

と題して創刊 された。大正8年に「 日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格はlZXJ 円 G掛・消費税合) 。

特集一覧 ・1979- 2000

1979 

vol. 60  

1980 

vol. 61  

1981 

vol. 62  

1982 

vol. 63 

1983 

vol. 64 

1984 

vol. 65 

1985 

vol. 66 

1986 

vol. 67 

1987 

vol. 68  

1988 

vol. 69  

1989 

vol .70  

1990 

vol. 71 

1991 

vol. 72 

1992 

vol. 73  

1993 

vol. 74 

1994 

vol. 75 

1995 

vol. 76 

1996 

vol.77  

1997 

vol .78  

1998 

vol. 79 

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81  

号 一ーユ一一一 一 2一一一 3一一一一三一一 一一三一一一一主一一一 7一一一一旦一一一 9一一一」旦一一一 11 一一 12一一

- 転換期の

再 開 発 *

- 大阪南港

ポートタウン ・ 商業空間本 ・ コンヲ 1) ート ・ 日影規則* ・ ホテル珪聾と ・ 農 村 施 設 ・ 建築の終局 ・ 庄内の ・ 80年代の ・ 軍26回 ・ 建設業の

のひびわれ 情報システム の 変 貌 * 強度の検討 まちづ〈り本 インテリア事 青年技術者専 労務. Ml i *

. 80年代の ・ 今後の ・ 最近の盟行担聾 ・ 軍27目青物稿者 ・ これからの建

都市と建築一 省エネルギー ・ 安井建築 ・ 住宅の ・ 建築行政と ・ 段近の ・ 都市景観と ・ 屋肉体育 ・ 水ぎわの ・ 今後の外装 ・ 転機にたつ 築設計と新耐

まちづくりの の趨勢 設計事務所 耐久性本 法規本 防水工法 7 メニテイ$ 施設の設髄牟 まちづくり 吹付仕上材$ マンンョン 震 設 計 法 *

歴史と展望 ・ 建 築 金 物 作 品 集 集合住宅

・ 中国の論文 ・ 台所まわり ・ 災害と法 ・ 都市住宅一 ・ 建築物と風 . 住宅都市監嗣公 ・ 障害者の

・ 職 能 論 * ー 北 京 の ・ ポートピア の計画と ・ シ- 1 ) / グ 一安全な環境 住まい手 114ナーの 1FEEtit ・ 間仕切壁の ・ 第28回 暮らしゃすい
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まちづ〈りを闘う *  内丹装補陣控幅 ロホ; -J ト闇尭$ 法制度 ・ 京都駅南口 ポイント 人 々 * と生活さE聞 の思主主 建 築
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・ 自由盟主へのE ・ 情報化を ・ ホールー ・ 建物の表情一 ・ 建築と水の ・ 接合一人体と ・ 村野線吾の

・ 大 阪 糊b ・ 東海の現在 理 事 総 榔 めく' る建聾 それが生み 蹴 の ・ 大阪国際 演出 ・ 都 市 明 康 建築にみる一 一断章 ・ 第 3 2回

と近未来 ・ 控脚の基躍を 見本市新会場 ・ 神 戸 研 究 スT ーツ ロ ・ 伊勢湾をめ 背年技術者

都市lM11 だ す 文 化 一 外 壁 材 料 ・ 日連盟計作，; ; ; '
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防水工法 計画 (第 2期) ・ ツイン21

・ 貯 蔵 保 管 ・ 陸曹と町並品の
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体育会館 作品集
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調からの報告 作品集
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のハウジング
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宮城県北部連続地震に係る

被災建築物応急危険度判定に参加して

松尾憲和

兵庫県県土整備部まちづくり局建築指導課建築行政係主査

395 

今回の応急危険度判定では、 判定当日の制j に矢本町の県立高校内

に設置された現地支援本音1Iに判定士が行き、そごで、判定にあたっ

ての注意点等の説明や判定地区の割り振り等を県 ・111]役 場 担当者か

ら受け、 2名 l 班{本1Il il で現地に出向いて判定作業を行うという方法

で劉泡された。

兵庫県から応急危険度判定に参加した反省点等については、下記

のとおりである 。

・応急危険度判定の支援側

①支援体制、持参する装備、 応援者の党↑ 高等を決めるとともに、判

定実施主体( 被災市町村) の負担を軽減するため、

・鉄道 ・道路等の交通事J防、電気 ・水道 ・ガス等の復旧状況、 一般

の食堂等での飲食の可能性等の事前把握が必要。

・ 具 体的な支 援 作業に先 立って現 地 入りし、被災県Ｍ市 町村 の ｊｉｾ 品

等の把握や連絡調整、派逃する職口の現地でのf本1Il U ( 宿泊 ・食事等)

の確保を行う婆員が必要。

・現地支援本部から判定実施地区への交通手段の臨保が必要。 (例

えば、カーナビ付 きレンタカー)

②判定作業の効率を高めるために、 2 日間以上の参加が必要。

①笑|祭の応急危険度判定作業にあたっては、

・被災者の方は、「応急危険度判定」と言われでもよくわからず、

慨に恕徳改修業者が活動していたこともあり、判定を拒否する被災

者もおら れたことか ら、 判定前の趣旨説明が重要。

・季節に応じた作業しやすい服装、装備( 機能的な下げ振り ) が必

要。

l 応急危険度判定を行った反省点等

被災建築物応急危険度判定とは、大地震の直後、被災した建築物

について余震による倒壊の危険性等を応急的に判定し、住民が二次

被害に巻き込まれることを防止するとともに、当面使用できる建築

物を明らかにすることにより、被災した住民の不安の解消をほ|るこ

とを目的としている 。

判定の結果は、 「危険J ( 赤) 、「嬰注意J ( 黄) 、「調査済J ( 緑) の

ステッカーを建築物等の見やすい場所に貼り、住民や通行人等 lこ知

らせることとしている 。
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マグニチュード 5.5

マクザニチュード6.2本震

ノ¥司す

刀て与式と

被害

. 受け入れ仮u

①被災宅地応急危険度判定も同時に行うのかど うかの判断と、問11寺

に行う場合はその準備等が必要。( 今回は、 同H寺に実施されていた)

②判定にあたっての基本的な方針の周知等を図るため、判定士が集

合する会議室の黒板等に、 判定結果ステッカーの使用方法や整理番

号の記入方法等の基本的事項の掲示が必要。 (今回は記入例等が張

り出 されていたりして、再Tl liiU?、がで、きてよかった)

①判定実施当日の判定参加者の点n平や政f編成、 初めて参加する人へ

の研修等を効率的に行うことが必要。 (今回はかなりシステム化 し

て実施されていたが、参加l予定者の欠席 ・遅刻等により手間取って

おら れた) ( まつおのりかず)

支援本部

支援機関

兵ぬ踊民鍵出J ! 貨物

応急危険度判定士

支援人数

判定結果

* 宮城県ホームページ等参考

• 
l 兵庫県かうの応急危険度判定への派遣

2 名

平成15年 7 月31日一 8 月31: 1

宮城県w凶ミ1m矢本III J 内の 3地区

派巡人数

派迫 ｊｾ ｊ 問

実施場所

判定結果

. 宮城県北部連綿也震の概要

官Ii V% 平成15年 7 月26日午前 0 11寺13分頃

震度 6弱 H印刷11] 、矢本町

平成15年 7 月26日午前 711寺13分頃

震度 Ｖ 強矢本 町 、宮城南郷 町 、 ｉＡ ｾ瀬 ＱＱ 可

平成1伊F- 7月 26日午後 4 1時56分 頃 マ クe ニチュード5.3

震度 6弱 河 南IIIT

死者なし、重傷者51名、経傷者624名

全域住家89嚇 、半域2，183棟、一部損壊7，側線

. 宮城県北部連続地震に係る被災建築物応急危険度判定全体概要

笑施 期 間 平 成15年 7 月27日- 8 月3 日

劉 J在主体 矢本町、河南町、I!側負11可、腕向台町、南郷町

宮城県

全国被災建築物応急危険度判定協議会、国土交通省、

ll lit 県 ・4 市、宮城県建築士会 ・事務所協会等

延べ344班( 延べ743名)

8 月 1 EI  8 .1' 12 日 8 月3 日
ぷ仁弘1、

危 険
。

4  3  7  

ｾ注 Ｗ 立 2  8  8  18  

調 査 済 15  28 22 65 

15- ＱＷ 事ｾ 40棟 ＳＳ 事 ｾ 90事u

*判定拒否 2株

建築と社会 ・2003.1242 



限界耐力計算による木造軸組建物の耐震性能評価

野島干里
335 

り付け、地震による揺れのエネルギーを吸収す る ( 写真 1 ) 。仕ロ

ダンパーは例日本建築センターと例日本築総合試験所の技術性能証

明を取得している 。

構

造

の

頁

l 採用躍動と耐震1出 E目標値( 限界蛮形角)

地震動は、国土交通省告示に定められる応答加速度スペク トルを

用いる 。地盤による加速度増幅率Gsは近隣ボーリングデータを参

考にして、告示平12建告第1457号第 7 に基づき算出 した。

また、本建物の限界変形角は、以下のように設定した( 図 2 )。

・中小地震11寺( 稀に発生する地震) 損傷限界変形角 ・1/120rad

- 大地震時( 極稀に発生する 地震) 一一 安全限界変形角 ・1/20rad

文献 4 ) によると各耐震要素の安全限界変形角は1/ 15radで、あるが、

変形角が1/ 16rad ( 柱幅) を超えると柱の傾斜復元力が負となり、

変形を権大する方向に作用し始めるごと等を考慮し、安全限界変形

角を 1/2Or百dとした。

水平耐力

木造劇|岨建物の耐震安全性を等 価線形化法にもとづく応答fqlj付月に

よって評価する手法 1) . が、日本建築学会特別委員会「木構造と木

造文化の再構築 ・設計法WGJ ( 委員長 . 鈴木祥之京都大学|防災研

究所教授) において検討されてきた 2). 3) 。その研究成果を踏まえ、

側)日本建築総合試験所に設けられた 「木造車Ih組梢法建物の限界耐力

計算による両様設計法」編集委員会は、 (初日本建築構造技術商協会

関西支部の協力のもとに 「木造制l組構法建物の限界耐力計算による

耐震設言|・ 耐震補強設計マニュアルJ 4l を作成し、すでにいくつか

の実施建物に適用されている 。

本手法により、大変形を許容できる構造特性を持つ伝統的な木造

ｾ￭ｬｨ 組建物等の耐震性能Ｈ強度 ・ 変形能力 ・ 減衰性能Ｉを適切に評価

することができる 。また、建築基準法第46条に示される仕様規定の

適用の必要はなくなる 。

本報では、この手法を用いて設計した新築寺院の設計事例( 平成

15年4 月確認通知、平成16年10月竣工予定) について紹介する 。

。水平変形角

川 20 1/ 60 1/3 0  1/τ 令 d)

伝統的構法による木造輪組の耐震性能判定基準の目安 4 )

両方向とも、中小地震に対して層間変形角は1/12Or百d以下で、あり、

建物はほとんど損傷を受けない。また、大地震に対して層間変形角

は1/30rad弱で、あり、多少の被害は受けるが補修すれば再使用 が可

能なレベルの耐震性能を保有している 。桁行方向の計算結果を 図 3

に示す。以上の計算で、本建物は目標とする耐震性能を満足してい

ると評価できる 。

目倒i裏大破

ｾ＠

l 計算結果と耐震l闘旨平価

中破

図 2

l  建物の構造概要

本建物は、延べ面積約230m'、粁高5ふη の寺院で、ある 。柱に 2 -

3段の貿材を掛け渡し伝統的な質構造としている 。柱と土台や敷梁

との仕口部は長ホゾとしており、貰のめり込み抵抗、ホゾのめり込

み抵抗により柱梁も水平力を負担する 。外周部には漆l段仕上げの木

ずり壁や荒壁パネル等の壁要素を配置する 。L、ずれの要素も変形能

力が高く、安全限界変形角は1/ 151百dと設定で、きる 3) 。

柱は外陣、内陣部が直径30cmのf lit土、外周が21cmX 21cmの角柱、

下屋部分( 後堂ほか) が15cmX 15cmの角柱で、ある 。30cmの大径柱

の柱l出lは礎石立ち形式としており、地震動を受けると剛体のように

ロッキング振動をするので、柱の傾斜復元力を見込むことができる。

また、 仕ロダンパーを取り付けて、岡1) 性と減衰を 付加することに

より 耐震性能を高めている 。仕ロダンパーは、敷梁と柱の仕口部

( 天井裏) と飛賀、頭貰と柱の仕口部( 壁内) に言"10811面取り 付ける 。

断面を図 1 に示す。

参考文献

1) 際原健一、鈴木祥之

研究発表会， 2∞1. 11 

2) 鈴木祥之、斉藤幸雄、 E草原健一、五十子幸樹、野臼千盟 「木造［ ｾｉＡ鮭 ｬ の耐震

位能評価法J ，第11四日本地震工学シンポジウム， 2∞'2.11 

3  ) 斉藤幸雄、鈴木祥之、健原健一、野島千里 r伝統締法木造建物の耐震補強

，Jq0JJ ，構造工学論文集 Vol A9B，pp627- 俗3，2∞3.3  

4  ) 木造制l組梢法建物の限界耐力言1t ; I : による耐震設言|法編集委員会編 「木造軸

組構法建物の限界耐力百1t ; I : による耐震設計 ・耐震補強設君1"" ニュア j レJ 第 2

版，例日本建築総合試験所， 2∞3年10月30日

Q( kN) 耐震性能評価( 桁行/ ダンパー有り)

600， 

『ト 建物全体の復元力特性

→子 必要性能スベクトル( 中小地震時)

→・- 必要性能スベクトル( 大地震時)

1/10 1/12 1/30  1/20 1/15 

変形角 ( rad)

図 3 計算結果

1/60 

「木造ij41! 組の両J震設計法の鎚案J ，第 l li'! 1日本地震工学

建物断面図図 1

仕ロダンパーは、粘弾性体

( 高分子材料) をステンレス鋼

板の間に挟みこんだ制震装置で

ある 。水平力を受けると回転変

形する仕口部分にこの装置を取

l 仕ロダンj ト

43  
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( のじま

仕ロ ダンパーの実験

(1ハ5rad程度変形時)

写真 1



地上デジタルテレビ放送12月スター卜

339 設備の頁ラ> 長 谷 波 一

般濁波産業会大飯奈良事務所所長
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(2011年 7月まで) 、 1/ 3 はデジタル技術を生かしたオリジナル番

組(2)HD引 f番組は 1週間の放送時間のうち50 %以上とし、そ れ以外

の時間でSD引 13 チャンネルの「まだら編成j を可能と する(3)でき

る限り HDTVの比率を高めることを要望するとともに、字幕放送、

解説放送などの視聴覚障害者、高齢者に十分配慮した放送番組をで

きるだけ多く設けること 。教育番組は10九以上、教養番組は2倒以上

放送する こと(4滞多動体での受信ができる車戦型、携帯端末への放送

を認めるーなど盛り沢山で、ある。

普通よく行っている番組の録画について、デジタル放送に なると

すべての番組について fコピーワンス j 制限を掛ける ことになるよ

うだ。パソコンについても同じことを考えている。

表 ， i也上デ ジタ ル放送のチ ャンネル

東京地方 中京地方

放送局名

リモコン

周波数 放送局名

リモコン

周波数 放送局名

リモコン

周波数

番号 番号 番号

NHK総合 27 C  H  東海テレビ 21 C H NHK総合 24 C  H  

NHK教育 2  26 C  H  NHK教育 2  13 C H NHK教育 2  13 C H 

日本テレピ 4  25 C  H  NHK総合 3  20 C H 毎日放送 4  16 C H 

テレビ朝日 5  24 C  H  中京テレビ 4  19 C H 朝日放送 6  15  C H 

T BS  6  22 C  H  中部日本位進 28 C H テレビ大阪 7  18 C H 

テレビ東京 7  幻 C H 名古屋テレビ 6  22 C  H  関西テレビ 8  17 C H 

フジテレピ 8  21 C  H  テレビ愛知 10 23 C  H  説質テレビ 10 14 C H 

MXテレビ 9  20 C  H  

近畿地方

地上デジタルテレビ放送が関東、中京、近畿の三大広域圏で今年

の12月1 日から本放送を開始した。2∞6年末からはその他の地減で

放送が始まり、 2011年 7 月には完全にデジタル放送への移行を予定

しているが、放送は、関東は東京タワー、中京は瀬戸デジタルタワ

ー、近畿は生駒山頂から始まり、関東地方はNHK総合が約690万世

帯、広域民放が約12万世帯、中京は約240万世帯、近畿は約280万世

帯が視聴可能と怨定される( 図， ) 。デジタル混信が起こることが

予想されるため、放送のパワーを段階的に上げていくことになって

名古屋( 瀬戸のタワー)

〔

東京 (東京タワー)

"  

いる。

関東、中京、近畿の広域局に割り当てられた地上デジタル放送の

チャンネルは、それぞれ表 1のようになっている。このデジタル放

送を見るには、 (1)個々にアンテナをたて、現在使っている テレビの

場合目町アンテナと地上デジタルテレビ放送用チュ ーナーをテレビ

のD端子かビデオ端子に接続して視聴可能(2) 共同受信設備で見てい

る場合、 ①同一周波数パススルー方式 ( U/ U伝送) であれば、そ

のままデジタルテレビ、か地上放送用チューナーで祝聴可能①周波数

変換パススル一方式 ( U/ U伝送) であれば、共同受信専用のコン

パーターが必要になる①V HF帯のみの周波数を伝送している設備

はデジタルテレビの電波を伝送する設備が必要になる。

2011年までのサイマル放送期間中に地上デジタル放送がすべての

地域で視聴できるようにするため、国を挙げての取り組みが行われ

ている。1926年12月に高杉11健次郎が世界で初めてブラウン管に「イ j

の字を映 し出すことに成功、 1953年NHKと日本テレビが放送を開

始、その後各局が次々誕生。19ω年カラー放送開始、 HDTVが衛星

を使ってMUSE方式で、始まり、ついに2∞3年12月1 日地上デジタル

テレビ放送がスタートした。ブラ ウン管に 「ィ」の字がl決って77年、

放送が始まって50年、立体テレビの出現まで l 世紀を待たないとい

う感がある 。

- デジヲルとは ギリシャ話で IDI GITJ 1指J であり、アラビア語の「数」

のことで、指折り数えてのk ( 1床を持つ。1，2ムー. . と指折り数えるのは、 l

と2 、2 と3 の間にある小数点以下の無数の数値を飛び越えながら述統

してゆくこと であって「非述統の連続J と考えられ、ベル研究所のシャノンは

すべてのもの( 値) を 11 か oJ の二つの値だけで表せるととを発見し、この

デジタル的手法を数学理論に基づき理論化した。

• EI本のデ ジタ ルテレビ放送の変調方式B S T- OF DM Band  Segment ed  

Transmission- Orthogonal Frequency Di vision  Mul tiple旧 ng

地上デジタル放送は、イギリ イ } イ ス 酔 d J:J

スが1998年 9 月23日、アメ リカ

が1998年11月1 日より放送を閲

始している 。日本は、郵政省が ー

1998年 9 月25日に地上デジタル 、、寸"' -:

放送の周波数割り 当て原案を発 立

表、 2∞3年12月 1 日放送開始を J  

決めた。 図 1

地上デジタ ル放送の伝送方式は、アメリカが 8VSB方式、イギリ

スと日本がOFD M方式を採用している 。 8VSB伝送方式の概念を図

2 に示す。これは現行のアナログテレビ放送と同じシングルキ ャリ

アを使って変調を行い、データ量を多くするため 8値の振幅レベル

でデジタル変調する方式。マルチパス によるゴース ト妨害に弱いが、

HD引1 ( ハイビジョン) やSD百1 ( スタンダード) の放送ができ、

設備や受像機の コストが安くつく 。OF DM伝送方式の有化念を図 3 1こ

示す。OF DM伝送方式は、数千のキ ャリアを使って、それぞれのキ

ャリアをデジタル変調する方式。日本はこれにさらに改良を加えた

のを採用。マルチパスによるゴース 卜妨害に強く、移動中の自動車

での受信が可能。多くの 中継局も同一周波数で放送波中継 (SFN)

が可能。HD引 11 番組またはSD引 13 番組を 同時に放送することが

可能。天気予報等データ放送が可能。携帯端末等移動体向けの放送

も可能。大容量の記録装置を持った受信機で視聴するサーバー型放

送も可能。このように日本で採用した方式は、この特長を生かし放

送の多様化を図 っている。

放送局に与えられた免許条件は(1) 1 日の放送H寺間のうち、 2/ 3

以上を現行のアナログ放送と 同 じ番組で放送するサイマル放送

C  

Ｏｾ＠

伊豆諸島小笠・舗島

設

備

の

頁

DVB- T (ヨーロッパの地上デジタル放送方式)

1チャン才、ルバンド幅

6/ 7/ BMHZ 

( はせばひとし)

電波新聞社

参考文献

料品治美著 池上デジタル放送のすべて

総務省情報通信政策局講演資料

映像情報メデ ィア学会誌

釧酬酬剛-

i si on Mul t i pl exi ng (直交

周波数分割多重) 伝送方式
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問

劃

'w

d

変

t

i

t

-

レ

v

l

m

幅

岳山

強

由

加

s

S

慣

U4

u
留

v

v

H

H

誠

実

1

1

目

り

川

式

A

M

ベ

一

方

仇

レ

送

8

は

伝

ATSC ( 米国のデジタル放送方式)

戸 1チャンネルバンド幅 .

「6MHZ

図 2

謹! I ! i と社会 ・2003. 1244 



Z 3  

燃料草色一新樹前研究開発-

小型燃料電池研究グループ

生活環境系特別研究体

独立行政法人 産業技術総合研究所

固体高分子形燃料電池 (PEFCまたはPEMFC) は、イオンを過す

高分子JI英と白金微粒子を保持したカーボン電極からなる 小型の燃料

電池で、内燃機関エンジンに代わる自動車の動力源や家庭用熱彼併

給システムとして開発が進められ、環境に配慮したクリーンな発電

技術として大きな期待が持たれている 。

しかし、 一般普及する産業技術となるにはコストや耐久性の点で

まだ高い壁があり、ブレークスルーが求められている 。当研究グル

ープでは、国の研究開発プロジ ェクト立ち上げ当初から 参画し、構

成材料の研究開発や、物性測定など試験評価に関する研究を行 って

きた。電気化学を技術ベースに、新しい技術開発と基線技術の確立

に努め、 PEFCの実用化・ 普及に貢献する ことを目的に必要な研究

開発を行っている 。

l 新材料開発

家庭用燃料電池は都市ガスを水素に改質して燃料とするが、この

中に含まれる微量の一酸化炭素が燃料電池の電極に使う白金触媒の

性能を低下させてしまう点、が この燃料電池の弱点である 。

当グループでは、活性の高い新しい電極触媒を探索している 。こ

れまでに白金に酸化物を組み合わせた新規な電極触媒を発表してい

る。また、イオン伝導体である「電解質」は燃料電池の性質を決め

る重要な材料で、自動車用- 家庭用ともにブレークスルー が求めら

れている 。当グループでは、さらに高L汁町長で使用できる電解質j傑

材料や物質透過の少ない材料を探索している 。

最近では、ナノテクノロ

ジーを応用した多孔質ガ ラ

ス電解質を使って燃料電池

を椛成し、優れた特性を持

つことを発表している 。

i 基礎基盤技術研究

4ナノ テク材料を応用した多

孔質ガラス電解質膜ー電極

接合体 (燃料電池の心臓部。

中央の円形部分が電極)

燃料電池の開発は この10年で自党ましく発展してきたが、機椛f r J l !

明や測定方法など理論に基づいた基礎基盤技術の確立が遅れてい

る。今後耐久性・信頼性を高め商品性を持たせていくためには乙こ

が重要になる 。当グループでは燃料電池セル内で起こる劣化機椛の

解明や、試験評価手法・測定手法など開発が拠って立つ基礎基盤技

術の研究開発を行っている 。例としては白金微粒子 l 個 l 個の動き

・研究室のひととき

脚光を浴びている分野でとにかく忙しく、 著

舎には趣味「サービス残業 ・休日出勤」と告

いてしまう人もいる 。企業や大学との共同研

究も積極的に行っている 。講演、研究会、懇

談会などがとにかく多 い。

そのうち研究室を飛び出し た燃料電池が、く

らしの 中に、身のまわりに、入ってくるかも

しれません。

連絡先

干日3- 8577 大阪府池田市緑丘1-&31

TEL :  072-751-9653 FAX :  072-751-9629 

httpに//uni 凶 st gO.jp/gr田 n峰 /ai ，ヒ/

を原子問カ顕微鋭で撚る基礎研究や、全く新しい概念の電解質材料

の討l'fi [Jj 方法に知恵を絞っている 。

l 携帯電子機器用マイクロ燃料電池

拐帯電子機昔告はどんどん高機能化 しており、現在のリチウム電池

で、はエネルギー密度が足りなくなってきている 。燃料電池搭放機器

は駆動時間が長く、時間のかかる充電が不安な点でリチウム電池を

凌駕する 可能性を持 っている 。 ｲ ，、つでも ・ どこでも ・ ｬ￬ ｦ ｾ でも 」 使

える 「ユビキタス発電技術」 をキャッチフレーズに、固体高分子形

マイクロ燃料電池の研究開発を行っている 。

しかし、技術革新は決して簡単なことではな L ミ。水素吸蔵合金に

l吸蔵した純水索を使うタイプやメタノールを直接燃料として発電す

るマイクロ燃料電池の基礎研究に取り組んでおり、現状の壁を打ち

絞り高性能化するための新技術開発に取り組んでいる 。

l アスコルビン酸燃料電池

当グループで発明 したアスコルビン酸燃料電池はいわゆるビタミ

ンC を使 って発電するもので、生体内で、起こっている反応、を利用し

たとも言 える安全性が高く人に優しい燃料宿泊である 。

今年の研究成果からは、燃料似11の電車互に高仙iな白金を使わなくて

も発電できる注目すべき性質を持つことを見出している 。この燃料

電池は体に付けて使うような小さな燃料電池への応用を検討してい

る。このように、メタノール以外の燃料で動 く新規な燃料電池の開

発も行っている 。

l 可逆燃料電池

逆反応である水の電気分

解を行う機能を持つ可逆燃

料 電 池 ( 一体化再生型燃料

電池、可逆セル) は、燃料

電池として作動していない

ときに、安い夜間電力や自

然エネルギーを使 って水か

ら燃料である水素を製造し

ておくことができる 。当グ

ループの技術を中心に据え

た、水素・エネルギー社会に

おける新しいエネルギー ・

マネージメントの姿も構想

されはじめている 。

後列一山崎良一、域間純、五百歳勉

前列藤原直子、宮崎義憲、安田和明

"  .ー
・ . • 
. 1‘. .コー

.  .ム.

・8‘・

可逆燃料電池試験評価装置

- 研究スタッフ

宮崎義慾/ 燃料電池全般 - 標準化

・安田和明/ 固体高分子形燃料電池全般

.  il 長原直子/ 燃料極触媒、アスコルビン酸燃料

電池、新燃料、 JI英電極按合体

- 五百蔵勉/ 電極月9! 媒、可逆燃料電池、多孔質

ガラス電解質

・城1m 純/ 劣化要因、 if!i l定方法

-山崎良一/ 電磁触媒、生体模倣材料
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地図ものがたりと終わりに
その 12-

やさしいケンチク数学ぱなし
山 田 修

修 建 築 事 務 所

l 地図は直交座標の応用

地図は、直交座樵ト判lを地球上で応用したものである。地図上では、

経度はタテ線で、区切った区間ごとに A- Z) I 僚の英字で示し、緯度は

ヨコ線で、区切った l から )1慎の数字で表示する 。

すなわち1 H4J のような英字と数字の一対の記号から、世界中

のあらゆる場所にある位置を、その枠内 (H4) 上に見つけ出せる 。

ちなみに、明石市は東経 135。にあり、1 : 1本標準H寺子午線の通過襟

オウ

柱が立つ。数学上では、直交座標!Iil hの交点にl原点 O を定め、 A 点

(2、8) は第 I 象限の点、 B 点 ( - 3、6) は第 H象限の点、という

ように表している 。

l 終わりに

乙んな小話 (2(削字) でも一頁にまとめるのは大変で・した。あら

ためて編集者のご苦労ぶりが分かり、感謝しています。

文章は、短ければ短いほど組立てがむずかしいです。推こうに推

こうを重ねました。字だけの文章は、あきられますから何とか写

真 ・イラスト等を入れてみました( 本頁は字のみで失ネυ。

わたしは、前から 「建築と社会」誌を面白くできないものか、と

思っていました。新しい建築物の紹介は、他の建築雑誌にも掲載さ

れています。また、他誌以上のものは望むべくもありません。「建

築と社会」と名づける以上、「社会とのつながりを強めた雑誌」の

特徴が欲しいです。

I特集- - - 00 建築事務所一創立0 0周年j の記事( これによって

うすい雑誌が厚くなる) は、本誌の特徴の一つです。これがないと、

経済的にも協会は成り立っていきません。他にも、工高生デザイン

コンクール・青年技術I者陥穏などは本誌の特長です。

特長のーっとして 「建築文章作法 : 1997年J 1やさしいケンチク

文章術・ 2000年J と今回の「やさしいケンチク数学ぱなし・ 2003

年j を企画し連載していただきました。

創立0 0周年のときに roo座談会j という記事が掲載されます

が、面白くありませんねェ 。出席者は面白いでし ょうが、第三者が

見ると興味はうすらぎます。座談会は、文字通り座って語ってこそ

意義がありますが、文章となれば、かなり演出しないと読めたもの

じゃありません。当演出は、むずかしいです。

私事で恐縮ですが、わたしは2∞2年に創立 l∞周年を迎えた侍校

I 高校の 1∞年史編集委員長を三年間つとめました。そのとき「著

名 OB等による母校座談会J を開いて欲しい、と高齢者 OBの戸が

あがりました。が、わたしは 「座談会は面白くないから止めたい。

替の話は本人だけが楽しめばよいもので若者は嫌っているJ とJll iべ、

長の権限で取り止めました。そのときは恨まれましたが結果的に、

これがよかったです。100年史がだらけずに、ぐっと締まりました

l 地図は三角測量か 5

三角形は、次のものが分かると図形が描ける。①三辺の長さ、 ②

一辺の長さと、その両端の角度、 ③二辺の長さと、その聞の角度。

三角測量は、これら三つの性質の②をおもに利用した( 現在は光

被itll l距儀を使い①で求める) 。

地図は、 三角測量をもとにして作られた。三角測量では、 一辺の

長さを正確にil ¥l 陀しなければならない。この長さが基線( 基準とな

った初めての線 : 相模原市と座間市を結んだ約 5. 2kmの長さ) にな

るからだ。

基線は、 二つの基点を元にして波1) る。 さらに、 一等三角点( 当点

聞の距離与45k m、一等~凶等まで、の三角点が在る) を決め、当点

同士で正三角形状を形成するように三角点を設けて p く。三角点は、

山地では高い山頂を選び、平地では高いヤグラを立てる 。それぞれ

の位置には三角点標石( 永久楳識) を埋めこむ。

このようにして、日本列島は一等三角点( 全国で、約350点) によ

る三角網で、囲いこまれている 。それらを基準にして三角形網の細分

化を進め、精密な地図が作成された。
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し

から- 。

当誌では、新しい建紫物の紹介の 「写真説明」を充実してほしい

で、すねェ 。たとえば 10 0大学」の紹介の場合、建築主( 建築者が

よい。施主という表現は止める) ・設計者・施工者 - 使用者( 学生)

の会話となる記事が必要です。

会話となる記事とは「乙の建物の0 0は使いにくし、J 1これは設

計者のミスだ」というような批判記事を L、L、ます。批判のないとこ

ろに進歩はありません。

はぐ〈

とにかく、関西で育まれた伝統ある協会誌 『建築と社会l の活性

化・新鮮化・面白化を目ざしてください 。 ご無礼なところは、お ｾｬ ｬ

しの程を・・・… 。皆さま、 一年間のご愛読に対し深謝申しあげます。

l 検算に用いdf 芸法

土木測量で筆算の掛算を行った場合、九去法を用いて検算した。

その例は、次に示す 。 今は電卓 ｬ 時代ゆえ、検ｾＺはしない 。 が、指の

押し遣えがあるかもしれないから、大事な計算には検算がいる。
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〔注1 .:J L去法は万能ではな P o 1/10の1m迷いが起こる。

③の答えが 2桁になったときは、それぞれの数値を加算した値がi齢者他とな

る 例 7 X  2  = 14→ 1十4 = 5
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46 



[ お知 らせ]一 一
n f o r mo t i o n  

川崎清美術館建築とその周辺

1970年、日本万国博覧会会場 ・お祭り広場の正面に建

った万国博美術館は 、階段状に構築された自然光を調

整するためのガラスのルーバーや、ピンポイン卜で支

えられた全面ガラスの壁面など 、画期的なアイ デアを

駆使した新しい美術館として注目を浴びた。

来年 4 月の大阪 ・中之島への移転を控え 、千里の現 ・

国立国際美術館 (万国博美術館) 最後の展覧会では、

建築研究所懸賞論文募集

「幸せを育む住まいと建てものJ をテーマに、独立行政

法人建築研究所が論文を募集している。

たとえば、住宅や建築をこう変えたい、新しいシス テム

や仕組みなどの提案を。また、建築本来の姿ゃあり方、

理想の建築への思いや考えを。対象は住宅に限らず、仕

事や勉学、余暇を含めた生活全般とする。

この応募論文は、建築研究所の研究目標設定の参考とす

当美術館の設計者 ・川崎清氏の美術館 ・博物館 (国立 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 園 るもので、著f特在は主催者に帰属する。

国際美術館/ 栃木県立美術館/ 京都市美術館収蔵庫/ 万国博美術館 (現 ・国立国際美術館) 夜景 テーマ 「幸せを育む住まいと建てものj

相国寺承天閣美術館/ 京都大学博物館) に対する姿 無十料在見覧日/ 12月13日(土)、 27日(土) 、 資 格 18歳以上の日本在住者

勢 ・思想をさぐり 、あわせて近年のプロジェクト (み 1月10日(土) 論 文 日本語で2，000字以内。未発表の自作論文。

やこめ っせ/ 栗東芸術文化会館/ 鳥取環境大学など) 会 場 国 立 国 際 美術館 TEL 06・6876-2481 補足説明のために、A4'fJ J 1枚以内でイラスト 、

を紹介する。 吹田市千里万博公園10- 4 図版、写真の添付も可。

会 期 2003年12月4 日(刑 - 2004年 1 月18日(日) 大阪モノレール・公園東口駅下車、徒歩10分 応 募 所 定 の懸賞論文応募票に 、論文を 同封して 、

10: 00- 17 ・00 (金曜日は18 ・00まで) 観覧料 一般420円、大学生130円、高校生70円、 2004年1月12日 (月) までに下記へ。

毎週水曜日、12月28日- 1 月4 日は休館日 小中学生無料 独立行政法人建築研究所論文募集係

動物園のデザ. イン展と講演会+ パックステージツアー

INAXギャラリ ー大阪では 、100年以上の歴史を持つ上

野動物園を中心に空間、装置、道具、グラフィ ックな

ど、動物たちの背景にあるデザインを見る。

会場では 、上野動物園の写真集も手がけた大西成明氏

の撮りおろしによる動物と動物舎の迫真の写真と 、上

野動物園の様々なシ ーンの映像により 、動物と観客と

裏方それぞれの視点で“ 舞台" と “舞台裏" が情成さ

東京都恩賜上野動物園のコビ卜カパ舎の表側

1977年建設。スイス パーゼルの動物園がモデル。熱需の動

物を寒い地域で展示するため、裏側からもプール付きの寝部

屋が見学できる 渇影 大西成問

アートスペース虹で堀尾貞治展

れる 0

・動物園のデザイン展 (入場無料)

会期 2003年12月5 日(金)- 2004年 2 月20日(金)

10:  00- 18 :  00 

休館日は毎週水曜日 、12月27日- 1 月4 日

会場 INAX大 阪 シ ョ ル ム 2階

大阪市西区新町 1- 7  - 1  TEL 06-6539-3518  

・講演 I生まれ変わる天王寺動物園ーデザインの背景

を探る j とハ ックステー ジツアー

講師若生謙二(大阪芸術大学環境デザイン学科助教授)

天王寺動物園将来構想 fZ0021J 計画立案

者である氏が、専門の「ランドスケープ ・イマ

ージョンj から導かれた生態的な展示デザイン

が、天王寺動物園をどのように生まれ変わらせ

ていくのか、そのコンセプトと手法を語る。

日時 2004年 1 月31 日 (土)

集 合 天王寺動物園、動物園入り 口に12 : 45集合

会費 2000円 (入場料、展覧会カタ ログ付き)

定員 45名 (高校生以上)

申込 INAX平ャラリ ー大阪へ。

“2003年4月から兵庫運河の水面に展開している水上美 会 場 アートスペース虹

術館の風景を画廊内に相似形とする" という設定でア TEL '  FAX075- 761-9238 

ー トス ペース虹に展示することになるア テイス卜 ・ 京都市東山区三条通神宮道東入 (都ホテル西隣)

堀尾貞治氏の作品。その縮小と材料、スケ ル感をど 地下鉄東西線けあげ駅下車 2番出口徒歩 4分

のように持ちこむかで 、現実の景観イメ ージに近づく

かどうかが決まると 、氏は意気込む0

・堀尾貞治展 あたりまえのこと「空気美術館J (兵庫

運河から)

会期 2004年 1 月9 日(金)- 1月18日( 日)

11  :  00- 19 :  00  月曜日休廊

干305・0802 茨城県つくば市立原 1

TEL 029-879- 0641 FAX  029-864- 2989 

http: //www.kenke円ーronbun.com

審査員 村上周三 (慶応義塾大学教綬) 一委員長一

浅見泰司 (東京大学教授)

隈 研 吾 (建築家)

葉 青 (作家)

高橋邦男 ((紛住宅生産団体連合会副会長)

大久保恭子 ( 目立キ ャピヲ ル執行役員)

妹島和世 (建築家)

川本俊明 (国土交通省住宅局住宅生産課長)

山内泰之 (独立行政法人建築研究所理事長)

ecobui l d賞決まる

2003年10月22日- 24日の 3 日間にわた って、東京ビッ

クサイトで開催された「すまい ・建築 ・都市の環境展

ecobuildJ  (主催 ・エコ ビルド実行委員会、NP Oグリ ー

ンシテ ィー推進機情) には 、エコビルド賞応募作品55

点が展示され、来場者と審査員 (仙田満委員長、芦原太

郎、岩村和夫、木俣信行、村上周三委員) 、そして最終

日24日の公開審査を経て 、工コビルド大賞 1点、工コ

ビルド賞4点が選出された。

- 工コビルド大賞

繍浜赤レンガ倉庫/ 新居千秋 (新居千秋都市建築設計)

・工コ ビルド賞

ノリタケの森/ 人見修 (大成建設)

高橋建設社屋/ 岩田英来 (象設計集団)

安曇野高橋節郎記念美術館/ 宮崎浩 (プランツアソシェイ ツ)

平塚幼稚園/ 相子芳也 (AIKO環境計函)
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. 投稿

保存できないのかスパニッシュ風の近代の名建築

( 旧伊藤邸、旧日本建築協会)

北浜のヒサヤ大黒堂が取り壊されるとの情報が

入った。日本建築協会が、 榔回の駅前ビルに移っ

た後、心配したが、ヒサヤ大黒堂に買い取られた

ので喜んでいた。歴史のある会社によって特別な

建築・玄武会館として活用されていたので安心し

ていた。現場ヘ駆けつけ工事用のテン トが掛けら

れていても改修工事だと思って いた。筆者の頭の

中には、所有者の理解によ ってめで、たく登録有形

文化財に選定されたとイン フ。ッ 卜されていたの

である 。次々に北浜界| 裂の近代建築が姿を消して

L、く中で、名建築を理解してくれる企業があるの

だと喜んで、いたのだから、おめでたい話である 。

解体工事の監督さんに、建築の歴史を勉強して

いるのだと無理を言っ て中ヘ入れて: c t った。いい

監督さんだったので、助か った。

監督さんによれば、所有者からも優れた部分は、

うまく取り外すようにと言われているとのことで

あった。

金さえあれば只い取って名建築を蘇らせること

が出来るのに、それが出来ないのがいつもながら

悔しい。

解体工事の準備がされている其っH音な入り口か

ら入った。薄明かりの中で、この建築の最後をじ

っくり見せて1::( った。それしか出来ないのが悲し

かった。

足場のハイプのために、窓ガラスも、壁もぶち

抜かれ、無惨な姿になっていたが、それでも建築

は静かに息づいていた。

新しい建築のために、古い建築が取り壊される

のであるが、いいものはもっと残す努力をして欲

しL叱思う 。 しかし、現実は厳しい。

果たして、所有者や新しい建築の設計者が、ど

こまでとの建築の価値を理解しているのか気にな

るところである 。こんな小さな建築の歴史的な価

値よりも、土地の有効利用を図るほうが大切なの

であろう 。

私たちが望んでいる歴史建築の保全・再生は、

相手にされない場合が多い。 しかし、それでも懲

りないで、小さな保存の声を上げている 。

次に、東大の鈴木博之先生の「都市の未来と都

市の中の過去J (r 日本の選択j 、毎日新聞社編、

72年) の論文を紹介する 。歴史建築の保存につ

いてご理解を頂ければと思う 。

「人間の怨像力を捨象したところに人間の営み

は成立しない。だから都市は決して建物の集積な

のではなく、目に見えぬ怨像力の糸が張りめぐら

された出界なのだ。この糸の断ち切られた都市は、

単に味気ないというだけでなく、恐ろしく非人間

的な世界となろう 。

都市の中に過去の面影を見せる 『歴史的地区j

は、現実の 世界と 『過去l という想像力の世界と

をつなぐ- mIの紳である 。都市内の 『歴史的地区l

を保存するのは、歴史学の諜題であると同H寺に、

それ以上の重みを持つ都市計画たちの課題なの

だj

以上からもわかるように、都市に人間らしさを

与えるためには、新しい建設だけでなく歴史的な

建築が必要なのである 。だからこそ、われわれは

歴史建築の保全・再生を訴えているのである 。

柴田正己 (1明治建築研究会)

第 3 回 f Ni SSCイソバンドデザインコンテスト」審査結果

日鉄鋼t&i側主催の第 3回コ ンテストには194件の応募

があり、鈴制専之 ・東京大学大学院教媛、難波和彦 ・

東京大学大学院教授、服部正幸・ 日鉄鋼板社長の 3委

員による選考の結果、グランプ リ1点、優秀賞 2点、

さらに部門賞 5点力、央定した。

・グランプリ

・小野田久也( 清水建設) / セイ コー工プソ メ紛豊科

事業所第 2工場棟

・優秀賞

・若松均 (若松均建築設計事務所) / f wbl dg.  [ クランプリ] セイ コーエプソン(続)豊科事業所第 2工場棟

・杉山清久・藤岡重量( 北電技術コンサルタン ト) /北 受賞者小野田久也/ 清水建設株式会社

陸電力(紛高岡支社

48 



建 築 と 社 会

第84集 総 目 録

2 0 0 3  

(平成15年)

社団法人 日本建築協会

特 集 号

同

ー可

東 畑 建 築 事 務 所 創 立70周 年 ・ … … ......1 

九 州 の 地 域 づ く り ・まちづくり ・・ ......... ... .2 

東 海 支 部 会 員 作 品2003 .. ..・ H ・.. … ….. .・ H ・・一 一一 3

愛 知 ・名 古 屋 ー こ の 地 の 文 化 ・芸 術 と 建 築 ・街づく

りを考えるー … ・… ・ … ー … … 3  

サスティナビリティ~次世代に引き継ぐ都市 ・建 築 ・

暮 ら し の デ ザ イ ン ~ ー… … e ・e ・. . . . . …. .・ H ・H ・..… ・・4

建 築 と 五感 ー … … ・. " " .....・ H ・....・ H ・.... ... .5

都 市 計 画 法 及 び 建 築 基 準 法 等 の 改 正 ー… … ・ 6

コンパ ジ ョ ン ーインテリアか ら発信するまち なみー

. .・・・7

介 護 と 建 築 ・設 備 …・・・. . . . ". . ・ H ・. . ……一一 …ー 8  

建 築 と ノ ス タ ル ジ ー ~ 建 築 の 主 観 的 価 値 に つ い て ~

9  

力 と 楽 しくっき合う 方法. . . . . . . ......... . . 一一一 一 10 

私 の 空 間 作 法一 会 員 作 品一 ... …・・・… ..11

第 50回 青 年 技 術 者 + 青 年 技 術 者 顕 彰50年…. . . . ・ H ・. 12

作 品 作 風

. 官公斤書

東 大 阪 市 総 合 庁 合 … ・ー ・… … … 8  

設 計 監 思 : "UJr 建築設計事務所

施 工 大 林 銭 高 不 動ili 設工'1リも同企業体

・学授建築

長浜バイオ大学. . . ・ H ・"".・ H ・ H ・・ ... ........ . . . . . . . 1

設 計 段 思 山 下 設 計

施工大成。義 ｾｪｴ 共同企業体

光 明 幼 稚 園 ( ひ か り ょ う ち え ん ) … … … … Y  

設 計 監 理 竹 中 工 務 前

施工竹中工務脂

姫 路 湖 協 大学 武 道 f [ { "". . . .・H ・...・ a ・.....・ H ・....・ H ・.9

設計安井建築設計事務所

監埋姫路燭協大学

胞工竹中工務A1i

広 ｊ よる修道大学ｼ 宮 ｨｾｈ ｕＧｩｊ ＨＢＱ 築及び改修工 事・・・・・・・ 11 

設計 ｾｬｩｐｬＺ＠ lI ili ぬJ I

施工: rl1i 本辺1設 五作 ￬ｬｬｊｾ 共同企業体

・病院

大 津 赤 十 字 志 賀 病 院 .. .・ e ・.. .... ..... .... .3

;st，l十監型 n建設計

施工 h'l水ili 設

滋 賀 県 立 成 人 病 セ ン タ ー ー… … 7  

J世J I' .  ｾ泣里 ｍＺ ｾＡ却ｬｉ ｩｬｩ 築・ ＱＱ 務所

施工大成戸 ｭ 桑原 ｩｬｩ ｊｬＡ工 ＧＱＱｾｾＱ 司企ｾ体

・研究施段

研 究 成果 活用 プ ラ ザ東 海 0 ・H ・H ・......・ a ・.. .… . ..・ H ・...3

設計監ｾＺ .  .!<JI'ili 築設s什'Iai! jifr

施工i ! ! 1池 名L .  Jil. iRili ;投 (' Ii共同企業I，f，;

(株 ) 盟問 自動 織 機的 報 技術研究所. . . . . . . . … .. ..・ H ・.3

設立|施( : 竹中 E務，'i

・文化・ スポーツ施股

，W岡 県白 土 水 泳 場

設計 H自利投;u

ｾｾｩｩ 理的ｉｉｩＢ ｾｖ［ｾｭｬｯｬ￯ｗ ｩＺｲＮ ＱＱ 営綿総Ｚ五岱綿仁ＧＡ￯Ｇ蛍投。 ｩ 自 主

昭和 ｊｾ［ｬｴ

施仁飛ｲＮｾ • s芳 村 行J t- ・'11村Jt l百l企業体

神 戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム ー 一一一 . .... ... 1

設 計 大 林 . TI' 鋼設計共同企業体

l設理大林組i本庖一級m距1プ11務所

施工 大林. ￞ｉＧ 鋼主ｊＡ殺事業 ｊｾＢＧｉ Ｎ Ｚｕｉ ，ｦ，［

京 都 伝 統 工 芸 館 ・・・・・…… … … ーー 11 

設計監理: 竹中工務自

施工・竹中工務応

・複合指股

広 島 港 宇 品 旅 客 タ ー ミ ナ ル ー……・・ 6  

基本設計 中旬技術コンサルタント

設計・監ＮｐｉＡＺ広向日 ａ 上木建築部 ＯＤｯｉ ｩＯ［｝ 主ｊＡ築総室 Ｇ￬ｾ 締宝

施工 五洋ｩｬＡ ｊ Ａ［ｴ・和 ｬ ｩｬｩ じ ｾｊ もＨｉｩＩｻￋ［障体

ぺスタ ロ ッチ館 …. ..・ H ・..… .. .・ H ・.. … … ...・ H ・. .… … 7

設計 ・監理: 小野建築設計百11務所

施工 大本副1.  ) ; 野ili 設工業所共 lii] { E業体

高 槻 市 立 市 民 プ ー ル他 桜 合 施 設 ( 芝 生 図 21館 、 老 人

福 祉セ ンター) ・… … … … ー… … … ー・ 7

設 計 監 理 : /.巧槻，Iiili 築市雄築J理

1."5縞上111設計'lil i! jifr

施 工 大 成 . ｬｩｩ 午 回 大町・占 Ａ珂 ｾｴｬ ，ｪｬ 企業体

北 条 駅 周 辺 地 区 第一利 市 街 地 再 開 発 事 業

ア ス テ ィ ア か さ い ・田・・….. .・ H ・・・..... ・ … … … 7  

設計 段里I! 日目布 ｉｾｾ｡ｴ

施 工 新川副1 (iIilIH発ピル)

神的 1，'1本建設} t liol 企業体 ( 公共公益施設内淡)

篠 山 市民 セ ン タ ー ….. .・ H ・. . . …. . . ・ H ・..…. .・ e ・.......9

J'i J t ・1詮. Pll 京両11辿築'11務所

施工 Jl[iPili 投

. 業務ピル

テ レ ビ 宮 崎 -

設 計 監 理 日建設計

前回 ｊｾＳ Ｑ Ｇ ( 意匠の共同設計監埋)

施工 Illi 山ぷ日] . mmj V 

号

ク ボ タ 本社 阪 神 事務 所 ー…. . . ・H ・. .. ..・ H ・.2

ｊｾ｡ ｴ＠ .  ｜淀ｾＺ安 ｊ ｉ 主 ｉｉ 築設計事務所

施 工 大 林 峰 山 ー竹 中 前 田 空 ポ タ 辿i投 7 ジ タ 佐 藤

クボタ 神崎建設共同企業体

神 戸 国|祭ビジネス セ ンター ー……ー ・・2

J則t .  ¥な理 l庭向・前回 。丸正特定路設工事共同企業体

施工: / 産向 ￎｊｾ 閉 丸正特定量ｊＡ設工 ｍｾ 間企業体

メ ナ ー ド 本社 ビ ル ・・…・・・ 0 ・0 ・0 ・…・・・・・・ ・・・・・・・・・… h ・・・・ 3

設m法政大成建設

施て 大j此述投名古屋支l!;

あ い お い 術 保 淀 屋橋 ビル .. . .・H ・H ・.. .... ・H ・- … 5  

J払1十・l往思・ 会問 。IAI 磁建築事務員( r

施 工 大 成 大 日 本 竹中 11[1布i共同企業体

大 栄 環 境 ( 株 ) 本 社 社 屋 和 泉 エ コ プ ラ ザ ".， .・ ・5

設計¥fA理 大林組本庖一級主II 築士事務所

施 工 大 林 組

l傍美 住 宅加 古川 支 庖 ー ーー…・… ............9

設計 。位里I! 竹中工務自

施工 。竹中工務105

J A町刻 西 本 部 大 阪 支 部 事 務 所 …・ … … . ... ・ 10 

設 計 監 理 。大林組本信一級建築士 '11務所

施よ。大林制1

・銀行建築

怒 田 信 用 金 庫 本 庖 ・… ・0 ・e ・e ・....・ H ・- …. . . . ... ・H ・.......3

投，ｉｴｾ喧担。 ｮ 主 ｊＡ 設計

施工 Ｎｫ 成主ｬＡｾｾ
・住宅 ・マンシ ョン目社宅

阿 倍 野03- 1分 設住 宅 ( あ べ の セ ン ト レ ー ベ) ー …・3

工事院里I! 。大阪jlHl ，宅供給公社

設 計 監 理 大 林 組

施 工 大 林 組

愛 知 県 住 宅供 給 公 社 サ ン コ ー ト 桃 花 台 … … 3  

設泊施工 。竹中工務底

東 洋 製 縦 中 条 社 宅 ・・ 一一一一 … … 5  

淀 川 殴 理 竹 中 工 務 庖

施工竹中工務応

ジ ー ニ ス 大 阪 菅 原町 地 区 第一極 市 街 地 再 開 発 事 業

… … 8  

i没，ft . '紅型 J4!却l也築事務所

施 工 大 林 ・五洋 。松村 長谷工特定ili 技工事共同企業体

山 本IIIT 11可蛍 緑地 公 園 住 宅 .. .....・ H ・e ・e ・.. . .… .. .. ... 10

基本榊f匹、 I;d本町 昭 和設計

基本 ・ Ｇｸ施設 則。 ｾ ｩｩ ｊｬｬｩ 大阪府住宅供給公社 ｕ ｾ ｉ 利 投 ｾ ｉ

8包L 湖池 小林共同企業体

・リゾート錨E

7 リンノTレスヵ、こe しま

0 . 鹿児向県市町村職員共済組合宿泊施設) ・.......ぃ l

Jl!;1I"l!iiJ! 1! 久米投.1 池田設計共同企業体

施工・i ! ! l i也 組 東 洋 建 設 省日1制l 米蟻ill 投共同企業体

・商禦施股

OOs OX  ( ディオ ・ボ ックス) .. … … 2  

i没.lI' .  ｾｨｬ 理竹中工務庖

施工・竹中工務賠

怖 の花 大 分 応 …ーーー ・・・・ ー一一 … 2

設 計 施 工 竹 中t 務自九州支105

ZEsRE … … … … … … . . .・e ・....... .. . . .… .... ...... ...... .. 3

設計施工 竹中工務庖

テ ィ ー ズ神 戸 ( 神戸 マルイ屈) ・ H ・H ・.. .…・ …. . .・ a ・. 12

;1似 1' ， ¥官邸! 竹中L 務庖

施工竹 中 て初五Ａｾ

. 福利厚生施般

D-square  .  … 一・・ ・・ … . . . . "" .. … ..3 

及 川 施 工 竹中工務庖

. 老 健 施 殴

養殻老人ホーム玉ｾ草苑 ー…ー ー ・ ・・・・6

設計 ・監理 。町庭生J ! 築設計 '11務所

施L 鹿島建設糸賀工務自特別共同企業体

・その他

大阪市政1境 事 業 局 平 野 工 場 … … ー ・・ ー一l

i役Jt 舷型大阪市住宅局営織部

大建設計

施工。( 建築) 熊谷ー戸rn .  ，'j '本村本特定也設工事共同企業体

111' 1'9')教 総 本 部 事 務 所 .. . . . . . " . ....・ H ・-… .... .. .2

J郎| 施工。竹中工務自九州支庖

S ANY O S Ol ARA R K  ・一一・ 0 ・・…… ー ・・・・ 3  

J J ; ; 本構必デザイン: 三洋111機

設Jl ' ¥!左里I! :  KAJ I MA DESI GN NAGOYA 

施工 l鬼ぬ名占屋支庖

オアシス 21 .... … … … ・ ・・・ ー一3

;mJ t  大林組

¥""型 名古屋市郷il i 1 世備公社、栄公1¥'lI仮興

施 工 大 林 組

ru，M.未研究 官 湘 セ ン タ ー (冗1 ) …・・… ー ・・ ・・・ 7  

主J ! 殺受託: 神戸郷市l r . 興サービス抹式会社

設計 . ¥稔理. 安J t - 述築設計事務所

施 工 大 林 新 日 銭 ーコーナン ー);l 正特定辿技工事

共同企業体

船 井 市 機 株 式 会 社 技 術 館 .. ・e ・- …. . ・ e ・...・ H ・... 9

i投訓 ーl校旦i ! : 大林組

施工: 大林組

サン トリー九州 熊 本工 場 ……. . ・ e ・..… e ・e ・... . …・ 10  

Ｎ世 ｊ ｉ ・ ｗ ｾ 思安 ｪ ｬ Ｇｩｬｬ 築設計・ ｬ ｩ 務所

施( : 竹中工務広( 生産線 付属棟)

鴻池剥1 ( 配送センタ一線)

トヨ タ カ ロ ー ラ 南 海 い ぶ き 野1; 5 + ネ ッツトヨタ 南

海 か な お か 庖 … 一 ...・ H ・.............. . 10

J量刑監理. 大林組

純工; 大林制1
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多伎町手引 ヶ丘公園自然エネルギー学習施設

口

ー弓

風の子楽習館 一.... .・ e ・....・ e ・.......... … . 12 

設計監理n 日弘II 設，11

設計 盟主題!協 ) J 三谷設計

胞 工 湘 池 組

gal l ery 

つくる楽しみ育てる喜びを一緒に( 薮内秀美)

/ 池 上 明 ・

内路地のアトリエ 都市居住の! : e11JJ作法一

( 平尾和洋+ 早崎伸一/ VI DZ) / 林孝司. . . ・ H ・2

自然系エコハウス( 菅家正王) / 前川治彦 ...・ H ・3

生駒ビルヂング Ｈ ｌｓ ｐ･ｴ ぽ円曲 ｩｾ Ｋ ｒ･ｮ｡ｵ ､ 出 ｳ￦ ｬｭ ｡ ｮｮ Ｉ
/ 浅 尾 宏 一 ー…ー …・ー・. . .. . … . .4

f T まいを創る 三つの11IJ1量( 角田1!i' 6治)

/ 川上比奈子 …・.. . . . . .. . … ・… … 5

i桜が丘の家( 矢田WJ 士) / 鞠野淳司. . . . ・ H ・ ・...・ 6

芦屋川の家( 其川 セイジ) / 中村文紀・… . . . . . . . . . . .7

鳥取県環境共生住宅 夕日ヶ丘団地第1畑町の試み

( 福 岩 盟 ) / 赤 木 隆 … … ....... .8  

草屋根の家( 前回由利) / 増田敬彦 .......9 

金沢めぐみ幼稚図 ( 谷重義行) / ヂ| 上靴祐 一10

unagikoj i  ( 大薮義主主) /:tr i持|奈千子 ... ...... .. ... ....1 1

Hwnani zedんt Sca閃(choromo/follll0) / 寺|市j宏治 . 12

東畑建築事務所創立70周 年

. 挨拶

創立70周年を迎えて/ 民塚迷夫 ー 一一1

. 年史

応答する建築一束知l建築事務所の70年 / 山形政II ;g

・寄稿

特集によせて/ 森田司郎/ 藤森H日信 一1

. 作品

最近の建築作品 ー ・・... .. ・… .......1

小倉競馬場/ 横浜国際総合競技場/ 富山県西部体育

センター/ 新日銀大谷体育館/ りょうまスタジアム

/ 大阪商業大学メディアセンター/ 帝塚山大学/ 瑞

浪市立稲津中学校/ 芦屋市立山手ノト学 校 / 明石市立

西部市民会館 ・西部図:! ?館/ 商コミュニティセンタ

ー せせらぎ/ 滋賀県立成人病センター/ 済生会熊

本病院健診株泊築/ 宗像市総合保健福祉センター

メイトム宗像/ 成田市保健福祉館/ し あわせの村

介諮老人保健施設 リハ 神戸/ ; 横浜市障害者ス

ポーツ文化セ ンター 横浜ラポール/ さいたま新古11

心合同庁舎/ 大阪市浪迷区役所 ・浪迷保健センター

/ 大阪産業創造館/ 大阪府民共済ビル/ 三重 会 館 /

イオン倉敷ショッピングセンター/ ダイヤモンドシ

ティテラス ショッピングセンター/ 西荒神地区第

一都市街地再開発事業 テリハ広島 ・広島市街J学生

会館/ 監中駅西口地区第一種市街地再開発/ アーパ

ンラフレ星ケ丘/ 波賀町メイプルプラザ/竹田市温

泉純設 花水月/ 桜井市立図古館/ 五色町立図古館

/ 松下電器産業株式会社 人材開発センター研修所

/ 大阪女子短期大学 ・高等学校/ 徳山県瞥察学校/

大阪府警察学校 専科教 養 部 / 神奈川県産業技術総

合研究所/ ア ース製薬研究株/ なにわの海のH寺空館

/ 奈良国立問物館文化財保存修理! 所/ 高鍋11可美術館

/ 熊本産業展示場 グランメッセ熊本/横浜市JJ;I境

事業局 的見工場/ 名古屋市大江l即時E施設/ 大阪城

天守|苦1 i平成の大改修J / 東京都大田区役所本庁舎

/ 大阪市水道記念館/ 型Z! ?キリ スト教会東京教会

/ 劇団四季ミュージカル/ イオン四 日市北ショッピ

ングセン ター/ 岡山県陸上競技場/ ( 仮称) 旺11京本

111] 総合生涯学習センター/ 新長田駅南第 1 地区震災

復 興 第 二 種市街地再開発事業/ フォレストレイク

ひばりが丘/ 都市基盤獲備公団 汐留 H街区超高層

住宅/ 菅原町地区第一極市街地再開発事業/ 神奈川

県立かながわ保健医療福祉大学 ( 仮称) 特定事業

ＯＨ 仮称Ｉ滋 ｩｾＲＱ 会館整備 ｐｆ ｪ 事業及び合築事業Ｏ

当新田環境センター余熱利用施設強制fi' 巡蛍PFj 事

業 ・…… ・・・一一 一E ・E ・- 一一一 … ・……・…・… ... .. .. 1

. 寄稿

coUaborati on明白 Tohata/Paul A ndreu/ Hugh  Dutton 

/ MarkFacer ・・・・・

. 提言

都市再生への取り組み ・…. . ・ e ・.... …・ ・・・ . 1  

・座談会

未来に向けてのデザイン

林 昭男/ 松村孝治/ 八杉政一 /林 明 宏/ 佐伯

博/ 近藤一雄/ 弓崎幸治

・年表

東畑建築事務所70年の歩み ・H ・H ・H ・H ・.... ..... ....1

50 

九州の地域づくり・まちづくり

. 官J岡県

ロ

ーr-;

「シリコンシーベルト福岡」プロジェクト.....・ H ・...2

・佐賀県

烏緬北部丘陵新都市開発整備事業 ・・…… 2  

・長崎県

ナガサキ・アーバン ・ルネ y サンス 2∞1構想 ..・ e ・.2

. 熊本県

ユニパーサルデザインによる 21世紀の熊本づくり 2  

. 宮崎県

ひむか歴史ロマン街道形成構想l ..... ... ・e ・- …・… 2  

・ 刈噺 ｕｾ［ｾ

人にやさしい「ゆいレールJ をめざして …ーー 2  

・大分県

第20回全国都市緑化おおいたフェア ……. . . . . . ..・・・2

東海支部会員作品2003 ( 制作風糊l剛 )

大津赤十字志111'病 院 /研究成果活用プラザ東海/ 磐

田信用金庫本庖ＯＨ株Ｉｾ回自動織機Ｇ情報技術研究

所/ SANYO SOl AR ARK/ メナード本社ビル/ D-

Square/ オアシス 21 / ZEBRE/ 愛知県住宅供給公社

サンコー ト村r1B台… ・ 一… .........3

東海スケッチブック …  … … … … 一 一一 一 … 3

愛 知 ・ 名 古 屋

一 この地の文化・芸術と 建築 ・街っくりを考える

- 総論

劉 <1-1・名古屋の芸術文化をめぐ って/ 馬場駿吉 3  

・企業としての文化活動

I NAX文化スクエア/ 宮地 究 ・・… 3  

国際デザインセンター/ 木村一男 ・… ........3

・名古屋の街 ・街づくりと住民活動

広小路物語青11市再生を目 指して/ 井上昭彦 ・・… e ・e ・3

名古屋の歴史的建築/ 溝口正人 ・… ー 3  

・座験会

支部会只が諮る「愛知 ・名古屋の街・建築」 …  3  

「愛知1まちなみ建築: ! ' t 1993- 2002J にみる愛知 ・名

古屋の文化純設 ・・……ー ー… 一 3

・施設づくりと地域文化の広がり

新しい街並みの創出 / 稲田- 22 ・ ー一一ー 3  

都市の中の美 術 館 / 山脇佐江子 ・… ..・e ・H ・H ・...・ a ・...3

長久手町文化の家/川上 'tr •• . . . . . … 0 ・H ・H ・.... ...3

間的市シピ ック コア地区整備計画/ 大賀治義 …・ 3

文化の新しい発信地/ 須藤角男 …ー 3  

サスティナビリティ

~次世代に引き継ぐ都市・ 建築 ・暮らしのデザイン~

. サスティナビリティ、そしてサスティナブル開発とは

循環型社会におけるサスティナフソレ開発一持続可能な地

域再生に向けて- / 鈴木克彦 ... ................… 4  

サスティナブルな都市開発のための設計方法一オランダ

型のマスターアーキテクト方式- /北尾紡雅 .. ... . . . . . . .4

・サスティナブ J レ・デザインの実際

エコデザインの役制と可能性/ 池上俊郎 一ー 一… ・4

サスティナフツレ開発の笑|捺~フライフソレク市ヴォーノ Tン団

J山- / 紅谷昇平 ........ ... ..... ー…・ ・ 4  

青11市と人と自然との共生まちづくり~難波再開発A-1商業

株等のサスティナブルテ'サーインー/ 大弁昇二 ・H ・H ・..… 4

自然のM( みを生かすエコスクールー瀬戸市立品野台小

学校一/ 若林 克 一ー …・…… 4  

資源循環型社会を創る技術ー「再築システムj の 家 ~

/ 藤田究明 一一一 . . . . . . . . . …・…ー 4  

グラウンドワーク型地域づくり~小さな IIITの大きな挑戦一

/ 111凹禎夫 ー...... . ・… … ー .4 

. サスティナビリティを支える社会

環境に配慮したライフスタイル形成の取り組み/ 藤井絢

子 一一一 ー…一 .4 

都市文化の継承と再生/ 松田奈緒子 ー ・4

古11市生活の縦li X と再生一千里ニュータウンの40年一

/ 山地英雄 .. ..・ H ・.. ..・ a ・.... .. .... ...・ H ・ ・4

環境共生集合住宅における問題点~環境共生住宅の笑

態調査からー/ 佐野乙ずえ ・…ー一 ー.. 4

il fEもが住みつづけられるまちづくり~ノf リアフリーとユニバ

ーサルデザインへの期待- / 問中直人 e ・e ・4

. サスティナビリティの時代に感じること

1:( プf は、サスティナフ。ルなる言葉を信じますか? / 加藤

カ ・・ …. . . ・H ・.....・ H ・…. . ・ e ・.... ・…・ 4

建 築 と五感

- 総論

口

可

五感を考える/ 山中俊夫 ・・・… u …・ ・ .. .・ e ・ 5  

. 視覚

視野l I i li 筒lガラス/ 近藤正之 一 ー…・…ー5

・聴覚

日本建築にみる伝統的な癒しの音 / 十 念 毅 一一 5

. 聴覚

アクティブコントロール/ 中山立視 ・…・・・… 5

. '.臭覚

香りで快適空11討をデザインする/ 長谷川俊紘 一...5

. ' .臭覚

室内における臭気と機能性建材について / 武成絵里子

……・ 5

. 触 覚

オンドル( 温突 . 床下l暖房) の心地よ さ / 李 允 照

5  

. 味 覚

浪花の味覚/ 松原仲介 … …ー ・・・・・・ …… 5  

都 市 計 画 法 及 び 建 築 基 準 法 等 の 改 正

. 総論1

建築基準法等の一部を改正する法律の概要/ 中津篤

志 ....... ............. .. .. ... .・ e ・H ・H ・.................. .6

・総論2

まちっくり一都市計画法の改正をふまえてーマーケ

ット ・メカニズムとコミュニテ 4 ・メカニズム/ 小

林重敏 ・… ...…….. . . . . . . . . . . . . . ... .一一 d

l品H1Ii都ili の歴史性 固有性にもとづくまちづくり/

I!鳥海邦碩/ 1日l 絵JJI!子 ・・・・… ー…・6

シックハウス対策規lIi li の導入/ 田辺新一 ・…・ 6

・各輪

京都 Ｍ 姉小路界限 のまちづくりー姉 小路 界限 ｉｉｉｊ 式 ｉ ｾ ｉ

からの展開ー/ 石本幸良 ー… … .6 

紫観形成地区での活用ー神戸 市 ー /村川|導敏 …・6

御堂筋のまちなみ形成 / 薄木三男 ……. . . ・ H ・..…・6

シックハウス |問題に対する取り組み 相談窓口の現

場 か ら ー /三木太志 ・・・・・・・ … 6  

il fEもが参加できるまちを目指して一大阪府における

稲祉のまちっくり条例とハートピル法ー/ 西 明子

ーー・6

コンパー ジョ ン

ーインテ リアから発信するまちなみー

. 総論

コンパージョンの必袈性/ 総村秀一 ー一一ー 7  

. 各論

コンパージョンの適性評側一地域1mの比較に向けて

- / 佐藤考_ .. ...... .・ e ・. .... ............. .. ....・ H ・ 7  

コンパージ ョンに関する国の支援 /inu野幹子 7  

コンパージョンの事例~旧千代田生命本社を目黒区

総合庁舎へ- / 井藤裕明 ...・ H ・H ・-…・ 7

アメリカのコンノ T ージョン司王伊u- フィラテソレフィア

の場合- / ぺリ一史子 .....・ H ・ 7  

関西に おける コンパージョンの状況と可能性/ 吉村

ｾ 祐ー…ＮＮＮＮ ＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮ・ ｈ ・ＮＮＭＷ

ユーザーから発信するコンノ f ージョンとまちの再生

/ 中谷ノボル .. ... .. … ........ ....... ...... .・e ・. .. ... .. . . . -7

〈インフィル 〉からまちなみへ向けて/ 海野克則

7  

用途変更を前提とした建築計画i / 曽板陽子 ... . . . . . .7

介護と建築・設備

総輪. 介護とは

介護における建築の役ili 'U/ 小M1- 正 ・…...・ H ・-…・ 0 ・8

国の施策の方向一高齢者介諮研究会報告苫からー/

|河田光彦 ...... .......... .. ........一 …… ... 8  

建築設計者がみた高齢者介護一高齢者介護施設の設

計と介訟の現場、そしてこれからー/ 柏田博之・・… 8

介設施設のあるべき姿一高齢者の生きる意欲を支え

るためにー/ 務総芳徳 一一…… ・...・ H ・… … … … B

各論1. 介護の現場から

時代の変化と利用者ニース1こ対応するハードとソフ

ト/ 本|自1t ill 子 ー… e ・e ・ー 一一一… 8

高齢者テ' イサービスセンタ一円、くとく ll J 一利用

者へのハード簡での配慮ー/ 村尾光宥 … ー… … 8

各論2.介護を支える設備

高齢者施設における設備設計上の工夫/ 弓崎幸治

・・・ 8

ケア設備、空間を備えた住宅一積水ハウスの場合一

/ 後藤義明 .... ・ e ・e ・.. .. ....... .. .. 8



号

「移動性J を確保する住宅の設JI' - 大相lハウスの場

合一/ 腕畑友隆 ー…. . . ". " ......・ H ・....… 8

介助をふまえたトイレの機器 ・ ｾ ｉｉＺｉ の考え方 ＯＧｦ 在日
隆三 … ....・ H ・...・ e ・H ・H ・-…....・ H ・-…...・ H ・..... ...... ..8

介助をふまえた衛生器具ー浴榊ー/ 金子祐子・・ ぃ8

バ リアフリーに対応したホームエレベーター/ 土田

健二 …・…… ..・ e ・- ・・・ 8  

医療 ・介護における情報通信ネ ットワーク /'V.. '回 総

8  

↑，'j-'liWシステム機器ーモノづくりを過しての介護をど

う与 えるかー/ 金湾祐一 一H ・H ・....・ H ・- … 8

建築とノスタルジー

~建築の主観的価値について~

- 総 論

建築を促える新しい価値をめぐ って/ '1リ11 理 … ?

・各論1

j R奈良駅舎の保存運動を通じて与えたこと/ 好川忠

延 … … ・ .. .・ e ・ ・ … … ......9

・各論2

法'N寺横丁の復興 ........ . …ー 一一 . . … ..9 

. 復興の経緯/ 飯山義隆

述l H 建築物設計制度の適用 / 小川恵三

横丁と人 ・J; 5/川久保建l羽

横丁と法善寺 / 事l' 国民晃

- 復興のJf3- ｛Ｂ 正弁丹吾亭 ｊ の ｪｾｬ 合ＭＯ 岡本消文
・各論3

大阪の近代長屋そして現在Ｏ利 回 目 ｉｾ ｉｊｾ ・・ ｈ ・ ｈ ・Ｍ…・ ＮＹ

・各論4

下寺IIfTWI践のまちの魅力と 耐li舷/ 秋田光彦 ー… . .9

・各論5

ｾｴ 浜 ・ Ｈ， ｉ ｩＩ場における近代建築の魅 力 と再生Ｏ栗本智
代. . . ・ H ・. . . . . . . . . … .. .. .............. ......9

・各論6

市民が選ぶ文化財/ 京都の近代m誌を考える会 . .9 

力と楽しくっき合う方法

- 総 論1

あらためて力を考える/ 横尾義1:1: … … … … ・… … 10

. 総 論2

建築の「見えないカJ / 倒木浩一 ............. .... .. . . 10

各 論1. 構造物の設計における外力の評価

〈構迫拘を形づくる〉

大空 Ｑｭ をおおう建築構造のしくみ Ｏ 谷 ｉ ｾ ｉ ワ 火 ｬｬｩ … ＱＰ

明石海峡大橋の設計 / 楠原栄樹 ....・ H ・- …一 .. . . .10

海に浮かぶ巨大構造物の設計 ・mli 御/ 小池裕ニ ー10

若ｕｬｴＮ埋立 地 線上の長大建築物の設計 ・ＱｉｩＱ Ｑ 術 ｊＯ 多 ｴＧＡ ｩｬＱｾ
蔵 … … … ・・一一 … ... .....ーーー 一一 一.... ........ .... . 10

〈泊りくる持者( J ) )に備える守る〉

限界状態設計の荷重の考え方 / 神間 )1回 … . . . . . .10 

免a住宅/ 村井信義 一一一… .... ... ... 10

風荷重の評価法/ 巻幡敏秋 ......................10 

1誌の力を利用した高層建築物の振動応答申IJ 御装位/

向井洋一 … … …  ...・ H ・...............10

各 論2.特殊な設計条件における荷重

遊品川il!i ; 没の設計における「ちからj とのつき合い方

- ] URASSIC  ｐａｒｋＺ 百四 ｒｉｄ 伊の ｊｾｬ 合一Ｏ村上 ｼ 漆太
. . 10 

111の転必防止一|勿諮相|日の車両術突に対する考え方一

/ 侃 聡. . . .. ... 一一ー・ ーー… ... .........10

鋼椛造物の疲労/ )11井 ｾ＠ ・・ ... •. ・・ 10 

初虫を測る/ 熊谷' ，? ，雄 ー ・・・・・・ 10 

手すり ｬ 並ｼ げ実験と群集の詰め込み実験 ｬ こ Ｉ，ｾ づく ｬ 作集

圧の J l'i j[IJ と滑集密度の推定/ 吉村1s: 祐一一ー . 10 

私 の 空 間 作 法一会員作品ー

透過性とリズム/ 塚口明洋 ………. . . . . . …………・・・ 11

光をコントロールするスクリーン/ 森村政悦 … . . .11

3起き被けた空間/ 村重保則 …… … … . 11 

大地の上に杉の列柱を組む/ 新民! ! ( ! 布1&ヴァサンティ

一11

再生の45を見る/ 岡崎善久 ……・ー ・ … . .11 

有lのにほひ / j藻f:l l二12史 +中村一美 …... . . .・ H ・....11

木と珪泌土のRC現代11fT家 / 小雨- DJS ...............11 

幼木/ 枇相健一 ー ・…・・ ....11 

悦線の交錯が生みだす楽境/ 平尾羽li下+ 木本奈二DJS

11 

ｂ 革主とのコラボレーシ ョンＯ 汁よ久 ｾ ＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ Ｎ ＱＱ

ボランティアでつくるへンロ小屋/ 歌 一洋 11 

兵) ，ji のランドスケープ/ 長谷川弘 l庄. ..... ....・ H ・....11

号

街並みに溶け込むファサード/ ー尾普示 一 ・・ 11

パス通りの視線/ 池上 明". . . . .・ H ・. . . . . …… … … 11

3Dと現実/ 河rf.j i] H1i.・・ ..".. .・ H ・...・ H ・- …・… ー・・11

健康づくりを和11として/ 徳岡浩二 … … … 一...11

3層を繋ぐライトコート/ 浅野裕 ...・ H ・・ 11

限られたなかで/ 山本!"J. ' ( …一 …ぃ 11

地域とともに/ 上作並リ1 …・・・ …..・ e ・11

五感で導くサイン JJ;J J党 / 山中山4 人 …ー 11 

スペース デパイダーと宅問/ 摘松l峰子 一一......11

私の近作/ 夏際見 j 乙 ...・ H ・ … ........11 

第 5 0回 青 年 技 術 者

_ . 信十・計画部門

小南嘉久/ 盟国 毎 日ピル再開発プロジェクト~尚

業ゾーンの企画コーディネート業務一一・…. . . ・ H ・12

津熊直人/ 品川幼オーセンピル、内田洋行本町ピル、

島津労働組合会館、 トヨタ生協おまつり広場… … 12

水谷考治/ 立山; 酒造 (株) 本社工場、伏木中学校海風

会館、 三菱自動 tド税制"J..
11. 門学校 …・… 12 

大西宏治/ 大林制l木曽駒高原山の家、 OASIS21 … 12

中村篤史/ 京都カトリ ック信愛幼稚園、播磨11fT立Jl l i

池幼呼11匝l 蓮池保育|到 f Tf て支援センター 12 

垣田博之/ 灘浜スポーツゾーンクラブハウス、ロー

ム福利厚生名11 .…ーー …...・ H ・H ・H ・.. ... .. .. ............12

喜多 主 税 Ｏ ｩｪｬｾＱＱ 旺ｉｲ ｬ ￮ 立浪切ホール、兵庫県立芸術文

化セ ンター( 仮紘) ・ ………ー …...・ 12

山羽ひとみ/ リーガロイヤルホテル、ホテル近鉄ユ

ニノf ーサル ・シティ明、ホテル阪神 ・・ 0 ・0 ・0 … 12 

Ｓ 寄藤篤 史 Ｏ京 都市伝統的ｾ造物 ｬｴｲ 保存地区における

一連のプロジェクト及び研究 ・・・・… 12 

. 構造部門

諸星雅彦/ 京m大学斤周年|時J I台記念館の免震レト

ロフィット ー................... .. .. .... ...... ..........12 

佐分利和宏/ 新千虫舷ヶ副主定の椛造設計~免震情

の合王型的 な設 ;li の尖肢と、F而的偏心を有する高層建

物の免震化一. . . . . . 一一… .. .... 12 

福本義之/ 泣かな )，!i f主空1mを創造する免震椛造の提

案~千樋台センタ一地区及び可変住戸スケルトンの

提案 ー…・ー ...・ H ・・ 12 

嘉村武浩/ 18同スパンの基準鉄骨梁成を6∞としたオ

フィスピルの構造設JI ……ーー ・… ....12

・設備部門

寺西泰裕/ 飯事l'v9'#，岨IIJ 自発 nJil I工事における氷flf 熱

空調設備の導入と改善 ー一一一 12 

鮎合 同v モパイルウエアラブル機慌を利用した音

声と映像による新行型システム .. ・e ・.. .. .... ...... .... 12

小稲克也/ 建築と ↑Jif 報 システムの融合 ー 12 

. 施工部門

野正 明/ 解体工事における計画マニュアルの作成

・. 12

河合栄作/ ソイルセメント述，f，)' l地下E吉本設杭工法の

開発と実純 ...... 一一一一 12 

藤井秀治 Ｏ大 ｾ ｑ 般地下工事における合理化逆打ち工
法の計画と笑胞 ...・ H ・....・ H ・.......・ H ・.....・ H ・- … ..12

青 年 技 術 者 顕 彰5 0年

松村康三 (第 1 回i' i ' ''m築家) ・ 卜年ひと昔 ー 12  

市川 宏( 首14 同? ?年挫築家) ・力不足の言いわけ

12 

徳 岡 昌克Ｈ第 Ｙ 回￯Ｇ￬Ｇ ｻｦＺＮｾ築家Ｉ ・ 青年建築家に選ば
れた 当H寺と今 ・ ...... . •••••• ..... ...... .・ e ・.. .. .. 12

東 孝光( 釘; 11凪7f イf. m高是正) ・40年後へのタイム

カブロセJ レ...・・ ・ ... ". ..… ーー e ・e ・.. .... 12

出江 ｾＧ￭＠ ＨｴＡｈＲ 回 ｲ ￭ Ｇ 年主ｾ築家Ｉ ・ 竹中 ｬ 時 代を懐 古す
る ー… e ・e ・... ... ...... .... .. ……ー .一….一.. 一…-一.. 一.12

太凹隆1信言 Ｈヨ第 ｾ ＱＴ 厄凪 Ｑ ，

.口.12

狩野忠正 (第1路8回百年立佳l ! 築2家反約) . M& D i凶git凶剖 .….口イ.1ロ2  

述 ｅ藤車剛生Ｈ第 Ｒ初 Ｐ 阿 ηｦ 年ｦＮ ｻ技主 ｢訓術ｾ防 ［可 Ｕ 者者ｾＩ . 変わつたもの変わ

らなかつたもの .….口.. ….一.. ….い.. ….口.. ….口.. ….一.. ….一.. ….口.. ….一.. ….一.. ….一.. …噂リ...・ e ・....12

内田直樹Ｈ第 Ｒ Ｑ 回百 年技術情 ｾ ) ・巡り合わせ… .. 12

高総 fl jJ Ｈ首 ＱＲＲ 回 ＺＱＷ 年技術情ｾ ) ・回春法 ・. 12

福本早苗( 首;26回百年技術者，) ・榊造技術者として

何ができるのか …… ー12

久保治 一 Ｈ賀 ＱＳＴ 回 Ｑ
Ｑ
ｔ Ｇ 年技術者 ｾ Ｎ ) ・新しい出発に向け

て ・0 ・・・・・・ 目・・・・……・・・・・・・・・・…. . ""……・・ .. .. ...1ロ2  

大高一|防呼 (第3鈎4凶 l白 山守ν王

中平利人Ｈ買第 ｾＴ “ Ｑ 回 η 年 ｊ校占循術 ｩ 者Ｉ Ｎ 生波、 一 青年技術

者 ー ・ … … ー一一一 12 

三村大介( 第48Jnli 'J '{ I'. 技術者) ・ カウンセラーとエ

ンターテナー…・・・ …ぃ 12 

建築の眼

ロ

弓

IiI lili 開境クリマアトラス( 古11市開境気候図) 条良

に住むコト. 発熱する建築 ボルノウ「人 川 と さ ｾ ｬｭ ｊ
( せりか .liJ 7H978年l lD .  ・・・…. .... ................ 1  

述築烈境工学における環境設; 11'. '1"図の民居から思

うコト . 24時11¥1止 まらない発熱 ヴァレリー「ユ

ーノ T リノスあるいは建築家J ( 桜美拍:1973年刊) • 
・・・・2

クールルーフと屋上緑化. 大阪 ・船場の再生に( そ

の 1 ) .  I発熱する建築j をどう冷やすか ヴオル

テール 「カンディード J ( 岩波文郎1956
1f:. 'f ID ・・・3

防災拠点における太陽光発電システム大阪 - 船場

の再生( その 2) .  建物を冷やすと 都市はどうなる

か チモシェンコ「材料力学史J ( 鹿ぬ出版会1974

{1'.l lJ) . …・ ・ … … e ・e ・."..・ H ・. . ………. . . ・ H ・4

都市政i境の共同所有 おせっかいのススメ 「組

物のキ: せJ こそ機能緑化の決めて. 渋谷五郎 ・長尾

Jl 先日d 円相諜( 上巻) ( 下巻) J  ( 学芸山! 制1蜘

19591f三FI J) .・ e ・e ・..・ e ・....・ H ・H ・H ・... .... .... ー… ...5

断熱改修と住まい方 大阪再生に思うコト 発熱

するI i I S，li. Ri chard Rayner  l' 百le Cl oud Sketcher  J  

(Harper Collins  2側 年 刊) ー..... ..............・ H ・.......6

以上 森山正和 ・千葉桂司・大高一博 ・樫原健一

次世代への武務. 一徒然なるままに~法の読み方

ト7 ソン. いまどきの家( うち) …...・ H ・. . ……… 7

建築の評{l lI i. ー徒然なるままに~訟の読み方 全U也

家( うち) の辺( へん) の眺め. . . ・ H ・. . ………… ..8

建築 ) J の可能性. 一徒然なるままに一法の読み方

小さな子 L主近の木材事情。 ・ .. .・ H ・...・....・9

文化人と主ｾ築 Ｍ徒 然なるままにｾ我が家の趣味

NJ -n( ニュース. 三位一体とは・・ 一.. . . . 10

ｍ 報 と ｩｬｬｾ 喜 一徒然なるままに~我が家のM! ! I床.

ｦｊ ｦｾｕ 心 太の 世界街のも つ イメ ージ ・… ..... 11

ヒューマンス ケール ~徒然なるままに~我が家の

幽床 '1' 国の 建 築 理想の家( うち) とは. 一... 12
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構造の頁
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設備の頁
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学者11環境デザイン学科建築環境学分野・・ ... .・ H ・-… .8

健康で快適な生活 と渦熱環境を考える/ 奈良女子大
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- 書評

歴史を学ぶことは、設計に役立つかH作家たちのモダニズム一也築・イ
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. 新刊紹介
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新建材の頁
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M即 o MUSE UM脊季特別IP! . Roman  Signer:近作1員。エイヤ= リ
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コJ レピュジエJ . r伊東忠太の Ilt WJ 1，反 大阪郷r ! ' i :t:'cr説建築賞募

集! rまちを活制 化 させる駅」コンペ ｾ ｮ ｜ｊ デザイン コン ペ
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百¥20回 記 念 現 代 日 本 彫 刻 展 第 151雇l関西三大学合同五n築! 員総

をまとう家一我流天国一、 INA Xギャラリー大阪で ジャン ヌ

ーベル展、東京オペラシティアートギャラリーへ ODPデザイン
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秋季企画展 ーヴォーリズがのこした佳築図面. 兵庫県「歴史的也

築物シンポジウムJ 参加者募集 出版記念シンポジウム 「建築運

動とデザイン思潮J 浮世絵アヴァンギャルドと現代~東京ステ
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理事会

第 5 回常任理事会

10月16日 (木) 16:  30- 17 ・40

出席者佐野会長ほか 7 名

議 事 ( 1  ) 平成15年度上期収支実績について

( 2  ) 平成16年度事業運営方針について

( 3  ) 後援、協賛名義使用について

( 4  ) 青年技術者選考結果について

第 2回臨時理事会

10月29日 (水) 15:  00- 16 :  00 

出席者佐野会長ほか23名

議 事 ( 1  ) 運営資金の件

( 2  ) 事務所移転検討の件

( 3  ) 今後の事業運営の件

( 4  ) 理事補選の件

第 7 回正・副会長会議

10月16日 (木) 17:  40- 19 :  15 

出席者佐野会長ほか 3 名

議 題 臨 時 理 事 会 対 応 方 針

第 8 回正 ・副会長会議

10月29日 (水) 16 ・00- 17: 30 

出席者佐野会長ほか 6 名

議 題 資 金 対 策 に つ い て

編集委員会

第 7 回編集委員会

10月8 日 (水) 18:  00- 20 :  30 

出席者設楽委員長ほか 2 名

議 事 ( 1  ) 平成15年11 月号~平成16年2 月号特集経

過報告

( 2  ) 平成16年 「建築の限j 新執筆者の検討

( 3  ) 第 4回読者と選ぷ 「建築と社会j 賞

( 4  ) 平成16年 1 月号- 12月号の「表紙j

( 5  ) 作品作風、広告企画、シリース頁等報告

( 6  ) 収支状況報告

第 8 固編集委員会

10月29日 (水) 18 ・00- 21 :  10 

出席者設楽委員長ほか 5名

議 事 (  1 )  i建築と社会j の誌面刷新について

( 2  ) 平成15年11 月号以降の特集経過報告

( 3  ) 収支状況報告

第 7 回法令分科会

10月1 日 (水) 14:  00- 15 :  30 

出席者鶴団幹事ほか 3名

議 事 (  1 )  i法令コーナーj の企画

( 2  ) 来年の法令特集

( 3  ) 委員の交代

第 6 回設備分科会

10月1B  (水) 18: 00- 19: 45 

出 席 者 梶 井幹事 ほか6 名

議 事 (  1 )  i研究最前線 を追うj の企画

( 2 )  i設備の頁j の企画

( 3  ) 来年の特集の方向

第 5 回計画分科会ー建築計画系ー

日 本 建 築 協 会

月間の動き

10月 1 日 (水) 18:  30- 22 :  00 

出席者野田幹事ほか 8 名

議 事 ( 1  ) 委員の加入と委員権成の見直し

( 2 )  9 月号特集の反省点

第 8 回4荷造分科会

10月3 日 (金) 18:  00- 20 ・00

出席者 自測幹事ほか 2名

議 事 「構造の頁J の企画

第 1 回計画分科会一計画系ー

10月14日 (火) 18:  30- 21 :  00 

出席者 鈴木幹事ほか 7 名

議 事 来 年 4 月号計画特集の企画

「建築と社会J 誌面刷新検討小委員会

10月17日 (金) 18:  30- 21 ・00

出席者設楽委員長ほか 3名

議 事 「建築と社会j の誌面刷新について

第 7回広告企画小委員会

10月22日 (水) 17:  00- 18 :  00 

出席者 設楽・渡遺正副委員長ほか 3 名

議 事 平 成16年 2 月号「都市緑化j 特集について

第 4 団施工材料分科会

10月23日 (木) 17 :  00- 18 ・00

出席者平野幹事ほか 5 名

議 事 来 年 の 特 集 テーマの決定

第 6 回作品作風小委員会

10月23日 (木) 19:  00- 20 :  30 

出席者倉測副委員長ほか 1 名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(  3 )  i  gal l ery J  掲載報告・予定

事業委員会

話題建築を聞 く (第36回) なん 1I パークス商業棟

10月23日 (木) 16 : 00- 18: 30 

参加者 59名

会 場 J V工事事務所会議室及び現地

講 師 大 井 昇 二 大 林 組本底建築設計部長

教育委員会

第 1 回工高生教育小委員会

10月7 日 (火) 18 ・00- 20: 00 

出 席 者 和 田副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1  ) 本年度第49回工高生デザインコンクール

応募作品の予備審査

( 2  ) 審査会、表彰式の役割分担ほか

平成15年度第49回工高生デザイン コンクール審査会

10月18日 (土) 13:  30- 18 :  00 

出席者塘審査委員長ほか審査委員 13名

和田副委員長ほか教育委員 6 名

議 事 工高生デザイン コンク ール応募作品の審査

出版委員会

第 6回出版委員会

10月16日 (木) 18:  15- 19 :  00 

出席者上原委員長ほか 8 名

【平成15年 10月分】

議 事 (  1 )  ( プ口のノウハウ) と特装本の経過報告

( 2  ) 今後のテーマと執筆者選定

第 8 回建築教育小委員会 (仮称)

10月3 日 (金) 17:  30- 19 :  00 

出席者安達主査ほか 4名

議 事 (  1 )  i建築設計教育の変化」について

( 2  ) 今後の作業予定

「建築施工図の作図方法とチェ ックポイン 卜」出版小委

員会 (仮称) 第16回

10月9 日 (木) 18:  00- 19 ・00

出席者 田中主査ほか 4 名

議 事 「建築施工図の作図方法とチェ ッフポイン卜に

関して j 事例報告

建材委員会

第 4 回建材委員会

10月 8 日 (木) 16: 00- 17: 30 

出席者和田委員長ほか 9 名

議 事 今 後 の 検 討 材 料

E  近代建築を学ぶ会

i  (仮称) 近代建築を学ぶ会J 第 3 回準備委員会

10月20日 ( 月) 16:  00- 17:  30 

出席者佐野会長ほか 3 名

議 事 「近代建築を学ぷ会 (仮称) J の企画について

青年技術者選考委員会

第50回青年技術者選考委員会

10月2 日 (木) 16:  00- 19 :  00 

出席者設楽委員長ほか10名

議 題 応 募 者35名の中から 19名選考

建築クラブ

第374回建築クラブ朝食会

10月14日 (火) 8  :  30- 10 :  00 

演 題 『環境問題を考える j ークリーン エネルギー固

家創生への夢ー

講 師 漂井敏郎氏 ( N G O緑の協力隊・関西津井隊代表)

場 所 大 阪 全 日 空 ホ テル

参加者 24名

入会者(敬称略)

〔個人会員〕

鮎合(大林組)

同l
浦(山大鹿煙肢)哲 (北金龍姐田第情造興研照究所)

神谷(大林組浩)司 嘉(村日趨盤武It l浩 !ZLEよ

喜(多日連位主計)悦 小(稲日撞段克針)也 小(竹南中工務嘉E久)  

(敷車畑野撞由築事紀務子所) (徳清岡昌水克直策雅事史務所) 武内(大柿組篤}史

前(怯回蹟総合英計画男)  諸(星清水漉雅股)彦 {3京5都藤大学大篤学史院}

八 木 知子
福 島(有霊園偉) 人 品著名古宮ZL)

4会員の言卜報

山 本 光 夫 氏 平 成15年10月10日ご逝去

建築と 社会 ・2∞3.12 53 
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こころを育む環境づくりをめざして

一一----....-/一 一ーーー一一一 ふ^ " 叫」

不動建設グループは、かけがえの

ない地球の自然環境を大切にし、

21世紀の人々がともに美しい国土

で健やかlこ暮せるよう豊かな生活

環境の創造に取り組んでいます。

- たゆみない躍進をつづける

不動建設グループ

フドウ建研

フドウ技研

フドウ道路

フドウ土地建物

環 境エンジニアリング

一一 一一ｾ
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(  ( プロのノウハウ) )  

第一線の

技術研究者が

わかりやすく

鋭く解説

G  

学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通

西 洞 院 東 入 干600- 8216

tel 075-343-0811 

fax 075- 343- 0810 

建築と音

の

トラブル

ふ 問 。 ｾｴｩｾ

d!)) 謀長

建築と音

(J) 

トラブル

企画・日本建築協会

田野正典、中川清、縄問好人、平松友孝著

( 鹿島建設) ( 清水建設) ( 大林組) ( 大成建設)

四六 . 224頁 (2色刷) ・ 2300円+ 税 ISBN 4- 7615- 2197- X 

生活騒音、建物の構造や配置プランによる騒音、

設備機器からの騒音振動、配管の伝搬経路の騒

音など、建物に関わる椋々な音のトラブルの解決

方法をゼ、ネコンの第一線の技術研究者が解説。

約50の重要事例について具体的な内容→原因→

対策→解説→ヒントとして整理し、建築設計や施

工監理の実務担当者に役立つよう構成した。

，U'・

•• 
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支 庖

取 締 役 t I : 1，，( 宅 i，'; -光

常務取締役閃 1
14.10. ¥1長 本 木 満
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空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。抹式会社三発空調

本 社

J I(ぷキ:1)1

大阪本1 ) 1

止 ，g

大阪市北以内天満3 r  ｊｬ Ｑ Ｓｾ佐 ＲＰ り 屯，11i06-6363- 1671

点以都新術 lメ 両 新 制 新 l lHI 友ピ Jレ ill ぷ03・3344・7911

大阪市北 1;0(丙 k i 崎31 '1 113昏20 り 従，:;1; 06- 6363- 1371

仙台・横浜・名，l i W・Ji( 都 神戸・広ぬ ・悩|尚

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 車 ・ 地 盤 凍 結

伺9 よりよさ賊へ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研
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社

メンテ ナン ス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目日番16号(オートセ ンターヒVレ1'2階)

干 542-0066 m話 大 阪 (06) 6768 - 5 0 3  1代表

電 話 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代表

東京都文京区小石 I111 丁目 12番14号(日本生命小石川ヒ'ル7階)

干 112-0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代表

Z訂但 廷タ

搬 送 機 設 備

設 計 施 工

人に優しい環境づく り

第一工灘横式怠祉

大阪支広 干530- 0047 大 阪 市 北 1(( 附 天 満 3 丁 116{昨14 ｾｊ＠

電 話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代ぷ)

〒 l∞-0005 東 点 部 千 代 ITI I><: 丸の内3 n l 3併 l ちー

電話 ＰＳｾＳＳ ＱＱ Ｍ ＸＵ ＱＱ (代表)

本 ヰ士

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備 . 消火設備の設計施工

持' 額面厩衛生工業而大阪本庖

大阪本庖

本 社

支 j苫

干531-∞71 大阪市北区中津六丁目 8帯 4号

T E L  06- 6458あ 28 (代表)

干 108-0023 東京都港区芝浦 三丁目 6番18号

T E L  03-3452-7441 ( 代)

札幌・東北・新潟・東l拘束・検浜 ・名古屋 ・九州

O Ku J U  

匡室 鷺宮 鍋 も 良 識Eク雄濫麗質謁

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル システム天井間仕切

刷会社 オクジ‘ユー

⑪む JU材 業 舵

本

本 社

大阪市北区西天渦5丁目3番7号 〒530.0047

TEL(06) 6312-4131 FAX(06)6312.7998 

東京九州 禍浜南九州 ・名古屋上海

千土

あ T

ぷ7 切

る ーー さ さ

Ｉｩｾ＠ t i 需告ら

ねl 」二浪 7  

L B ， ! ス

1株量22

十11 式 干二-

a  ーム:- 13 ¥ ¥ 

:.t 云 ik 主主

社 三=玉

大阪市凶区西 ｾ ｦｦｩｊ ¥ 0) 13の33

f EL06 6332 [，64¥(代表)

ドAX.06 633:' 31  H  ¥ 

天F唱営業所 天 f唱市川 被 ，H 祈 町 4 9  



デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ.I n C S A ( 膨張性 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ ニＮｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ ク ラウ ト用 無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 司 ｆ ＺＺｊー子・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ 建造 一 ＿＿ ＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニ.I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・子二Jnrlooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

社

T E L 本 社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在鳥 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

-o... 

' :z:t 式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

社
-o... 

ｾ＠式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6)  6 4 4 3 - 6 1 8 1  6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

大阪 ( 0 6 )  

東京 ( 0 3 )  

Y

L

Y

L

 

F
ι
h
ι
 

T

T

 

ネ土

A

令

官式株成イヒ東ネ土

A

会式株産物j羊光 郷

T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

6 2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6)  T E L 大 阪

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

高 橋 幸 久

電 気 設 備 設 計 施 工

締 zt 金 員 三 興 討

上 田 正 雄

。
常務取締役支社長

大阪市中央区南波橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 l 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川・東関東 ・北関東 ・中部・九州

代 表取締役社長

大阪市北 ｼ メＺｾ Ｇ￬ｾ Ｚ ぬ浜 Ｑ Ｍ Ｔ Ｍ ＱＹ ( H  1'. 地常烏 ピル )

ｾ ｛ ｡ｩ ｦｪ＠ 0 6  ( 6 4 4 2 )  3 6 7 1  ( 代 )

氷 点 都 中 央 l天LI 本 橋 茅 場 町 2 r 日1 7 帯 3 号

'i[ ｾ首 ｯ 3  ( 3  6  6  6 )  1  4  7  8  (1 0  

堺 ・ 泉 州 泉 I$j . 滋 賀

ネ土

底

本

支

営 業 所

母審判噛品 ω L
C H OYi。

朝 陽 電 気 株 式

取 I帝役 山 本 貴 士

人b 丸、る多彩なフィールドで、

新しし 、銀界』こ挑戦しています1

代表取締役社長 依 藤 孝 行社

ゐ

一

品

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目10番11号

円 四 時.06- 6351- 5428 Fax. 06- 6351・5 2 9 9

社 〒 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝日ピル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代) F AX  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

本

L _ _ _  I  

・・・・・ ｅ 毘ＧｩｬｬＮｉ品 ｾｈ ｩｴ 酒田 ｅ 司自主 聴 ｾＡｻ ｝Ｑｉ耳時曲目｝ｾＡｊ間島理掴圃圃圃圃圃

入と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

本 社 〒530. 0043 大阪市北区天満 1- 1- 10 TEL 06- 6352- 7502 F AX 06- 6355- 2 

制 作 部 干530. 0043 大般市北区天満ト9 ・19 TEL.06- 6352・0943 F AX. 06- 6355・5533

印刷工場 〒530. 0043 大板市北区天満2- 5- 1 5  TEL I  F AX 06- 6 
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村 上 浩

旭化成建材側パイル土木資材妓術部副部長

杭施工時の残土問題を解決した工法・杭材の

リサイクルに挑む工法
出 品|地 職 境 に 臨 た 杭 邸 3|

l 棚征時妨社問題を解決した王去

①鋼管杭回転埋設無残土工法 (EAZET)

先端にらせん状の羽根を有する鋼管杭を地盤中に回転貸入させる

工法である 。1994
i
]三の発売以来、使用実績は全国で 1万件以上にの

ぼる 。この施工方法は、杭体積分の土を地中に押 しのけて賢人して

いくので、 地表面に残土は全 く発生しない。 また、施工の|深に、

水 ・セ メントミルクを使用しないため、地下水などの水質汚染の問

題も全くなL、。

A廿コ ラム鋸出し状況

L  

施

工

完

了

羽

川

悦

付

き

鋼

管

迎

設

m羽

て 棋

込 付

み き

鋪

ｾｾＺ＠

ATI コラム施工工程

コ

ラ

ム

築

造

芯

合

せ

E AZ E Tの杭材は、逆回転して引抜き、再利用可能な状態で撤去

することができる 。 下図はあ Ｇｌ ｾｾ の循環システムを示したもので、製

造補修工場で使用後部材の補修・ 再生を行う 。製品検査で合絡と 判

定された部材を、このサイクルによ って再利用する 。その|療、リユ

ースの基準を満たしたリユース部 材 と、基準を満たさない ｾ ｉ ， リユー

ス部材とに分け、非 リユース部材はリサ イクル材として再生( スク

ラップ) される 。

EAZET杭材

E 亙Je，J;. 1

抗
、

EAZET施工工程図

/  

杭材リユースイメージ

E E  

施 工 酬 の 織 入

②愛知万博における試み

2∞5年に開催が予定されている愛知1万博では、環境との共生がテ

ーマとして大きく掲げられ、建設される建物 ・施設に険|しては、あ

らかじめ廃棄物の少なさ、リユース ・リサイクルというコンセプト

のもとに設計が進めら れている 。具体的には r3  R  ( リデュース、

リユース、 リサイクル) を 目指 した建設 ・迩営」という考え方が示

されており、土木構造物や建築物、 施設を織成する材料の選定にあ

たって、リユース ・リ サイクル可能な素材を柏極的に活用するとさ

れている 。E AZ E Tは、まさにこのコン セプトに合致した工法であ

り、メイン会場の交通機関( ループ) 基礎をはじめ、各樋施設 パ

ビリオンに基礎椛造として採用される予定である 。

②高摩擦力低排土工法 (AT I コラム)

深層混合処理工法による 地盤改良と、羽棋付き鋼管杭を合体させ、

大きな摩擦力を発現させるようにした摩擦杭工法である 。従来の埋

込み杭工法では、 HLを埋設するために孔を掘削 し、杭休般に等しい

分量の土を排出 しなければならなか った。A1Tコ ラム工法は、原地

盤を材料として地盤改良体を造成するため、積極的に排土すること

がな L 、。地盤改良終了H寺点、で地表面が若干盛り上がるが、その量は

全改良体積の 10叫由主= で、従来工法と 比べると極めて少ない盆であ

る。上記EAZET、A廿 コラムは、 小型の施工機械で施工するととが

できる 。特にE AZ E Tは完全な乾式工法なので、施工機械のほかの

設備 を必要としな L、。 したが って、騒音 ・振動の発生のみならず、

小型施工機械ゆえにC02の発生量も少なく、環境に対する負荷が- 1-

ｉｾ ｦｦｩ に 低 減さ れ ているといえる 。

l  資原のリサイクル・リユースに向けての試み

①EAZETのリサイクル・リユース

建築と社会 ・2003.1258 



「 憂 川m パイオニア畑化成建材株式会社

スクリユーパイル クリーン、サイレント、コンパクト、 高支持力 !

E A Z E T  

時代を先取りした環境型杭工法 E A Z E T ( イーゼット)

E A Z E T  ( イーゼ ッ ト) は、低騒音・低

振動、残土の発生ゼロ、の杭施工を小型の

専用施工機械により 実現する環境型杭工 法

です。小径の先端拡大鋼管を回転埋設方式

により地撤に貫入させ、 支持地盤の強 さを

効率よく活か し、杭径に比して高い支持力

性能を発揮し ます。豊富な杭仕様、施工 機

械のバリエ ーションか ら、 全 国の様々な建

設現場で活躍の場 を広げています。

ａｔｔ ＺＺｊ Ｗｾ＠
国土交通大臣認定工法

A T T コラムとは… A T T  ( アッ ト) コラ

ムは、 信頼性の高いテノコラム工法の技術

を応用した「 コラム J と、スクリューパイ

ルE A Z E T - l I の技術を 生かした 「羽根

付き鋼管」 を合体させた新しいタイプのハ

イブリ ッ ド摩擦杭です。

旭化成建材附 と側 テノ ックスによる共同開

発の結果誕生 しました。

工場内での施工

大きな鉛直支持力

大きな水平支持力

発生残土は極少

施工状 況

標準的な現場状況

掘出し状況

畑化成建材株式会社

パイル・土木資材事業部

URL http://www. asahi kasei -kenzai .com 

EAZET 

東京都港区芝大門2-5-5 T E L  03- 5473- 5232 

札幌市中央区北2条西1-1 TEL011- 261 -5442 

仙台市青葉区一番町2- 7- 17 T Eし022-223- 5155

静岡市黒金町11- 7 T EL  054- 653- 2551 

ATTコラム

東京都港区芝大門2- 5- 5 T E L  03- 5473- 5342 

名古屋市中区錦2- 2- 13

大阪市北区堂島浜 1- 2- 6

T E L  052- 212- 2244 

T E L  06- 6347- 3840 

広島市中区大手町1-2-1 T E L  082- 247- 6141 

福岡市中央区天神 1- 10- 17 T E L  092- 752- 3971 



〈

O

一
田

島

皆

嶋

田

田

五

岨

旧

口

口

ω
拍

-
m
苫

】

田

浦

2

a

3

-

E

一

E

誠

司

歪

芭

町

ゐ

刊

ι

z

-
6

E
簿

記

菌

瞳

嵩

温

良

』

一
α
α

Z

C

巴

-

同

'

g

一

也

陀

社

団

法

人

日

本

建

築

協

会

〒

岨

大

阪

市

北

区

梅

田

1

の

1

の

3

の

2

1

0

0

電

話

大

阪

O

B

(

6

3

4

8

)

0

6

3

5
i

F

A

X

0

6

(

6

3

4

8

)

D

B

3

4

7

2

3
・

と

重

さ

を

ω

2

0

三
百

定

価

1

、

2

0

0

円

〔
・

本

陣

1

、

1

4

3

円

・

消

費

説

日

向

・

送

料

共

)

正

会

員

の

購

読

料

は

会

費

に

含

め

て

徴

収

セ

ン

ト

ラ

ル

ユ

よ

り

機

能

的

で

安

全

な

治

療

環

境

づ

く

り

の

お

手

伝

い

を

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

-

一
は
、

わたくしたち、セントラルユニは、より安全で確実な

医療ガス供給システムをはじめ、患者さんとの接点

から生まれた閉るい病室づくり、手術室や I CUにお

けるトータルプランニング、さらに病院経営に大き

く寄与する物流管理システムの構築など、より安全で、

機能的な治療環境づくりのお手伝いをいたしており

ます。

目町旬l ユニ

本社/ 北九州市小倉北区清水 1- 13- 20 〒803- 0841 TEL( 093) 561- 4431 

支社/ 東京- 大阪 ー北海道- 東北 - 九州、| ー名古屋 支盾/ 広島 工場/ 小倉

雑誌 03379- 12


